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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　高苗京鈴
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　もはや逃にげ場はない。


　背せ中なかは昼間の熱を吸すった砂すな。両りよう肩かたと後頭部はゴツい岩場に退たい路ろを断たたれた。もう一ミリだって後ろに退ひけやしない。


　それ以上に、馬乗りになっている少女の瞳ひとみが、朱しゆ唇しんが、吐と息いきが、逃のがれることを許ゆるさない。


　あるいは──と二にノの宮みや峻しゆん護ごは疑うたがう。逃れる気など、自分にはそもそもありはしないのか。


　お互たがいの体温が、いや、心音すら絡からみ合うほどの至し近きんで、妖あやしく濡ぬれる瞳が真まっ直すぐに脳のう髄ずいを射い貫ぬき、理り性せいの衣ころもを一枚一枚はぎ取ってゆく。


　彼女は言葉を用いない。


　だが言の葉など発せずとも、その微び笑しようは雄ゆう弁べんにささやきかける。


　ほしいんでしょう？──と。


　そして峻護は知っている。もはやその欲よく望ぼうに抗する術すべがないことを。


　無む論ろん、少女も知っている。


　だから彼女はただ、待つ。


　自らも欲望に身を焦こがしながら、焦じらされる快かい楽らくに身をゆだねながら──峻護が禁きん断だんの果実をその手でもぎ取る瞬しゆん間かんを。


　その瞳が、朱唇が、吐息が、甘かん美びに誘いざなう。





　さあ。


　はやく。





　──もはや逃げ場はない。


　抗あらがう気力が、川かわ面もに撒まいた粉のように淡あわく、千ち々ぢに砕くだけ去ってゆく。


　蕩とろけつつある意い識しきの中で峻護は考える。


　なぜ、こんなことになったのだろう。


　いったい何があったのだ。いつもの彼女とは、いや、ついさっきまでの彼女と比くらべてさえ、まるで別人ではないか。


　気力をつなぎとめようと、死に物狂ぐるいで思考を回転させる。


　そして自問する。


　いつ、歯車が狂ってしまったのだろう。どこから事は始まっていたのだろう──と。




　其の一　彼女が虎こ穴けつに踏み入れば







　が、いくら記き憶おくを遡さかのぼったところで思い出せるはずもないのである。


　すべては、彼のあずかり知らぬところで始まったのだから。





　　　　＊





　前日、二ノ宮家での出来事である。


　その日の夜、北ほう条じよう麗れい華かは二ノ宮家の廊ろう下かを大おお股また歩きに歩いていた。


　つややかな黒くろ髪かみを軽かろやかになびかせた、すらりとした少女である。メイド服など着込んではいるが齢よわいは十七。れっきとした女子高生、それも北条コンツェルン次期総そう帥すいにして神じん宮ぐう寺じ学がく園えん生徒会長という良血の令れい嬢じようだ。目鼻立ちの整い具合にしたって、少々キツめであることを差し引いたとしても及きゆう第だいラインをはるかに越こえるだろう。まさに才色兼けん備び、どこに出しても恥はずかしくない英えい媛えんである。


　が、その美び貌ぼうも今は憤ふん怒ぬに染そまり、『少々キツめ』と表ひよう現げんできるラインをもはるかに越えてしまっていた。


「お嬢さま、待ってくださいよう」


　さらに、彼女のあとを小走りについてくる影かげが一つ。こちらは麗華の付き人である保ほ坂さか光みつ流る。二ノ宮家のメイドをさせられている主人に付き従したがい、彼女と同じく住み込こみでこの洋館に勤つとめる少年である。


「よしましょうよお嬢さまー。どうせ無む駄だに決まってるんですからあ」


　人ひと懐なつっこい童顔に苦く笑しようを描えがいて主人を引きとめようとするが、麗華は取り付く島もなく完全無む視し。廊下をゆく速度をさらに上げて居い間まの前までたどり着くと、叩たたき割わりそうな勢いきおいでドアを開け、


「いったいどういうつもりですのっ！」


　腹はらの底から怒ど鳴なりちらした。


　リビングでは一組の男女──目下、麗華の攻こう撃げき目標である──が、それぞれ思い思いの時間を過すごしている。


　かたや二ノ宮涼りよう子こ。快活な色気を振ふりまく妙みよう齢れいの美女で、この家の実じつ質しつ的な主あるじ、つまりは麗華の雇こ用よう主ぬしということになる。


　かたや月つき村むら美み樹き彦ひこ。こちらも男盛ざかりの美び丈じよう夫ふだが、身分は単なる居い候そうろう、そのくせ態たい度どは家主の涼子以上にデカいという、正体不明の奇き人じんである。


「どういうつもりかと言われてもねえ……」涼子が晩ばん酌しやくの杯さかずきを置き、困こん惑わく顔がおを作った。


「話が見えないんだけど。いったいなにをそんなに怒おこっているのかしら」


「僕ぼくも涼子くんと同意見だな」


　水すい晶しよう球だまを磨みがく手を止めて、美樹彦がやれやれと首を振る。


「何を問題にしているのかさっぱりわからない。当節、二ノ宮家は極きわめて平へい穏おん。何らトラブルの元は抱かかえていないと思うんだが」


「よくも抜ぬけ抜けと……」麗華はこめかみの青あお筋すじを太め、しらばっくれる二人を一いつ層そう睨にらみつける。


「あなたたちが『特訓』と称しようする愚ぐ行こうのことに決まってますわ。月村真ま由ゆの男性恐きよう怖ふ症しよう克こく服ふくが目的にあるということですから多少は大目に見ましょう。ですが明らかにあれは行きすぎです。大大大大不本意とはいえわたくしが当家のメイドをしている以上、あのような不ふ埒らちは許ゆるしません。即そつ刻こく中止なさい」


　──少々説明が必要だろう。


　事は男性恐怖症の少女、月村真由に端たんを発する。一週間ほど前、彼女が恐怖症克服を目的として兄・美樹彦とともに二ノ宮家へやってきたことからすべてが始まった。


　その真由のサポート役としてあてがわれたのが涼子の弟・二ノ宮峻護。彼らは二人三脚で現在も男性恐怖症を乗り越えようと努めている。麗華にとって、そこまではまだ、いい。


　当の北条麗華はといえば、紆う余よ曲きよく折せつあって月村真由と対立し、さらには涼子の奸かん計けいに陥おちた末、二ノ宮家のメイドとして働かされる羽目になっている。ちっともよくないが、麗華にとってそこまではまだ、堪かん忍にん袋ぶくろの緒おに切れ目を入れずにおける範はん囲いだ。


　問題は、真由と峻護が取り組み始めた恐怖症克服対たい策さくにある。彼らは『恐怖症克服には男性との接せつ触しよくが必ひつ須すである』ことを建前に、非ひ行こうの限かぎりを尽つくし始めたのだ。


　四六時中べったりなのは序じよの口。接せつ吻ぷんのまねごとを所ところ構かまわず演えんじるわ、あけっぴろげに入浴を共にするわ、挙あげ句くの果ては同どう衾きんにまで手を染そめるわ……


　これらの放ほう埒らつが麗華の留る守す中に始まった、ということがさらに彼女の感かん情じようをややこしくした。先日来、麗華は涼子の承しよう諾だくを得てメイド業に暇ひまをもらい、トラブルの生じたコンツェルン関連企き業ぎようの建て直しに掛かかりきりだったのである。その見通しがようやく立って二ノ宮家へ帰き還かんしたのがつい先ほどのこと。そこで右の始末を保坂の報ほう告こくで耳にし、激げき務むの疲つかれを癒いやす間もなく殴なぐり込みをかけたというわけである。


「まったく、わたくしの不ふ在ざいに付け込んで好き勝手して。いいですこと？　何度でも繰くり返しますが、わたくしが起き居きよする場所で公こう序じよ良りよう俗ぞくに反する真ま似ねは断だんじて認みとめません。まして健全な高校生にあるまじきみだらな行こう為い……このまま続ける気ならばわたくしにも考えがありますわよ」


　呪のろいでも乗せているような低声こごえで宣せん告こくすると、ずい、と一歩踏ふみ出し、涼子と美樹彦に譲じよう歩ほを迫せまった。一連の『特訓』を企くわだてた黒くろ幕まくがこの二人であることは、すでに証しよう拠こがあがっている。


「なるほどね。あなたの主しゆ張ちようはわかったわ。でも困こまったわねえ。真由ちゃんも恐怖症克服のために頑がん張ばっているわけだし……」


　人差し指をあごに当てて涼子は思案顔をしていたが、やがてポンと膝ひざを叩たたき、


「じゃ、こうしましょう。麗華ちゃん、あなたこの家で暮くらすのやめなさい」


「……え？」


「そうね、それがいいわ。それだったら麗華ちゃんは不ふ愉ゆ快かいな思いをせずに済すむし、真由ちゃんはこれまでどおり特訓を続けられる。でしょ？」


　その言葉にしばし硬こう直ちよくしていた麗華だったが、すぐに立ち直って、


「ば、馬ば鹿かおっしゃい。できるわけないでしょう、そんなこと。だって、わたくしはあなたに弱みを握にぎられてるんだもの」


　そう。門外不出、とうてい衆しゆう目もくには晒さらせない『あの写真』が、不ふ俱ぐ戴たい天てんの害がい敵てきに抑おさえられている。屈くつ辱じよくのメイド暮らしに甘あまんじているのは、そういうことなのだ。それ以外の理由など何ひとつないのだ、もちろん。


「あれがそちらの手にある以上、わたくしはこの家に居ざるを得ないのですわ。そう、そういうことなのです」


「じゃ、返したげる」


「え？」


「写真、あなたに返してあげるわよ」


「──そ、そんなこと言って、どうせコピーとか取ってあるのでしょう？　そうしてそれをあとでバラまく気でいるんだわ。わたくし、だまされません」


「そういうこともしない。二ノ宮涼子の名にかけて誓ちかうわ。必要なら誓せい約やく書しよでも血けつ判ぱん状じようでも書いてあげる。それでも信じられない？」


「…………」


「どう？」


「わ、わたくしは、その、」


「はっはっは。涼子くん、そのくらいにしておこうではないか」


　ふたたび水晶球を磨きだした美樹彦が茶々を入れた。


「あまり意地悪をするものではない。そのくらいにしておかないと麗華くんが泣いてしまうだろう？」


「……お待ちなさい。どうしてわたくしが泣かなければならないのです」


「それはともかくとして、僕にはひとつ理り解かい不ふ能のうな疑ぎ問もんがある。答えてはもらえないだろうか」


　麗華の反はん駁ばくを耳に入れるそぶりもなく、美樹彦は疑ぎ義ぎを呈ていする。


「どうして君はその抗こう議ぎを真由や峻護くんがいる場で申し立てないのかね？　問題の当事者が同席した上で事の是ぜ非ひを質ただすのが筋すじだと、僕は思うのだが」


「そっ、それは、」


「なるほど、論ろん戦せんを張はる相手は僕と涼子くんだ。当然敗北は覚かく悟ごしないといけない。とすれば、できる限り真由や峻護くんの前で恥はじをかきたくない。そう考えれば二人を同席させたくない心理もわかろうというものだが──しかしそれはあくまで凡ぼん俗ぞくの思考。まさか次期北条コンツェルン総そう帥すいともあろう者がその程てい度どで臆おくするはずもない、と僕は思うのだ。このあたり、麗華くん本人から正せい確かくな事じ情じようを聞いておきたい」


「くッ……」


「そのくらいにしといたら美樹彦」


　ふたたび杯さかずきを手にして、涼子。


「人の痛いたいところを遠まわしに突つっつくのはよくないわ。麗華ちゃんが涙なみだぐんでるじゃないの」


「……あなたたち、わたくしを虚こ仮けにするのもたいがいに、」


「とても簡かん単たんな方法があるわ麗華ちゃん」


　怒いかりに震ふるえる麗華の声を右から左にスルーさせて、涼子は提てい案あんする。


「あなた、真由ちゃんのことが嫌きらいなんでしょう？」


「……ふん、別にどうとも思ってませんわあんな女。眼がん中ちゆうにありませんもの」


「でも気に食わないことは確たしかよね？」


「それは否ひ定ていいたしません」


「だったら、真由ちゃんから峻護を奪うばっちゃえばいいじゃない」


　メインディッシュにローストチキンでも勧すすめているようなお気楽口調で、涼子は言った。


「……なんですって？」


「だから、峻護をあなたのものにしちゃいなさい、って言ったの」


「な、なにを馬鹿な、わたくし、あの男に興きよう味みなんて、ぜんぜん、」


「まあお聞きなさいな」


　涼子、なみなみと満たされた杯を一息に干ほしてから、


「興味の有う無むはどうでもいいの。理由はなんであれ、あなた真由ちゃんが目め障ざわりなんでしょう。だったら手しゆ段だんなんて選んでないでさっさと排はい除じよしちゃいなさいな。峻護のサポートがなかったら真由ちゃん、また寄き宿しゆく舎しや生活に逆ぎやく戻もどりするしかないんだから。峻護をあなたのものにすればそうさせることもわけないでしょ。敵と認にん識しきした相手は最大戦力でもって可か及きゆう的てき速すみやかにこれを潰つぶす──それが北条家の家訓だと聞いてるけど、どう？」


「ちょっとお待ちなさい。あなた、あれだけ月村真由に身びいきしておいて何を今さら。それにそこにいるあの女の保ほ護ご者しやだって、そんなことになったら黙だまってないでしょうに」


「真由ちゃんびいきなのは今も変わらないわ。だけどわたしはね、そこらの耄もう碌ろくジジイが盲もう目もく的に孫を溺でき愛あいするみたいにただ可愛かわいがるだけじゃないの。愛すべき者に涙を呑のんで試練を与あたえるのは愛する者の責せき務む。わたしは心を鬼おににして、真由ちゃんを千せん尋じんの谷へ突き落とそうとしているの。わかる？」


「わかる。そして僕はその意見に全面的な賛意を表する」


　美樹彦が水すい晶しよう球だま磨みがきに勤いそしみながら口を挟はさむ。


「昨今はまさに弱肉強食の世だ。この程度の障しよう害がいにつまずいて大たい願がん成じよう就じゆを逸いつするなら、しょせん真由もそれまでのこと。僕に異い存ぞんはない」


「……なんだかそれらしく聞こえますけど、そこはかとなく間ま違ちがっている気もいたします、わたくし」


「なに、気にすることはないさ。実じつ際さいのところ、僕らの考えが間違っていようといまいと君には無む縁えんのはず。要は、真由に意い趣しゆ返しをするだけの気き骨こつが君にあるかないかだけが問題なのだ」


「…………」


「ついでに念を押しておこう。君が峻護くんをとりこにし、真由から遠ざけるのであれば否いなやはない、と僕らは言った。だが、もし君がそれ以外の手段で恐きよう怖ふ症しよう克こく服ふくの妨ぼう害がいを企くわだてるつもりなら、僕と涼子くんは全力でそれを阻止するだろう。どちらの道を選ぶべきか、答えは明らかだと思うが？」


「…………」


「決まりね。そうとなれば話は早いほうがいいわ」


　涼子がさらに畳たたみ掛ける。


「明日の休日、南の島にコテージをとってあるの。わたしと美樹彦だけで行くつもりだったけど、真由ちゃんと峻護も連れていくことにするわ。麗華ちゃん、あなたも来なさい。そこで峻護を落とせばいいじゃない。真由ちゃんの目の前で奪い取ったほうが、あなたの報ほう復ふくも一いつ層そう効こう果かがあがるでしょ」


「ちょっ、ちょっとお待ちなさい、なに勝手に話を、」


「おあつらえ向きの舞ぶ台たいよ。きっと峻護も解放的になるわ。日にち常じようを離はなれた場所でなら、あの堅かた物ぶつも少しは頭を柔やわらかくする──いいえ、きっと大いに羽目を外したくなるでしょう。あいつってほとんど家を離れないし、そういうシチュエーションに慣なれてないから。骨ほね抜ぬきにする絶ぜつ好こうの機会ね」


　その言葉を聞いた麗華の瞳ひとみがわずかに揺ゆれる。


「熱く照りつける太陽。青い空。白い雲。さらさらの砂すな浜はま。熱帯魚の群むれ。珊さん瑚ごの森。これだけ好こう条じよう件けんが揃そろってれば男と女の距きよ離りは縮ちぢまるわよね、普ふ通つう。特に、一見仲が悪く見えた二人がこの手のイベントを境さかいに急に親密になった、なんて話はよく耳にするかも」


「…………」


　すまし顔を保たもっている麗華。が、もし彼女の細い腰こしにふさふさの尻尾しつぽが生えていれば、大いにそれを揺ゆらしていたに違ちがいない。


「うむ、ナイス・アイデアだ。バカンスのほどよい余よ興きようになりそうだな。そうそう、不安だろうからあらかじめ確かく認にんもしておこうか。麗華くん、もし君がこのアトラクションを盛もり上げてくれるのであれば、僕と涼子くんは傍ぼう観かん者しやに徹てつすることを約束しよう。一いつ切さいの手出しはせず、いかなる妨ぼう害がいも控ひかえる。存ぞん分ぶんに峻護くんを籠ろう絡らくしてくれたまえ。いや、これは本当に楽しみになってきた」


　さらに美樹彦がダメを押おす。
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「ふん……」


　麗華は鼻を鳴らし、そっぽを向く。が、見えない尻尾は激はげしく左右に動き始めている。


　そこへ涼子がとどめをさした。


「それに、解放的になるのは何も峻護だけじゃなくて真由ちゃんも同じなのよねえ」


　尻尾の動きがはたりと止まる。


「いつもは引っ込み思案な真由ちゃんだけど、今回はどうかしら。もし彼女が積極的になるようなら──これは案外、本気で結ゆい納のうの段だん取どりを考えなきゃならないかもねえ。もしそうなったら報復どころじゃなくなっちゃうわねえ……」


　麗華、それでも無言。


　が、その内心は涼子も美樹彦もお見通しである。


「……まあ確かに、」


　果たして、たっぷりと間を取ってから咳せきばらいを一つ置き、麗華はぼそっと洩もらした。


「あの女に目にものを見せてやるのは、悪くない考えですわね」


「でしょう？」


「ただし、これだけはハッキリさせておきます。今回のことはあくまでも月村真由への意趣返しが目的。二ノ宮峻護をその、わたくしのものにしようとするのは、そのための手段でしかないのです。わたくしはあの男のことなんて何とも思っていないんだから」


「承しよう知ちした。心に刻きざんでおこう」


「それともうひとつ。今回のことと、月村真由の特訓とやらを続けるかどうかは別問題ですわ。この件けんに関してはいずれきっちりと始末をつけさせていただきます」


「歓かん迎げいするわ。いつでもいらっしゃい」


「──よろしい。ではわたくし、そろそろ失礼いたします。あとで保坂をやりますから、明日の詳しよう細さいはその時に」


　言い置いて、返事も待たずに居い間まを辞す。その足取りは努めて泰たい然ぜんを装よそおっていたが、人間、背せ中なかは噓うそをつけないものである。


　そのあとを、一連のやりとりの間ひとことも挟まず微び苦く笑しようを続けていた保坂が追う。


　と、思い出したように付き人少年は振り返り、やはり微苦笑のまま口を開いた。


「お気持ちはよくわかりますが──お二人とも、お嬢じようさまをいじるのはほどほどにしてくださいよ。あの人ってその手の愛情表ひよう現げんには鈍にぶいんですから」


「善ぜん処しよするわ」


「噓はもうすこし噓っぽく言ってください。それじゃ」


　善処とやらには半ミクロンも期待してない顔で保坂はドアを閉しめる。


　それを見送ると涼子はふっと息を吐つき、お銚ちよう子しの残りを杯に注ついだ。美樹彦はとっくに磨き終えている水晶球から目を離さない。


　夏の盛さかりに差し掛かりつつある、蒸むし暑い夜である。開け放ったテラスは風を呼よばず、庭の雑ぞう木き林ばやしに棲すむ虫たちは静まり返り、空気は粘ねばっこく澱よどんで重い。


　皿のように丸い月が西の空にある。


「……ま、こんなところかしらね」


　お銚子を指先で弄もてあそんだまま、涼子が独ひとり言ごとのように呟つぶやいた。


「うむ。こんなところだろう」


　水晶球に視し線せんを落としながらどこも見ていない目で、美樹彦が応おうじる。


　月に薄うすい雲の幕まくが引かれ、あとはただ鈍にぶい沈ちん黙もくが降おりる。





　　　　＊





　廊ろう下かを往ゆく麗華の背中に追いつくと、彼女はそれを見計らったように言葉を投げてきた。


「保坂。明日の予定はすべてキャンセルします。緊きん急きゆうを要する決けつ済さいはなかったわね？」


「はい、今のところは」


「結けつ構こう。いいこと保坂、これはわたくしの、いいえ、北条家の威い信しんを賭かけた戦いであると心得なさい。さんざん舐なめた真ま似ねをしてくれた月村真由の鼻を、今度こそあかしてやるのです」


「はあ、それはいいですけど。で、二ノ宮くんをモノにして、月村さんをへこませて、それからどうするんです。二ノ宮くんと付き合っちゃうんですか？」


「──ばっ、そっ、ちが、だからあの男のことなんて、わたくしは、」


「冗じよう談だんです。でもいいんですか？」


「な、何がよ」


「涼子さんと美樹彦さんの提案に乗ってしまっていいんですか、ということです」


「なによ、そんなこと。別に構かまいませんわ。あの二人のことだから何か企たくらんでいるのはわかり切っています。でもさしあたり利害が一いつ致ちしているうちは、連中が何を仕出かそうと放ほうっておけばよろしい。監かん視し等の判はん断だんは委い細さい、あなたに任まかせます」


「そういうことでしたら。ま、それはともかく今日は早めに休みましょうね。明日にそなえて英気を養わないと」


「そうね。そうするわ」


　言いつつ主人は自室に入り、保坂もあとに続いた。


　──それからもうずいぶんになるが。


　まだ、麗華は床とこにつこうとしない。


　メイド業ぎよう務むにはとっくに区切りがついているというのに着き替がえもせず、教科書を広げてみたり、ボトムアップの企画書に目を通してみたり、生徒総そう会かい演えん説ぜつの文案を起草したり。果ては遥はるか先の文化祭プログラムについてアイデア出しをしたり。


　そしてそれらを半はん端ぱのまま放り出しては、部屋の隅すみから隅を歩いて何往おう復ふくもしたり、気合を込めるように握りこぶしを作ったり、かと思えば気弱げなため息を洩もらしたり、唐とう突とつに体たい操そうを始めたり。


　ずっとこの調子である。


　落ち着かない。


　そして保坂は、やわらかい微笑でそれらの逐ちく一いちを見守っている。


　──ふと、屈くつ伸しん運動をしていた麗華が初めて気づいたように保坂のほうを向き、


「何をしてるの保坂。あなたは先に休みなさい。わたくしに付き合う必要はありません」


「いいんですか？」


「構いません。一人のほうがせいせいしますわ。さっさとお行きなさい」


「わかりました。それじゃ、おやすみなさい」


　主人のややタイミングを外した気き遣づかいに大人しく従したがい、部屋を辞した。


　ドアを閉しめきる直前、もう一度中の様子を目に入れてみる。麗華は再び室内往復運動に没ぼつ入にゆうしつつあった。


（眠ねむれるといいけど。ま、お嬢じようさまにとっては本当に覚かく悟ごのいることだろうから）


　心中で呟つぶやいたあともなお扉とびらの前で佇たたずみ、その向こう側に思いを馳はせていたが──ようよう踵きびすを返すと、今度は口に出してひとりごちた。


「さあて、どちらに転ぶことかな……？」




　其の二　彼女が水着に着替えれば







　夜明け前に叩たたき起こされ、プライベートジェット＆ヘリを乗り継ついで四し半はん日にち。


　たどり着いたのは、南洋に浮うかぶ宝ほう石せきのような島だった。





　容よう赦しやなく照りつける太陽は、しかしどこまでも力強く。


　空はラピスラズリを溶とかし込んだように鮮せん烈れつな青。


　尽つきることなく湧わき上がる雲は、手を伸のばせば摑つかめてしまいそうな存そん在ざい感。


　白しら絹ぎぬの紗しやを敷しいたような砂すな浜はまは、一ひと粒つぶ一粒が金剛石ダイヤモンドのように光り輝かがやいて。


　色とりどりの熱帯魚たちは互たがいに美を競きそい合い。


　珊さん瑚ごの森は所ところ狭せましと生おい茂しげって彩いろどりを添そえる。





　──あらゆるものが原色で冴さえ渡わたる、この世の楽園。


　冴えないのは、憮ぶ然ぜんと一人そこに佇たたずむ二にノの宮みや峻しゆん護ごくらいのものであった。


　ただ同どう情じようの余よ地ちはある。まず、今日のことを事前に何ひとつ知らされていなかった。出発の数分前に伝えるのも事前通告のうちに入るなら話は別だが、もちろん峻護はそんなもの認みとめるつもりはないし、そのことによって荷物をまとめるどころか顔を洗あらう時間すら取れなかったことも、計画的で規き則そく正しい暮くらしを重んじる彼の心しん証しようを害する結果になっている。


　家事もほったらかしである。明確に予定を組んでいたわけではないにせよ、やっておきたいことはいくらでもあったのに。家庭菜園の草むしりとか、漬つけ込こんでおいた梅酒を湯ゆ煎せんしたりとか。今では北ほう条じよう麗れい華かと保ほ坂さか光みつ流るという二人のお手伝いさんがいるのだが、何事も自分でやらなければ気がすまない峻護、けっきょく仕事量は以前とほとんど変わらないのだ。月に一度のペースで掃そう除じしていた場所を週に一度掃除するように変へん更こうしたりするのだから、それも当然なのだが。


　そもそもこのバカンス自体に疑ぎ念ねんを禁きんじえない。「普ふ段だんからよく働いているあんたへのご褒ほう美びよ。今日は家事も『特訓』もなし。ゆっくり骨ほね休やすみをなさい」などとのたまう姉の言葉を額がく面めんどおり信じられるはずもないし、もしそれが単たん純じゆんに事実だったとしたら引きずってでも病院に連れて行くことになる。まあ後者に関しては百パーセントないと言い切れるわけで、そうなるとやっぱり予よ断だんをもってのぞむしかない。ぜったい何か企んでいるはずだ。


　ただ、ほんとうに姉や美み樹き彦ひこの干かん渉しようがないのも事実。ここに到とう着ちやくするなりあの二人はさっさとコテージに引っ込んでしまい、それ以来動きらしい動きもない。峻護に何か言いつけるわけでもなく、現げん在ざいのところ彼はまったくフリーの状じよう態たいである。


　あらためて周囲を見回してみる。


　確かに素す晴ばらしい場所だ。


　石せつ灰かい岩がん質しつの平たい皿に山やま盛もりの熱帯性植物を盛り付けたようなこの島は、環かん礁しよう──礁湖ラグーンを数珠じゆずで囲ったような小島の連なり──の一部をなしている。


　外周を分ぶ厚あつく浅あさ瀬せが取り囲んでいるため、打ち寄よせる波はどこまでも穏おだやか。豊ほう富ふな生態系けいを有しながら害がい獣じゆう、害虫の類たぐいは生息せず、裸はだかで一ひと晩ばん過すごしたところで危き険けんは皆かい無むだという。


　そんな奇き跡せきのようなスポットへ贅ぜい沢たくの上うわ塗ぬりをするように、この島にある宿しゆく泊はく施し設せつはコテージひとつきりである。利用は貸かし切りのみの限げん定てい。島の設せつ備びは最低限げん度どに抑おさえられて原初に近い形の自然が手厚く守られており、それでいて必要十分な快かい適てきさが保たもたれている。なおかつコテージには数人の使用人がいるきり。いずれもよく心得たプロフェッショナルであり、余計なおせっかいを焼くことはなく、その逆ぎやくもまたない。


　こんな聖せい域いきじみたリゾートをどこで見つけてきたのか、そもそもどうやって借りてくるのか、さらにはプライベートジェット＆ヘリなんてものを平然と手配してくることも含ふくめ、突っ込みたいところはいくらでもあるのだが、なにしろあの姉に加えて美樹彦も一いち枚まい嚙かんでいるのだ。追つい及きゆうするだけカロリーの無む駄だだろう。


　ともあれ本日、この島は二ノ宮家御ご一いつ行こうの完全プライベート・エリア。命の洗せん濯たくをするのにこれほどふさわしいシチュエーションもあるまい。姉と美樹彦にどんな思おも惑わくがあるにせよ、すでに向こうの手の内にある以上、いかに警けい戒かいしたところでまんまと嵌はめられるのがオチ。半はん強きよう制せい的に連れてこられたのは問題だが、薬を盛られて前後不覚にさせられ、本当に強制連行されるよりはいくらかマシだ。ここまできたら楽しまなければ損そんというものではないか──峻護とて、そう思わないではない。


　がしかし、である。


　二ノ宮峻護という少年の人となりを考えてみよう。


　まず、峻護を知る者が真っ先に口にする彼のイメージは『堅かた物ぶつ』である。実じつ際さい、彼はほとんどあらゆる意味でお堅い。彼女いない歴はそのまま彼の歩んできた人生の長さとイコールだし、しゃべり方も妙みように角かく張ばっている。法ほう律りつ・校こう則そく等は常つねに遵じゆん守しゆ。予習復習を欠かさず、宿題を忘わすれたこともない。学校帰りに寄り道をしない。財さい布ふの紐ひもは固く、贅沢品の類を購こう入にゆうすることなど滅めつ多たにない倹けん約やく家。十八禁製品を何ひとつ所有していないあたりは、感心するよりも気味の悪さが先に立つ。ある種、高校生よりも修しゆ行ぎよう僧そうでもやっていたほうがよほど似に合あう男なのである。


　必然的に二ノ宮峻護、ちょっと常じよう識しきでは考えられないくらい遊び慣れていないのだ。


　さらに、彼の普段の生活のことがある。


　山やま師しぞろいのうえ放ほう浪ろう癖へきまである家族を持つゆえ、彼は丘おかの上の洋館、半なかば俗ぞく世せから隔かく絶ぜつされた空間にあって多くの時間を一人、過すごしてきた。


　したがって、二ノ宮の家を管理して己おのれを養っていくのは彼自身の役目である。


　朝、決まった時間に起きて家事をこなし、学校へ行き、帰ってからまた家事、勉強。そしてやっぱり決まった時間に就しゆう寝しんする。休みの日は『学校へ行く』の部分が抜ぬけ、そこを平日に数倍する家事が埋うめる。堅物ゆえの適てき性せいもあり、峻護はその生活を長く維持し続けてきた。ここしばらくで大きく様変わりしたとはいえ、その生活リズムは彼に深く根付き、その行動を強きよう固こに律りつしている。


　要するに何のことはないのだ。


　楽園にあって一人、しかめっ面つらで立ち尽つくしているのは。


　好きに過ごせと言われてどうしていいかわからず、途と方ほうに暮くれているだけなのである。





　　　　＊





　そんな峻護を離はなれた場所から見守る人ひと影かげが二つ。


「お嬢じようさま」


「…………」


「お嬢さまってば」


「なにようるさいわねっ」


　遠くの波打ち際ぎわで突っ立ったままの峻護を腕うで組ぐみして見ていた麗華が、苛いら立だたしげに下げ僕ぼくを振ふり返る。


「お嬢さま、今日の目的わかってます？」


「う、うるさいわねっ。わかってるわよちゃんと」


「じゃあ訊ききますけど。どうしてさっきからここを一歩も動かないんです？」


「それは──そう、今は作戦を練っているところなのよ」


　保坂、『そういうのは昨日のうちに済すませておきましょうよ』とは言わない。昨晩はベッドの中でさんざん頭を悩なやませたに決まっているのだから。


　くまと白目の充じゆう血けつがいまだにこびりついている顔で麗華は付き人を睨にらみつけ、


「だから今はちょっと黙だまってなさい。気が散るじゃないの」


「はあ。でもこの調子だと行動に移うつるまでに日が暮れちゃいます。こんなとこからいくら睨みつけたって二ノ宮くんは落とせませんよ。鉄てつ砲ぽうもって鴨かもを撃うちに来てるんじゃないんですから、せめてもっと近づかないと」


「何度おなじことを言わせる気？　しばらく口を閉じてなさい。それに何も考えがないわけじゃありませんのよ。ここでこうしているのは、数ある作戦の中から状じよう況きように応おうじた最さい善ぜんの一手を模も索さくする意味もあるのです」


「はあ」


「……とはいえ、広く意見を求めること自体はわたくしの主しゆ義ぎに反しません。あなたに何か意見があるのであれば聞かなくもないですわ」


「はあ。じゃ、こんなのはどうです？」


　つつっと主人に近づき、ごにょごにょと耳うち。


「──そっ、」たちまち麗華の美び貌ぼうが真しん紅くに染そまった。


「そんな破は廉れん恥ちなことできるわけないでしょこのばか！」


「ええー。これがベストだと思うけどなあ。この島はどこにいってもひとけがないし、暗がりにさえ誘さそい込めば、」


「保坂。それ以上言うとその口を有ゆう刺し鉄線で縫ぬい付けるわよ。もういいわ、おまえには頼たよりません」


　機き嫌げんをそこねてそっぽを向き、オブジェと化している本日のターゲットに再ふたたび視し線せんをやる。保坂は苦笑いで肩かたをすくめ、とりあえずは言いつけどおり沈ちん黙もくした。


　それにつけてもまどろっこしいことである。気持ちはまあ、理り解かいできないでもないが。


　実際、これがビジネスなり生徒会の職しよく務むなりであれば、ここまで手段を問いはしないだろう。即そく断だん即行は北条麗華の数ある美点のうち、最たるものなのだから。


（ま、どっちにしてもお嬢さまが作戦とやらを実行に移せるかどうかは疑ぎ問もんだけどね）


　北条麗華という少女の人となりを考えてみる。


　北条コンツェルン後こう継けい者しやたる彼女の日常は、言うまでもなく多た忙ぼうを極きわめる。齢よわい十七にして十指に余あまる関連企き業ぎようの実じつ質しつ的なＣＥＯを任されているだけでも超ちよう人じん的だが、そこにお約束の習い事もひと通りこなし、なおかつ学業も大いに優ゆう秀しゆうで、経けい営えい学についてはすでにドクターコースを修しゆう了りようしている。さらには学園の生徒会長の座ざにもつき、とどめとばかり二ノ宮家のメイドまで務つとめきっているとくれば、余よ暇かに使う時間などほとんど取れないのが実情だ。


　さらに彼女の父親である北条コンツェルン総そう帥すい、北条義よし宣のぶの存そん在ざいがある。帝てい王おうどころか皇帝の風ふう格かくさえ漂ただよわせるこの世界的ＶＩＰは能のう力りよく・実じつ績せきともに文もん句くのつけようがない男だが、唯ゆい一いつのアキレス腱けんといえるのが娘むすめの麗華。この男、控ひかえめに表現しても常じよう軌きを逸いつした子こ煩ぼん悩のう、過か保ほ護ご、親バカで、一人娘に悪い虫が付くのを過か剰じように心配し、使用人はもちろん家庭教きよう師しや出入りの庭師にいたるまですべて女じよ性せいでそろえる、なんてことをやってしまう。例外は保坂光流と、麗華自身が望んで入学した共学高校である神じん宮ぐう寺じ学がく園えんの男子生徒、あとは社交界の場で接せつする紳しん士したちくらいのものだが──保坂などは物の数に入らず、学園の男子生徒は麗華の傑けつ出しゆつぶりにどこか距きよ離りを置き、社交界で声をかけてくる紳士たちは北条義宣に遠えん慮りよする。


　つまるところ北条麗華、才さい色しよく兼けん備びであり、掃はいて捨すてるほどの財ざい力りよくはあれど、まるっきり遊び慣なれていないのだ。まして男をものにする手て管くだなど心得ていようはずもなく。


　なんのことはない。麗華だって、この状じよう況きように途と方ほうに暮れてしまっているのである。


　とはいえいつまでもぐずぐずしていると──


（ほら、こういうことになっちゃう）


　主人の表情が強こわ張ばったのが、後ろ姿すがたからもわかった。


　相変わらずぽつねんと浜辺に生えている二ノ宮峻護のもとに、緊きん張ちようの足取りで近づく一人の人物がある。





　　　　＊





　どれほどの時間、途方に暮れていたのか記き憶おくが定かでない。


　ただ、よほど困こうじ果てていたのは確たしからしい。自分を呼ぶ声があることに峻護はしばし気づけなかった。


「──あの、二ノ宮くん？　聞こえてますか？」


「え？……うわっ」


　振ふり返ると、心配げに覗のぞき込んでくる月村真由の顔が頭ひとつ低い位置にあった。


「何かあったんですか？　すごくこわい顔してましたけど」


「ああ、いや、べつに何でもないんだ。気にしなくていい」


　あわてて表情を取り繕つくろい、真由に向き直る。


　淡あわいミントグリーンのワンピースに、砂すな浜はまの輝かがやきに溶とけ込みそうな明るい白のサンダル。これ以上ないほどシンプルな召し物だが、彼女の魅み力りよくを申し分なく引き立てている。


「ええと、それで。何の用？」


「あの、用というか……」


　言いかけてうつむき、しかし普ふ段だんよりはずっと短い逡しゆん巡じゆんの後に顔をあげ、


「その、向こうの浜に、二人乗りのボートがあるんです。それで、その、一いつ緒しよに乗ってもらえないかと思って」


「──ああ、そんなことか。わかった。行こう」


　何事かと思って身み構がまえていた峻護、内心でホッと一息つき、真由が指差す方向へ足を向けた。日常、彼女から声をかけてくることはそんなに多いことではない。かけられたとしてもその大半が涼子と美樹彦がらみであり、ロクなものではないのだ。この程てい度どのことならお安い御ご用ようである。


　さっさと歩き出した峻護に半歩おくれて、真由があたふたとついてくる。


　なるほど、向かう先に小さな桟さん橋ばしといくつかの小船があった。確かに二人で乗るにはおあつらえ向きのサイズである。


　ふとそこで、今さらながらに思い至いたった。


　男と女が二人っきりでボートに乗る。


（考えてみればそれって、けっこうそれっぽいことだよな……）


　思い至った途と端たん、妙みように意い識しきしてしまった。こうなるとどうにもよくない。全身を羽ペンで撫なでられているようなムズムズとした感覚に支し配はいされる。背せ中なか越ごしの、真由が白はく砂しやを踏ふみしめる音までもが何だかなまめかしく聞こえてきて。


　気軽に承しよう知ちしてしまったが、彼の常識に照らし合わせるとこれは極きわめて早い展てん開かいである。もっとも『二人きりでボート』など遥はるかにしのぐ経けい験けんを峻護は何度もしてきているはずなのだが。


　ただ、親しん密みつな関係を築きずくには時間が足りていないのも事実である。月村真由と出会ったあの日からまだ一週間しか経たっていないのだ。生命元げん素そ関連因いん子し欠けつ損そん症しようの発症者──つまりは男の精せい気きを糧かてとして生きる『サキュバス』たる、彼女と出会ってから。


　男性恐怖症で精気を吸すえないという悪あく癖へき、その克こく服ふくを目的として二ノ宮家にやってきた月村真由。峻護は彼女の面めん倒どうをほとんど付きっきりで見なければならない羽目になり、彼女はサキュバスゆえの魅み惑わくが半はん端ぱじゃないだけに次から次へと男を虜とりこにしては問題をおこして、だけど彼女がサキュバスであることは隠かくさなければならなくて、そもそも峻護自身の理性が幾いく度どとなく危き機きにさらされて──


　なんだかもう、あれから何か月も過ぎているように錯さつ覚かくする。ここしばらくは従来の人生と比しておそろしく密度の高い日々だったし、それも当然ではあろうが。


　それに、そんな慌あわただしい生活を通してひとつ悟さとれたことがある。


　それは、月村真由という少女とはちゃんと順じゆん序じよを踏ふんで、段だん階かいを経て、関係を築いていきたいということ。


　彼女に手を出せば即そく死しだとか、そういう俗ぞくな事情を超こえたところで。


　峻護はゆっくりじっくりと、月村真由と向き合っていきたいのだ。


　理性を曲げて、煩ぼん悩のうに屈くつして、手た折おりを急ぐような真ま似ねは許ゆるされないと思うのだ。相手が特別であればあるほど。


　それが不ふ肖しよう二ノ宮峻護、ささやかながら断だんじて踏み越えてはならぬ一線、己おのれに課した誓せい約やくである。


　その決意を再さい確かく認にんした頃ころには件くだんのボートのもとにたどり着いていた。質しつ朴ぼくで少々くたびれてはいるが作りは確かだし、手入れもよく行き届とどいている。


　先に乗り込んで真由を促うながした。


「気をつけて。揺ゆれるから」


　言い、少し迷まよってから手を差し伸のべる。危険があることをほのめかしておいて手を貸かさないのは問題あるからな、うん──などといちいち理由をつけながら。


　真由は目を丸くし、次いで口もとをほころばせ、それからおずおずと好意を受けた。


「なんだか──」


「？」


「なんだか、今日の二ノ宮くんは、やさしいです」


　そうだろうか。峻護としては別にいつもと変わらないつもりなのだが。


　とはいえ、噓うそが下へ手たで裏うら表おもてのない真由の言うことである。彼女の語った印象は率そつ直ちよくな実感だろう。人間、こういう場所に来ると妙に解放的になるという噂うわさは峻護も耳にしている。知らず知らずのうちにその影えい響きようが出ているのだろうか。


　もっとも彼に言わせれば真由の方がよほど普段とは印象がちがう。二ノ宮家を出る前からそうだった。


　峻護と同じく、このバカンスは彼女にとっても唐とう突とつな話だったはずである。隠し事が苦手なこの少女のこと、事前に知っていれば必ず顔に出ていたことだろう。


　峻護と異なるのは、今日の予定を聞いた際の反はん応のうがひどく素す直なおだったことである。大人しい性せい格かくの彼女らしく控ひかえめなものではあったが、喜びが全身からあふれていた。ジェットに乗っている間などは遠足前夜の小学生みたいにそわそわしていて、見ているこっちが照れくさくなるほどだった。


　それでもいざ見知らぬ土地に立ってみて、多少の硬かたさはあった真由だが──それも早はや過去のこととなった。ボートを漕こぎ出して一分と経たたないうちに、今度は峻護が思わず目を丸くしたほど真由が感情を爆ばく発はつさせ始めたのである。


　ひたすら「すごい！」「きれい！」の連発。そしてそれら感かん嘆たん詞しの合間は、きゃーきゃーきゃーきゃーという嬌きよう声せいで隙間なく埋うめ尽つくされる。


　半ば呆ぼう然ぜんとそのありさまを眺ながめていると、その視し線せんに気づいた真由は急に借りてきた猫ねこのように大人しくなって、


「あの、すいません。ひとりでさわいじゃって」


「──ああいや、ちょっとびっくりしただけだ。遠えん慮りよしなくていい」


　という峻護の勧すすめにもやはりしおらしいまま、だけどそれもやっぱり一分もたず、再ふたたび喜色を満面に浮うかべて、


「ほら二ノ宮くん、あれ、あれってなんていう生き物ですか？　ヒトデかな？　貝なのかな？　あっ、ほらあっちにも！」


　……なんだかもう、圧あつ倒とうされてしまった。どこかネジが外れてしまったような大おお騒さわぎで──でも本当に、心から楽しそうで。その笑顔はこれまで見てきたどんな表情よりも明るくて、輝いていて、はじけていて。


　気をつけなければ、と思っていた。


　これは涼子と美樹彦がプロデュースした企き画かく。必ず何かあると思い、十分に警けい戒かいしなければと思い、真由にも何か心当たりがないか訊きいてみようとも思っていた。


　馬ば鹿か馬ば鹿かしくなった。もちろん、そんな些さ事じを思い煩わずらっている自分が。


　真由の笑顔が、普段はそうお目にかかれない屈くつ託たくのない笑顔が、惜おしげもなく連続披ひ露ろうされている。まずは、それでいいではないか。


　ただ──


「あのさ、月村さん」


　ただ、喜びを全身で表現するのはともかく、もう少し慎つつしみは維い持じしてくれてもいいのではなかろうか。はしゃいで動き回る結果、胸むなもととか翻ひるがえるスカートの間から白いものがちらほら見えたりすると、困こまってしまうのだ。海の上で二人きりだから少しぐらい泣いたり喚わめいたりしたところで……とか、考えてしまうではないか。


「月村さん、もうちょっと落ち着いてくれ。危あぶないよ。船も揺れるから」


　煩悩から理性を守る魔ま法ほうのおまじない──九九を心中で唱えながら、真由に自じ制せいを促うながす。峻護とて馬鹿ではない。サキュバスの魅惑にも多少は慣れてきた──というより、慣れてきたと信じ込むことで一種の暗あん示じをかけている面もあるが、ともかく、呼こ吸きゆうするのと等しい無意識さで九九を唱えるようになったことだとか、成長の跡あとはあるのだ。


　言い聞かせる。──この程度ならなんでもない。おれには鉄の意い志しがある。命の危険があることも知っている。普段の『特訓』ではもっと過か酷こくな誘惑にもさらされている。なんてことはない。こんなところで手を出す必要はない。手た折おりを急ぐことはない。


　急がなくていい。急ぐのは嫌きらいだ。


　ただし、今は別の意味で緊きん急きゆうを要する時である。


「月村さ──」


「二ノ宮くん！　ほら、あれ！　あそこ！　ウミガメです！　ウミガメですよ！」


　聞いていない。身を乗り出して指をさし、「ほらあれですあれ」目を輝かせてこちらを向き、峻護がお目当てのものを視野に入れていないのがじれったくなったのか、さらに身を乗り出して──


　言わぬことではない。船のへりに置かれ、真由の体重を支ささえていた片かた手てが、勢いきおい余あまって外れた。「あ」と発音する形に口を開け、しかし音が出る前に彼女の身体は海面に向かって一直線──


「……だから落ち着いてくれって言ってるのに」


　水柱を立てる前に、峻護がサルベージしていた。真由の片手を取り、その腰こしを抱かかえる格好で。


　距きよ離りが、近い。


「あ」と口にしようとしたままの小さな顔が目の前にある。さざなみひとつ船を揺らせばそれだけでお互たがいが触ふれ合ってしまいそうな位置に。


　これだけの至し近きんで見てもやはり文もん句くのつけようがない造ぞう形けい。染しみはおろか黒子ほくろひとつない白はく皙せきに乗る眉まゆ、睫まつ毛げ、瞳ひとみ──顔を構成するありとあらゆる完かん璧ぺきなパーツが組み上げる至高の美。そこへサキュバスの魅み惑わくをアクセントに一振り。




[image: ]


　摑つかんでいる手首も、抱えている腰も、どうしてこんなに細くて柔やわらかくて温かくて──なんて、甘かん美びな。


　まずい。また煩悩が疼うずき出し──


「すっ、すいません、ごめんなさい、はしゃぐなって言われてるのに、こんな、」


　どこか熱に浮かされたような瞳で峻護と視線を絡からませていた真由が、はっと我われに返ってあわてふためき、そそくさと距離を置いた。途と端たん、峻護を支配していた蠱こ惑わくも霧む散さんする。


「ほんとにすいません。わたし──」


「ああ、いや」頭を下げる真由にどこかよそよそしさが垣かい間ま見みえる気がして、わずかな違い和わ感を覚えながらも、


「……いや、いいんだ。そんな謝あやまることじゃない」


「でも、」


「いいんだ。それだけ喜んでくれるならおれだって悪い気はしない。本当だ。むしろ楽しんでるところに水を差して申し訳わけないと思ってるくらいで」


「は……い」


　峻護のフォローに頷うなずくものの、一いつ旦たんその顔に浮かんだ憂うれいはなかなか晴れる気配がない。


　その様子を見ていて不意に気づいたことがあった。彼女は自分がサキュバスであることを、思ったよりもずっと不本意としているのではあるまいか。


　この想そう像ぞうは以前美樹彦が指し摘てきしていたことでもあるが、ここしばらくの付き合いでそれを実じつ証しようする経けい験けんを何度かしている。それらを総そう括かつしたのち導みちびき出される結けつ論ろんは、真由は自分が発する魔ま性しようの魅惑にはかなり自覚的であり、また彼女なりにそれを抑おさえるよう努力しているらしく、なおかつその努力は一定の効こう果かを発はつ揮きしているということだ。


　魅惑をコントロールできることについては美樹彦を見ていればわかる。あの淫魔インキユバスは確たしかに四六時中フェロモンを振りまいているが、強制力のあるそれではない。が、必要に応おうじて魔性の本ほん領りようを発はつ揮きし、女性を自家薬やく籠ろう中ちゆうのものにできる──先だって学校の水すい泳えい授じゆ業ぎよう中、それを目まの当たりにした。


　だが残念ながら、魅惑の抑制に関して真由は兄ほどの巧こう者しやではなく、というより明らかに不ふ得え手てであるらしい。たとえば峻護と一対一で対たい峙じしている時の彼女は問答無用で男を虜とりこにする魅惑を発揮しないことが多い。しかし昏こん倒とう時じや睡すい眠みん時をふくめ、一旦注意が峻護から逸それてしまうなどすると、たちまち淫魔サキユバスらしさが顔をのぞかせる。あるいは家を一歩外に出て大勢の男性の目にさらされた時なども、やはり彼女の本ほん性しようが発揮されることになる。


　真由の場合、何らかの理由で気が逸れている時──いわば意識のタガが外れている状態にある時こそが危険なのだ。おそらくそのことを彼女はよく理解しており、男性恐きよう怖ふ症しようと共にそれも克こく服ふくしようとしているのだろう。たぶん、峻護が思っているよりずっと多くの努力でもって。


　さらに想像してみる。ひょっとして彼女は、サキュバスの魔性の魅惑といういわば反はん則そく的なものを排はいした上で自分のアイデンティティを構こう築ちくしたいと、願っているのではあるまいか。混まぜ物なし、人間が本来あるべき天然素材だけの、ごく普ふ通つうのどこにでもいる十六歳さいの少女として扱あつかってもらいたいと──サキュバスであるという色いろ眼鏡めがねを抜ぬきにして見てもらいたいと──


「……あの、二ノ宮くん？」


　不安げに呼びかける真由の声で我に返った。


「え？　何？」


「いえ、あの、用とかじゃなくて。難むずかしい顔してたから……」


　考えごとに没ぼつ入にゆうしていたらしい。


　苦笑いが唇くちびるの端はしに滲にじむ。


　どうでもいいことだ、今はそんなこと。


　少女の憂うれいを含ふくんだ眼まな差ざしと、つい先ほどまで彼女が振りまいていた笑顔とを脳のう裏りで見比べながら、そう思う。


　だから彼はこう言ったのだ。


「月村さん、提てい案あんがあるんだけど」


「提案……ですか？」


　何を思ったのか、一いつ層そう表情を暗くする真由。


　峻護はつとめて明るく笑い──といっても器用には遠い彼のことだから、変にぎこちない笑顔だが──告げる。


「今日は何でもあり、ってことにしないか？」


「何でも……？」


「せっかくこういう場所に来たんだ、無ぶ礼れい講こうというやつでいこうじゃないか。細かい事をああだこうだと考えるのをやめる。怒おこったりとか悲しんだりとか、そういうのも抜きで。今日一日は、とにかく楽しむことだけに集中しよう」


「楽しむことだけ──」


　ゆっくりと、真由の口もとがほぐれてくる。


　そして。


「じゃあ──じゃあ、またお願いしてもいいですか？」


「聞くよ」


「あとで、泳ぎませんか？　いっしょに。泳いだら、きっと、もっときれいだと思うんです、この海は。だから──」


「わかった。泳ごう」


　即そく座ざに快かい諾だくする。


　沈しずんでいた少女に、またあの笑顔が戻もどってきた。





　　　　＊





「──いい感じですねえ、あの二人」


　感かん嘆たんの声と共に双そう眼がん鏡きようから目を離はなし、保坂は主人の様子を窺うかがった。


　が、北条麗華はレンズの向こうを食い入るように見つめたまま、無言である。ただしその感情の示しめすところは、スワロフスキー社製せいのクリスタルレンズが早くも軋きしみを上げていることからも明らかであろう。二代目に代だい替がわりしたばかりの特注品だが、今日一日もつかどうか。


「月村真由──どこまでもわたくしの邪じや魔まをして……」


　怨えん嗟さのうめきを上げ、ようやく麗華は双眼鏡を下ろした。その拍ひよう子しに彼女の手もとから、ぴし、と亀き裂れつ音おんが上がる。どうやら三代目を用意しなければならないらしい。


　短命の高級品に黙もく禱とうを捧ささげながら、保坂は主人を促うながすことにした。


「ところでお嬢じようさま」


「なによっ」


「二ノ宮くんを落とす作戦はまとまったんでしょうか。あれから大分たってますけど？」


「いっ、いちいちうるさいわねっ。そうやってあなたがせかすから、まとまるものもまとまらないのよ。焦あせらせないで頂ちよう戴だい」


　言い捨てて、気まずさをごまかすように再さい度どひび割われたレンズを覗のぞき込む。


「ま、いいですけど。でもこのままだと涼子さんと美樹彦さんになんて言われるかわかったものじゃありませんよ。しょせん麗華ちゃんもこの程度ね、とか軽く見られて、今よりもずっとひどい扱あつかいになりますよ、きっと。そうなってもぼく、知りませんからね」


　釘くぎを刺さしながら、保坂も再度双眼鏡を両目に当てた。


「あっ、ほらお嬢さま、あの二人戻ってきますよ。どうするんです？　真由さんに意い趣しゆ返がえしするんじゃなかったんですか？　ほらほら、お嬢さまってば」


　麗華の苛いら立だちは頂点に達しつつあった。無む意い識しきのうちに親指の爪つめをがじがじと嚙かんでいる。優ゆう美びな眉み間けんには皺しわが寄よりっぱなし。はしたなくも貧びん乏ぼうゆすりまで開始する始末。


　ここまで来たらもうひと押おし。


「このままいったら真由さん、本当に二ノ宮くんを持ってっちゃうでしょうねえ」


　──保坂の胸むなもとに、役目を終えた双眼鏡が放ほうり投げられた。


「あ、行くんですかお嬢さま。作戦は決まったんですか？」


「…………」


「ひょっとして作戦なんてひとつも考えてなかった、なんてことはないですよね？」


「…………」


「一人じゃ不安ならぼくも一いつ緒しよについていきますけど？　保ほ護ご者しや同どう伴はんってことで」


　返事の代わりに麗華はくるっと振り向いた。ただ振り向いただけではない。利きき足が鞭むちのようにしなりながら弧こを描えがいている──草むらから獲え物ものに襲おそいかかる毒どく蛇じやのように地を這はいつつ、保坂の足を狙って。





　ローキック。





「……いってらっしゃい」


　笑顔にあぶら汗あせを滲にじませてうずくまり、太ももを押さえながらやっとのことで声を絞しぼり出す下げ僕ぼくを尻しり目めに、勇ゆう躍やく、麗華は戦いの場へと赴おもむく。





　　　　＊





　桟さん橋ばしにボートを舫もやい、真由と連れ立って陸おかに上がってきた峻護を待っていたのは、聞き間ま違ちがえようのない特とく徴ちよう的な高笑いだった。


　相変わらず効きく。脳のうの奥おくを直じかに揺ゆさぶるような、しかし決して不ふ快かいではない──むしろある種の中毒性さえある、不可思議な響ひびき。


　北条麗華が悠ゆう然ぜんと歩み寄ってきた。


　二人の前で腕うでを組み、両足は肩かた幅はばに広げ、


「二ノ宮峻護、あなたに用があります。ちょっと時間をもらうわよ。よろしいですわね？　月村さん」


　まなじりを吊り上げ、親の仇かたきでも見るような視し線せんで真由を貫つらぬきながら、有う無むを言わせぬ口調である。


　峻護、麗華には気づかれぬように吐と息いきした。『こまったひと』がどうやら本ほん領りようを発はつ揮きし始めたようである。


　実のところ彼女と保坂までもがこのバカンスに随ずい行こうしたことは、峻護にとって大いに意外だったのだ。涼子と美樹彦が面おも白しろがって誘さそうであろうことはともかく、この令れい嬢じようがその誘いにやすやす乗ってくるとは考えにくい。彼女が本来多た忙ぼうであることは重々承しよう知ちしている。峻護が自分負担の家事を減らさないのはそんな麗華の仕事を増ふやさないよう気を遣つかっているから、というのもある。とすれば多くの家事から解放され、涼子と美樹彦も不在になるこの時は、まさに羽を伸のばす絶ぜつ好こうの機会ではないか。喜んで居い残のこると思っていたのだが──こうなるとやはり何か裏があるのでは、と勘かんぐってしまう。


　それはともかくとして、今、目の前にある事じ態たいである。はてさてどうしたものか。月村真由に敵てき意いを持っているこのお嬢さまのこと、おそらくそのあたりに絡からんでのことだろうが──


　真由に目線をやる。


　あの高笑いにも馴なれてきたのだろう、サキュバス少女は立ち直り早く峻護に笑みを向け、


「あ、わたしのことは気にせず行ってきてください。その間に着き替がえてきますから」


　と言ってくれた。ありがたく気遣いを受け取っておく。


「わかった、そういうことなら。じゃ、また後で──」


「二ノ宮峻護！」


　麗華が大声で呼ばわってくる。見ると、『こまったひと』は返事も待たず、せっかちにも一人でさっさと歩き出していた。峻護にひと睨にらみくれて人差し指をくいくいと曲げ、「とっとと来なさい」のゼスチャー。


　やむなく後を追う。振り返ると、真由は笑みを向けたまま小さく手を振っていた。


　その笑顔に目礼しながら、一つ年上の少女の背せ中なかに声をかける。


「それで北条先せん輩ぱい、何の用です？」


　が、無言。振り向きすらせず大おお股またに進んでゆく。


　どこへ行くのか──とは、だが考えるまでもなかった。向かっている方向にあるのは先ほどの桟橋なのである。


「先輩？」


　やはりいらえはなく、麗華は先んじてボートへ乗り込み、どっかと腰こし掛かけた。


　そのままついっとそっぽを向き、引き続いて無言。


「先輩、あの、」


「何をぐずぐずしてますの？　さっさと漕こぎなさい！」


　物わかりの悪さに苛いら立だったのか、声を荒あららげるお嬢さま。


（……こまったひとだなあ）


　この程てい度どの運動で疲ひ弊へいするほどひ弱ではないし、さほど時間が押しているわけでもない。そのくらいはお安い御ご用ようなのだが、しかしまあ、なんというか。


　何が目的なのかわからないが機き嫌げんをそこねたくはない。何も訊きかず言う通りにした。


　ほんの少しボートを漕ぎ出せばたちどころに雄ゆう大だいなパノラマが展てん開かいする。刻こく々こくと移うつろう千せん変ぺん万ばん化かの自然であるし、先ほど見たばかりとはいえこの景色の価か値ちが下がるわけではないが、しかしまあ、なんというか。


　ほどほどのところまで沖おきに出て櫂かいを動かす手を止めた。先せんだってから沈黙を続ける麗華からは何の指し示じもないが、素人しろうとがこの先の波は濤とうに船を進めるのは危険が伴ともなう。


　対面の令嬢は顔をそむけたまま目を合わそうともしない。ひどく強こわ張ばった横顔は声をかけるのもためらわせる。突き抜けた南洋の大気が一帯を満たしているはずだが、彼女の周りだけ負のオーラが陽炎かげろうになって揺ゆらいでいるかのようだ。真由を敵視するあまりの悪感情が肚はらの底から湧わきあがってくるのだろうか。


　どうしてこの先輩がここまで真由を毛嫌いするかは不明だが、彼女がサキュバスであることから派は生せいするあれこれに一いち因いんがあることは確かだろう。たとえば生徒会長を務つとめる麗華にしてみれば、毎度毎度学園内でトラブルを起こす真由をこころよく思わないのも当然かもしれない。


　なにせこの令嬢は真由が抱かかえる特とく殊しゆな事情を──彼女がサキュバスであることを知らないのである。それを秘ひ匿とくしている以上、事実関係を説明して理り解かいを求めるわけにもいかないわけで──


　と、突とつ如じよとして麗華の思い詰つめたような瞳ひとみがくわっと見開かれた。転てん瞬しゆん、令嬢は落ちそうになるほど船べりにその身を乗り出す。


　そのまま急停止。


　何事か、と思って見守っていた峻護だが、そこからはどういう変化もない。ちょっと指で突つけばバランスを崩くずしてまっさかさまになりそうな体たい勢せいのまま、突然の動きに揺れるボート上で、時間だけが無む為いに流れてゆく。


「？　どうしたんです先輩。サメでもいたんですか？」


「……なんでもありません」


　これまでより一いつ層そう憮ぶ然ぜんとした顔で腰を下ろす。やっぱりこのひとはよくわからない。悪い人ではないし、まして嫌ってなどいない峻護だが、どうにも、こまる。


　相変わらず目を合わそうとしないこの先輩の横顔をあらためて見る。


　もとから少々険けんのある顔立ちだし、今は少々どころか純じゆん度ど百パーセントで険しか見当たらない表情をしているが──それでもなお、ものすごい美人である。堅かた物ぶつの峻護でさえそう思うのだから間違いない。美形が多い、ということで近きん隣りん高校の羨せん望ぼうの的である神宮寺学園は不定期かつ突発的にミスコンが始まるお祭り好きな高校だが、峻護の知る限かぎり麗華はその手の催もよおしで一度も首席を外したことがない。しかもその座ざを射い止とめるたび彼女はひどく初う心ぶな様子で照れくさがり、なおかつそれをひけらかすところが欠片かけらもないため、いよいよ彼女の株は天てん井じよう知らずに上がっていく──という話である。現げん在ざいは月村真由も在ざい籍せきしている神宮寺学園だが、いま人気投票を実じつ施ししても麗華の善戦は確実。もし真由にサキュバスゆえの魅み惑わくがなければ勝利の女め神がみがどちらに微笑ほほえむか、予想するのは極きわめて困こん難なんだろう。


　もったいない、と思う。この生徒会長の表情はマイナス方向のそればかり見ている気がするけれど、もしこのひとが素す直なおに笑ったらどんなにかわいいだろうか。


　……いや、そういう意味ではなく。


　どこにもいない誰だれかに言い訳わけしつつ、それにしたってこの格好はないよな、とも思う。


　というのもこの北条麗華──なんとメイド服姿すがたなのだ。


　似に合あってないわけではないのだが、原色の海と空を背はい景けいにシックなエプロンドレス。なんともミスマッチである。


　事じ情じようはわかる。『勤きん務む中は常つねにメイド服を着用すること』──そんな雇こ用よう条じよう件けんを、彼女の雇やとい主である涼子が課しているのだ。この条件はかなり厳きびしく適てき用ようされ、たとえば食材の買い出しに町へ出る時など当然着用である。それはあんまりだと思うのでそういう役はたいがい峻護が買って出るのだが、『勤務中』という言葉の指す状じよう態たいが姉の裁さい量りようでいかようにも解かい釈しやくされるため、かなり多様な局面で北条麗華はお手伝いさんルックを維い持じしなければならない。


　今も、そうなのだろう。いや、似合ってないわけではないのだが。


　そんなことを考えているうちに、思わずまじまじと眺ながめてしまっていたらしい。


「──なによっ！　こんなところまで来てこんな服を着てるのがそんなにおかしいんですのっ？」キッとこちらを睨にらみつけて麗華が喚わめいた。「あなたのアホ姉がそうさせるんだからしょうがないじゃない！」


　そのとおり。申し訳ない気持ちでいっぱいである。やはり相当にこの格好を気にしているらしい。


「いや、でも似合ってると思いますよ、それ。そんなに気にすることもないんじゃ？」


　このシチュエーションに合っているかどうかは別の話だが、正直な感想である。


「……ほんとう？」


「はい」


　探さぐるような目でちらちらと発言主を窺うかがっていた麗華だが、やがてこほんと咳せき払ばらいし、


「……わたくしは何を着ても似合うのです。そんなことは言われるまでもなくわかりきっているのですわ」


「はあ」


「でも参考までに、どんなタイプのメイド服が好きなのか訊きいておきましょう。勘かん違ちがいなさらないでよ、これは世の殿との方がた全ぜん般ぱんの趣しゆ味みを知りたくて言っていること。別にあなた個こ人じんのことをどうこういうわけじゃないんだから」


「はあ、どんなタイプが、と言われてもどんなタイプがあるのかよくわからないので。ただ、今のその服なら問題ないと思います」


「そう。そうなの。これでいいのですわね」


　ちょっと表情が柔やわらかくなった。ホッとする。そうしてもらえた方が峻護としてもやっぱり安心できる。


　と、そこでようやく思い至いたった。このお嬢さまが今回のバカンスに付き合っている理由と、メイド服をいやいやながら着ている理由。


　彼女は姉に弱みを握にぎられているのだ。


　そもそも麗華がメイドをさせられることになったのは、以前真由が絡からんだ事じ件けんで賭かけに負けたからとかなんとか、峻護には詳くわしく知らされていない事情によるものらしいが、その約束を違たがえさせぬために涼子が担たん保ぽとして手に入れてきた写真がある。これまた峻護はその中身を知らないのだが、その写真にはよほど手て痛いたいものが写っているらしい。それを盾たてにとられているがゆえに彼女は不ふ遇ぐうの生活を余よ儀ぎなくされている──


　アイデアが閃ひらめいた。


　じつは峻護も姉に弱みを握られている。真由がやってきたその日に撮とられたデジカメの映えい像ぞうとは別口で、『特訓』が始まった初日早々に握られたものだ。それによって巧たくみに牽けん制せいされ、彼は姉に対してうまく立ち回れないでいる。


　とすれば、利害が一いつ致ちするではないか。


「先輩、お話があるんですが」


「なんですの？」


　先ほどまでとは大違いの、角の取れた声が返ってきた。いい感かん触しよくである。


「写真のことです」


「写真？」


「はい。先輩の弱みになっているらしい写真のことなんですが」


「ああ、あれのこと。それがどうかしまして？」


　何を言いたいのかわからない、といった様子で首をかしげる。


「先輩はその写真を姉さんに握られているから、うちでメイドをせざるを得ないんですよね？　だったらそれ、取り返しませんか？　そうすれば先輩はうちにいる必要がなくなる。いつでも出て行くことができます。先輩もそうしたいだろうし、おれも先輩にそうしてもらったほうがうれしいです。実はおれも姉に弱みを握られていて──」


「…………」


「だから、二人で協力してですね、その、ええと」


　彼が口にできたのはそこまでだった。


　交こう渉しよう相手の眉み間けんに、これまでに数倍する険が浮うかび上がっていたからである。その視線は触ふれれば凍こおるほどに温度を下げて峻護をメッタ刺ざしにしていた。夏の、それも赤道近くの熱帯にいるというのに、全身から冷や汗あせが一いつ斉せいに噴ふき出し始める。


「……言いたいことはそれだけですの？」


「あ──いや、」


「余よ計けいなお世話を焼かないでいただけますこと？　その件はわたくし個人の問題。自分の始末は自分でつけます。今後、二度とその話は聞きたくありません」


「す、すいません……」


「戻もどりなさい」


「え？　もういいんですか？　用事は済すんだんですか？」


「戻りなさい、と言いました」


「……はい」


　わからない。何がそこまで彼女の逆げき鱗りんに触ふれてしまったのだろう。あの写真にはそこまでタブーにしなければならないものが記録されているのだろうか。


　桟さん橋ばしに引き返すと船を舫もやうのも待たず、麗華は砂すなを蹴け立たてて歩き去ってしまった。


　いまだに噴き止やまない冷や汗にまみれたまま呆ぼう然ぜんと見送る。今日のバカンスについてなにか心当たりがないか訊いてみようとも思っていたのだが、もうそういう雰ふん囲い気きでもなくなってしまった。


「ま、乙おと女め心ごころってやつだよねー」


　何の前ぶれもなく背はい後ごから聞こえた声に、峻護は飛とび上がるほど驚おどろいた。心しん臓ぞうの爆ばく発はつを顔に出さないようにしながら（実じつ際さいに三センチくらい跳はねてしまったので取り繕つくろってもあまり意味はないが）ゆっくりと振ふり向く。


　付き人少年・保坂光流が峻護と同じ方向、主あるじの背中を目で追いながら、口もとに微び苦く笑しようを浮かべていた。


「保坂先輩、気配を消して背後に立つのは──」


「いけないなあ、ぼく程てい度どに後ろを取られているようじゃ。お嬢さまを任まかせようかという人がそれではちょっと不安だよ。もっとしっかりしてくれないと」


　誰かさんのようなことを言う。


「まあそれはともかく、あまり麗華お嬢さまがささくれ立たないようにしてほしいなあ。困こまるよ、ぼくだってとばっちりを食っちゃうんだから」


　あまり困ってもなさそうな顔で苦言を呈ていしてくる。


「すいません。でもおれ、そんなにあのひとを怒おこらせるような真ま似ねをしたつもりはないんですが」


「そうかなあ。ほんとにそうかなあ」


「ほんとうですよ」


　たしかに今思えば本題に入るのがせっかちすぎたかもしれない。が、それでも許きよ容よう範はん囲いを大きく超こえているとは思わない。


　拳こぶしを交えたことはあれど、保坂は彼にとって数少ない理解者であると峻護は信じている。疑うたがいをもたれることは極きわめて遺い憾かんだった。


　ゆえに力説する、


「こう言ってはなんですけど、北条先輩っておれに対してはきついんです。どうもあのひとに恨うらまれているみたいで。態度だって、他の人に対する場合とちがっておれと話している時は──」


「傲ごう慢まんで高たか飛び車しやだってこと？」


「いや、そこまでは」


「いいよ、ほんとうのことだし。ただね、お嬢さまがああいう態度をとるのは、君をふくめた二ノ宮家のひとたちだけだよ。ああ、それとぼくに対してもね。もっとも──」


　いたずらっぽく覗のぞき込こんでくる。


「十年前だったら、傲慢と高飛車はお嬢さまの地だったけど」


「十年前？　そのころからあのひとは変わった、ってことですか？」


「ん？　ん～、そうだねえ」


　生返事で応おうじながら、なおも峻護を探さぐるように見上げていたが、


「──ま、そういうこと。じゃ、ぼくはお嬢さまを追いかけなきゃいけないから」


　言って、保坂は片かた手てを挙げる挨あい拶さつを残し、見た目の無毒さからは連想できない快かい速そくで主人の後を追う。





　　　　＊





「だめですよう、お嬢さま」


　瞬またたく間に追いついた保坂、さっそく意見を具ぐ申しんした。


「まず誘さそい方からしてだめです。というかあれは誘いになってません。命令じゃないですか。もっとソフトにいきましょうよ、ソフトに」


　が、麗華は全面無む視し。柳りゆう眉びを吊つり上げたまま、下げ僕ぼくを振り切ろうとするように歩みを止めない。


「それと、もっと笑え顔がおでいかなきゃダメです。緊きん張ちようするのはわかるけど、あんな怖こわい顔してちゃ誰だって引きますよ。スマイルです、スマイル」


　無視を継けい続ぞくする麗華。


「ああそれにお嬢さま、ボートからわざと落ちて二ノ宮くんに助けてもらおうとしてたでしょう？　ああいうのもダメです。真由さんのは天然でやってるから上う手まくいくんですよ。お嬢さまのへたくそすぎる演えん技ぎじゃあれを再さい現げんするのは無理です。というかお嬢さまのあれは演技として成立してません」


　肩かたのあたりがぷるぷる震ふるえ始めたが、それでもまだおしゃべりな下僕を捨すておく麗華。


「というか、なんだか真由さんがやっていることの真似ばかりしているような気がするんですけど。ぼくの思い過ごしかなあ」


　固く握にぎりすぎた拳が血行不良に悲鳴を上げ始めたが、それでも頑かたくなに沈ちん黙もくを守りつづける麗華。


「ところで今どこに向かってるんです？　さっきから同じ所をぐるぐる回っているように見受けられるんですけど。これにはどんな意味が──」


　キレた。


　振り向きざまにバックハンドブロー一いつ閃せん。


「──このばかお黙だまりなさいさっきからぺちゃくちゃぺちゃくちゃと！」


　鮮せん血けつを噴ふいて沈しずんでゆく付き人に麗華は怒ど鳴なり散らした。


「さっきのはほんの小こ手て調しらべです。前ぜん哨しよう戦せんに過すぎません。多少の失敗だって計算のうちですわ。まだ始まったばかりなんだからこれからいくらでも挽ばん回かいしてみせるわよっ！」


「はあ、でも──」


　保坂、鼻っ柱を押さえて立ち上がりながら微び苦く笑しようし、


「真由さんの後追いじみたやり方は感心しないなあ。ひょっとしてそれも作戦のうちだったりするんですか？」


「もっ、もちろんよ。そう──そう、同じやり方をあえて追つい随ずいし、その上であの女から二ノ宮峻護をその、わたくしが奪うばう。それでこそあの女により効果的な屈くつ辱じよくを与あたえることができるのですわ」


「ははあ、なるほど」


　困こうじ果てた末ワラにもすがる思いで真由さんのやり方に追随したんじゃないですかあ、とは口にせず、保坂はもっともらしく頷うなずいてみせる。ある種のリスクも伴うが、確かにそのやり方はアピールにならないではないし。とはいえ、こういうことの機き微びには白はく痴ちなほど疎うとい麗華である。そのあたりどこまで自覚していることか。


「とにかく、そろそろ機き嫌げんなおしてください。気持ちを切り替えましょう」


「ふん……」


「それに、はい、新しい双そう眼がん鏡きよう持って来ましたから」


「…………」


「あ、ほら見てください。真由さんがまた二ノ宮くんといい雰ふん囲い気き作ってますよ」


「…………」


　無言で下僕が差し出す三代目をひったくり、ふたたび麗華はレンズ越しの光景に釘くぎ付づけとなる。
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「すいません二ノ宮くん。おまたせしました」


　保坂の後ろ姿すがたを見送っていた峻護の背せ中なかに声が掛かかった。


「ああ、月村さん」


　振ふり向き、


「いや、べつに待ってはいないから。さっきまで先せん輩ぱいが──」


　あとが続かなかった。


「……あの、ひょっとして変ですか？　これ」


　絶ぜつ句くしている峻護にたちまち不安げな顔をして、真由は自らの姿を見回した。


　もちろん、これっぽっちも変などではない。


　予告どおり、真由は水着に着替えていた。


　それもビキニスタイルである。パステルカラーをベースに花びらをあしらった愛らしいデザインの生き地じだが、カットはかなり大だい胆たんなもの。可か憐れんさと妖よう艶えんさが同どう居きよした彼女にこれ以上ないほどふさわしく、またその魅み力りよくを存ぞん分ぶんに引き立ててもいる。無む論ろん、水着が包む肢し体たいの見事さについては今さら言うまでもない。


　パーフェクト。目の前に顕けん現げんした光景を表現するにはこの形けい容よう詞ししかない、そう峻護は確信した。彼女のこの姿を見れば、美の女め神がみでさえ嫉しつ妬とに狂くるって呪のろいのワラ人形に釘を打つだろう。


「あの、二ノ宮くん？」


「──ああ、いや、すまない。いや、変じゃないよ、ちっとも」


「ほんとですか？　よかった。そう、あのコテージってすごいんですよ。かわいい水着がずらっと並ならんでいる部屋があって、まるでお店みたいで──」


　考えてみればこうして彼女の水着姿をきちんと拝おがむのは初めてである。以前水泳の授じゆ業ぎようがあった際さいなどは乱らん痴ち気き騒さわぎでそれどころではなかった。よくよく考えてみれば水着すら装そう着ちやくしていない状じよう態たいも目まの当たりにしたことがあるのだが、これはそういう問題ではなく。


　それにしても見事なボディバランスである。こんなところで惜おしげもなく晒さらしていていいのだろうか。人間国こく宝ほうに指定して手て厚あつく保護するべきではないのか。かすり傷きずひとつでもつけてしまったらどうやって責せき任にんをとればいいのだろう。保ほ険けんには入っているのだろうか。いや、保険などという小こ癪しやくなシステムではいずれ及およばぬこと。この唯ゆい一いつ無二の美はそもそも評ひよう価か額がく算出不ふ能のう、金銭で購あがなえるほど手軽なものではなく、


「あの、二ノ宮くん？」


「……え？　何？」


「いえ、なんというか、その、あまり見ないでください。その、はずかしいです……」


「え？」


　言われてようやく、呆ぼう然ぜんと真由に見入っていた自分に気づいた。


　いかんいかん、節度、節度……


「すまない、つい。そう、そうだな、失礼だよな、女性をこんなふうにじろじろ見るのは。本当にすまなかった」


「えっ？　いえ、その、ちがうんです、ちょっとはずかしかっただけで、見られたくないわけじゃなくて、むしろ見てもらいたくて──」


「……え？」


「ああっ、ちがいます、ちがうんです、その……」


　それ以上続けられず、真っ赤になってうつむいてしまった。


　つられるように峻護もうつむく。何を言ったらいいのかわからず、足もとの砂の数を数えながら、頭をぽりぽり。


　浜辺に打ち寄せては引いていく波の音だけが、ゆるやかなリズムを刻きざんでいる。





　──照れくさくはあるけれど。


　悪くない。


　うん、悪くない。
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「──いやあ、まいったなあ。見てるこっちの方が赤面しちゃうよ」


　度を超こえた初うい々ういしさを放ほう射しやする二人から目線を外し、保坂は深々と嘆たん息そくした。いまどき小学生同士だってもう少しこなれたシーンを演えん出しゆつするだろうに、と思う。


「ああいうことされるとなんだか当てられちゃいますねえ、お嬢さま？」


　応こたえが返ってこないだろうことを知りつつ話を振る。


　麗華はなおも双眼鏡から目を離はなさない。激げき情じようのあまりか唇くちびるから血の気が引いている。


　小刻みに震える手の甲こうにぶっとい血管が浮き出ているのを見て、保坂は忠ちゆう告こくした。


「お嬢さま、あまり力を入れすぎるとまた壊こわれますよ。四代目は用意してませんからね……うわっ、と」


　まだ無事なうちに投げつけられた三代目を受け止め、


「お嬢さま、どこ行くんです？」


　訊くまでもない。主人が鬼き女じよのごとき形相で足を向けた先にあるのは、この島唯一のコテージ。


「──同じやり方をあえて追随する、でしたっけ？」


　苦笑しつつひとり呟つぶやき、保坂もとことこ後に続く。
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　お互たがいにさんざん照れ合って沈ちん黙もくの時間を過ごしたのち、真由がやたらともじもじしながらこう切り出した。


「あの、それでですね、またひとつ二ノ宮くんにお願いがあるんですが」


「お願い？　わかった、聞くよ」


　二ノ宮峻護、常つねになく機嫌がいい。この島に来た当初と比くらべると雲うん泥でいの差である。真由のためらいが何を意味しているのかも深く考えず、気楽に請うけ合っていた。


「ええと、これはですね、無ぶ礼れい講こうだと言ってくれた二ノ宮くんのお言葉に甘あまえてお願いすることなんです」


「うん」


「無礼講ということにはわたしも大だい賛さん成せいです。わたし自分でも情なさけないんですけど引っ込み思案だし、話すのも得意じゃないからお願いするのも苦手だし、それでも無礼講ということで、失敗しても断ことわられてもそんなに気にしなくていいんだって思えれば、少しは思い切ったことしてもいいんじゃないかって」


「うん？」


「わたし紫し外がい線せんにはそんなに弱い方じゃないんですけど、かといって身体からだが強いわけじゃないし、いつもとちがってここは南の島で太陽も近いから、用心に越したことはないと思うんです。それに水着もこういうのを選んじゃったから」


「？　それで？」


「は、はい、それで、手の届とどくところは自分で塗ぬったんですけど、背中はどうしてもやりにくくて、工く夫ふうすれば塗れなくもないんですけど、それだとムラになっちゃうし、わたし一人じゃなくて二ノ宮くんもいてくれることだし、」


　どうも要よう領りようを得ない。首をかしげながら黙って聞いている峻護だが、これも長年のカンというやつだろうか。彼の心象風景には黒々とした厚い雲がたちこめ、風はにわかに湿しめり気を帯びてきた。つまり、嫌いやな予感がしてきた。


「それでですね、その、つまりわたしが言いたいのは──」


　前まえ振ふりもネタが尽きてきたらしい。目に見えて口ごもりだし、視線は合わせようとせず、内また気味の脚あしが膝ひざをこすり合わせるようにしている様はトイレを我が慢まんしていると見えなくもないが、まさかそれを言い出せずに困っているわけでもなし。


　そこでようやく気づいた。月村真由、先ほどからずっと両手は腰の後ろに回したままである。どうやら何かを隠かくし持っているようだが。


「……二ノ宮くん！」


　決然、やっとのことで峻護に正対し、


「これっ！　お願いします！」


　ラブレターでも差し出すような格かつ好こうで両手をまっすぐ伸ばした。そのままぎゅっと目ま蓋ぶたを閉じて応こたえを待つ。


　峻護、それをまじまじと眺ながめながら、


「……このポーチが何か？」


　そう、ポーチである。ピンク地にホワイトのラインで縁ふち取どりした、ちょっと少女趣しゆ味みの、だけどいかにも彼女らしい丸い小物入れ。


「プレゼント？　ってこと？　じゃないよな……」


「え？──ああっ、ちがうんですちがうんです、これっ、これです、こっちです」


　失しつ態たいに気づいて真っ赤になりながらポーチをがさごそ探さぐり、お目当てのものをあらためて差し出した。


　やっと峻護は理り解かいした。


　手のひらに収おさまるサイズの小ビン、そこに貼はられたラベルは、それが日焼け止めローションであることを如によ実じつに示している。


　だが──それはまずくないだろうか。


　いや、大だい丈じよう夫ぶだ、と言い聞かせる。おれには鉄の意志がある。相手がサキュバスの月村真由であり、露ろ出しゆつの多い水着姿であり、なおかつそんな彼女に素す手でで触ふれ、あまつさえローションを塗るのだとしても、ちゃんと耐たえられる。おれの理り性せいは難なん攻こう不落、そう信じろ。これまで幾いく度どとなく訪おとずれた危き機き的てき状じよう況きようもことごとく乗り切ってきたではないか。それに今日は無礼講、なんでもあり……


「わかった。やるよ」


「ほんとですか？　ありがとうございます！」


　見つめてくる真由の瞳ひとみから憂うれいが一いつ掃そうされ、晴れやかに笑えみこぼれる。


　しみじみ実感する。彼女は変わった。かつては『さわらないで』とまで言われたことを思えば隔かく世せいの感がある。もちろんそれは彼女にとって恐怖感を覚えずに済すむ数少ない男、二ノ宮峻護が相手だからであり、男性恐怖症の完治にはまだ程ほど遠とおいのであるが。


　それはともかくとして、ひとつ問題がある。


「ええとそれで。どうすればいいんだ？　おれ、こういうこと経けい験けんないからよくわからないんだけど」


「あの、わたしも二ノ宮くんがはじめてだから──ええと、どうしましょう？」


　両者、互たがいに相手へ一任しようとする構え。だがどちらも作法を知らないのであれば、協力し合って手さぐりに編あみ出していくしかない。


「まずはやっぱり、横になるんだろうな」


「そっ、そうですよね。じゃあええと……こうですか？」


「ああいや、おれの言い方が悪かった。背中に塗るんだから本当に横になられると困る。うつぶせで寝ねそべってくれないか」


「そっ、そうですよね、何か変だなと思ったんです。じゃ、こんな感じでしょうか？」


　双そう方ほう、できるだけ冷静でいようとしているのだろうが、緊きん張ちようでガチガチなのが丸わかりである。


　真由がいそいそと腹はらばいになる。


　さっきからずっと頭に上りっぱなしだった血の気が限げん界かいを超こえ、一いつ瞬しゆん意い識しきが遠くなりかけた。うなじから踵かかとの先まで至いたる優ゆう美びな曲線が視覚野を直ちよく撃げきし、煩ぼん悩のうをはげしく揺ゆさぶる。正面から見るよりも、かえってこちらのアングルのほうが理性を軋きしませるものがあるようだ。


　いかんいかん、節度、節度。にいちがに、ににんがし、にさんがろく……


「──ええと、よし、じゃあ、塗ろう。準じゆん備びはいい？」


「あっ、待ってください、その前に水着を外したほうが」


「…………」


　水着を外すということは。


　もっと露出が増ふえる。


　この上さらに彼を追い込もうというのか。


「な、なるほど。確かにそのほうがよりまんべんなく、ムラなく塗れるだろうな」


　だが峻護、それも一理あると納なつ得とくし、真由が水着を外すのを待つ。


　が、いつまでたっても彼女は背中に手を回そうとしない。


　嫌な予感がする。


「月村さん？」


「ええと、その、ですね、」


　伏ふせているから顔色はよく見えないが、絶ぜつ対たいゆでだこになっていると確かく信しんできる──そんな声で告白してきた。


「あの、わたしってあまり身体がやわらかいほうじゃなくて。この姿し勢せいだと、ぜんぜん手が背中に届かないんです。それにわたし、そんなに器用でもないから、起き上がって水着を外したらたぶんそのまま落ちてしまって、その──」


「……その？」


　口ごもりながら、だがはっきりと意志をこめて、


「ですからその、二ノ宮くんが、脱がせてくれませんか」


　うわあ。


「だめ──ですか？」


「ああいや、その」


　二ノ宮峻護、頼たのみごとをされると断り切れないお人よしである上に、真由の真しん摯しな『お願い』にはことさら甘あまい傾けい向こうがある。


　大丈夫、大丈夫、と言い聞かせる。今日は無礼講、なんでもあり……


「わかった。やろう。用意はいい？」


「あ、はい、ありがとうございます。お願いします」


「よし、それじゃ──」


　ごほん、と咳せき払ばらいし、肩の力を抜ぬいて両手を構えた。


　蝶ちよう結むすびになっている標的を見み据すえる。


　深しん呼こ吸きゆう。


　くわっと目を見開いて一気に片かた付づける──かと思いきや、コマ送りのような動作で手を伸のばす。さっさとやってしまえばいいのに変に躊ちゆう躇ちよするから、真由のほうもその空気に感かん染せんして、注ちゆう射しやを待ち受ける幼よう児じのように縮ちぢこまってしまっている。


　それでもどうにか、紐ひもに手をかけた。


　そっと、引く。


　──クリア。


　成せい功こう率りつ一パーセントの大手しゆ術じゆつを終えた後のように大きく息をつき、汗あせをぬぐった。アホである。涼子がそばにいたらその不ふ甲が斐いなさに呆あきれ果て、しかるのち問答無用で蹴けたぐりまわしていることだろう。


（まずいな……）


　彼とて己おのれの不甲斐なさについては自覚がある。この段だん階かいでここまで苦戦していては、これから先の展てん開かいはどうなることやら。


　けど今さら後には引けない。峻護は目を据えた。


「じゃ、いくよ。心の準備はいい？」


「はい、だいじょうぶです。いつでもきてください」


　荒あら々あらしく日焼け止めの小ビンを摑つかむと中身を手のひらにぶちまけ、激はげしく揉もみしだいた。もはやためらいはない。一気に柔やわ肌はだへと攻せめ込む。


「あっ──」


　真由が細い叫さけびを上げた。


「あ、あの、もう少しやさしく……」


「ごっ、ごめん。痛いたかった？」


「いえ、だいじょうぶです」


「じゃ、このくらいでどう？」


「──あ、はい、そのくらいだったら。最初だったからちょっと痛かったけど、今ならもう少し強く動かしてもだいじょうぶです。──んっ」


「平気？」


「はい。続けてください」


　……聞きようによってはまったく別の場面を連想させるやりとりだが、彼らにその自覚はない。


　つつがなく、そのことは終わった。


「済んだよ月村さん」


　大役を務つとめきり、張はり詰つめていた神しん経けいがようやく緩かん和わする。倫りん理りと貞てい操そうの危機に打ち勝ち、またひとつ彼の人生に輝かがやかしい戦歴が刻きざまれた。


　が、真由がいつまでたっても起き上がろうとしない。


「月村さん？」


「……あのう、とても言いにくいことなんですが」


「え？」


「ええとですね、さっきも言いましたけど、わたし身体からだが硬かたくて不器用で、だからこの体たい勢せいだと手は背中に届かないし、でも起き上がっちゃうとたぶん落としちゃうことになって、それだともっとずっと迷めい惑わくをかけることになると思うんです」


「…………」


「ですからその。二ノ宮くんが、結び直してくれませんか？」


　うわあ。
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「──いやあ、まいったなあ、まいったなあ。まったくもう」


　双そう眼がん鏡きようを下ろし、保坂は身もだえしながら大いに慨がい嘆たんした。


「あんなの公こう衆しゆうの面前じゃあできないですよねえ。ほとんど人のいないこの島ならではだろうけど、いやあそれにしても、まいったなあ。ほんと、まいっちゃったよ。ね、お嬢さま？」


　返答をまったく期待しない声をかけつつ、保坂は一流のスリでも舌したを巻まくような手て際ぎわで主人から双眼鏡を取り上げた。


「……保坂」


　ゆらあり、と振り返る麗華。


　言語に絶する顔つきである。大の大人でもこの相そう貌ぼうと正対すれば腰を抜かすだろう。気の弱い者なら下へ手たをすると心しん臓ぞう麻ま痺ひコースではあるまいか。


「どういうつもり？　お返しなさい」


　手持ち無ぶ沙さ汰たになった指先をわななかせ、地じ獄ごくの底から響ひびいてくるような声を絞しぼり出すが、保坂は涼すずしい顔である。


「だめです。このままだとまたスクラップにしちゃうのは目に見えてます。四代目は用意してないって言ったじゃないですか。……そんなことより訊きたいことがあります。まずはぼくの質しつ問もんに答えてください」


「なっ、なによ……？」


　質問とやらの中身は想そう像ぞうつくのだろう。あれだけ濃のう厚こうに放散していた瘴しよう気きがたちまちしぼみ去り、令嬢は決まり悪そうに視線を逸そらす。


「真由さんに対たい抗こうして水着に着替えたところまでは問題ないですが……でも、そのチョイスはいったいどういうつもりです？」


　白目をもって主人の格好を見やった。


　つやのない紺こん色いろの厚ぼったい生き地じ。大だい胆たんさ、あるいは繊せん細さいさといった表現からは対極にある垢あか抜ぬけないカッティング。


　学校指定の野や暮ぼったい水着である。


「べっ、別にいいじゃない。これだったら着なれてるんだから。こういう時に変に慣なれないものを選ぶとかえって悪い結果を招まねくものよ。そうでしょう？」


「なるほど。つまりコテージに用意してあった選より取りみどりのハイデザイン・ウェアじゃなくてそんな無味乾かん燥そうなものをあえて選んだのは、露ろ出しゆつの多くなるのが恥はずかしかったからでも、お嬢さまの幼よう児じ体たい形けいを目立たなくするためでもないんですね？」


「……だれが幼児体形ですって？」


「だめですよそんな恐い顔しても。とにかく、それは着替えなきゃいけません。ただでさえ思いっきり真由さんにアドバンテージ取られてるんですから、ここで追い上げなくてどうするんです。もっと攻めの選せん択たくをしないと」


　この期ごに及およんで羞しゆう恥ちに負けてどうするのかと思う。もっともこの選択もそれはそれで特定方面にはクリーンヒットなのだろうが、二ノ宮峻護にその趣しゆ味みはなさそうだ。


　それに挑ちよう発はつの必要上から幼児体形などとは言ったが、これは公正な表現ではない。確かにややスレンダーに寄りすぎるきらいはあるものの、彼女のスタイルは月村真由と比くらべてさえ見み劣おとりするものではないのだ。ただ、水着を着てカメラの前に立てば即そくグラビアアイドルとして通用する真由とは違い、麗華はレオタードを着てステージに立てば体たい操そう選手と見まがうタイプ──完全なバランス勝負型、陳ちん腐ぷだが『妖よう精せいのような』といった表現がしっくり来る系けい統とうである、というだけのこと。


　が、せっかくの素材も残念ながらこの令嬢にとってはコンプレックスの種でしかないらしい。たとえば先ほどからずっと胸むねの前で腕うでを組んでいるのがその表あらわれで、そんな風に隠かくすと余よ計けいに目立つし、小さくたって形はいいんだから隠すのはもったいないんだけどなあ、などとしみじみ思う保坂だが、それについては口にする気がない。だってそのままのほうがかわいいから。
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（──ま、どうであれ、うまく誘ゆう導どうしてあげないとね）


「さ、お嬢さま、わかったら早くチェンジしましょう。ぐずぐずしてるともっと差が開いちゃいますよ」


「……わかったわよ。着替えればいいんでしょう、着替えれば」


「はい。着替えればいいんです。だけどただ着替えるだけではだめです。まず、水着は必ずビキニを選択するようにしてください」


　従じゆう僕ぼくの無情な宣せん告こくに、主あるじの頰ほおが引きつった。


「ビっ、ビキニですって……！」


「当然でしょう。このあと二ノ宮くんに日焼け止めを塗ぬってもらうんですから。ワンピースだと邪じや魔まになっちゃいます」


「な──！」


　麗華の首から上をあっという間に朱しゆ色いろが占せん拠きよする。


「ばっ、なっ、なに考えてるのよできるわけないでしょそんな破は廉れん恥ちなこと！」


「でもお嬢さま言ったじゃないですか。『同じやり方をあえて追つい随ずいし、その上であの女から二ノ宮峻護をその、わたくしが奪うばう。それでこそあの女により効こう果か的な屈くつ辱じよくを与あたえることができるのですわ』って。ぼく、一字一いつ句くおぼえてますから。その伝でいけば、もちろん日焼け止めだって後追いしなくちゃだめですよね」


「そ、それは──」


「実じつ際さいそれって、うまくいけば確かく実じつに効果はあがりますから。もちろん、他ほかにもっと効果的なアイデアの持ち合わせがお嬢さまにあるのなら話は別ですけど。どうです？　なにかあるなら今のうちに聞いておきますよ？」


「……っ」


「それか、いっそのことやめちゃってもいいですけどね、こんなこと。もっともその場合はこれまでに数倍する嘲ちよう笑しようと虐ぎやく待たいをあの二人から受けることになる上、二度と挽ばん回かいできない屈辱を背負うことになりそうですけど。どうします？　ギブアップしちゃいますか？」


　わなわなと震える麗華だが、もとはといえば彼女が蒔まいた種、墓ぼ穴けつを掘ほったのも彼女自身である。


　結局、明らかにヤケクソ入った声で喚わめかざるを得なかった。


「──わかったわよっ！　やるわよっ！　やればいいんでしょっ！」


「はい。やればいいんです。さ、そうと決まったら急ぎましょう。あの二人が次の行動に移うつらないうちに。さ、早く早く──」


　内心で満足の笑えみをこしらえながら、しかつめらしい顔で保坂は主人の背中を押した。





　　　　＊





　外す時に数倍する労苦を重ね、理性のあげる悲鳴をなんとか乗り越えて水着を付け直したのち、自らも海パンに穿はき替え、「お返しに日焼け止めを塗ります」との真由の申し出を丁てい重ちように断り、さてじゃあさっそく泳ごうか、などと考えているところへ。


　例の高笑いが例によって、南の島の空気を激しくつんざいた。


　ただし、今回のそれはひどく遠い場所から聞こえてくるようである。


「？」


　声はすれど姿すがたは見えず、はてさてどこに『こまったひと』は居いるのやら、と首を回して捜さがしてみると──百メートルほど離はなれたビーチにぽつんと人ひと影かげ。


「二ノ宮峻護！」


　よく通る大声で呼よばわってくる。目を凝らしてみると令れい嬢じようは左手を腰こしに当て、右手は胸の前でこちらに向け、人差し指をくいくいと曲げているご様子。


「あー……」


　ばりばりと頭を搔かき、峻護はそっと連れ合いを窺うかがった。


「あっ、わたしのことは気にしないでください」胸の前で両手を振り、真由は笑え顔がおで応こたえてくれた。「それにわたし、ちょっと用事を思いつきました。だからその間に──」


「……すまない。できるだけ早く戻もどってくる」


　頭を下げ、呼び出し先へ急ぐ。


　それにつけてもこまったひとである。北条麗華についてはその仕事振りを大いに買い、尊そん敬けいもしている峻護だが、今日はひとことくらい言っておくべきかもしれない。姉や美樹彦の干かん渉しように比べればどうということもないのだが、それでもこう事あるごとに絡からんでくるのは問題だ。何もそこまで疎うとんじ、嫌いやがらせをすることはないではないか。


　でもおれ、昔からあのひとはどうも苦手なんだよな。どう言えば円満に済すませられるんだろう──


　などと思い悩なやんでいたが、遠目では判別できなかった麗華の姿をはっきり視し認にんするころにはそれもどこかへ吹ふき飛んだ。


　彼女は腕組みをし、顔を横にそむけながら峻護の到とう着ちやくを待っている。……いや、これは本当に待っているのだろうか。呼ばれたのは確かだが、泣いているような、怒おこっているような顔を紅くれないに染そめて唇くちびるを引き結んでる様子は、むしろ「こっちへ来ないで」と訴うつたえかけているかに受け取れる。


　その理由にも察しがついた。


　彼女もまた水着に着替えている。そのこと自体は特に問題ではない。ここは南の島のビーチだし、麗華だってバカンスに来ているのだから海遊びくらいするだろう。メイド服を脱ぬぐに当たっては涼子の許きよ可かをちゃんと取っているのだろうか、取らなければあとで厄やつ介かいなことになりはしまいか、などと多少心配になるが、心配するまでもなくそのあたりはクリアしたに決まっている。この令嬢も姉の性格については嫌というほど思い知らされているはずだ。


　問題は彼女が身につけている水着そのものにあった。


　というかこれは水着と呼べるんだろうか、と思った。


　ビキニ、それもほとんど究きゆう極きよくにまで無む駄だな面積を殺そぎ落とした、ひどくきわどい、というよりキワモノじみた代しろ物ものである。少なくとも峻護の判はん断だん基き準じゆんで言えば、麗華の身を包んでいるものは衣類というよりひものたぐいに分類する方が正しい。


「……あのー、先輩？」


「みっ、見世物じゃないですわよっ！　あまりじろじろ眺ながめ回さないで頂ちよう戴だい！」


　うわずった声で叱しかり付ける様子はやっぱり泣きそうになっているようにも受け取れたし、ということは自分の姿についても自覚はあるのだろうし、本来ならそっとしておいたほうがいいのだろうが──それでもこれだけは訊かずにおれなかった。


「先輩、なんでまた、どういうつもりでそんな格好を……？」


「や、やっぱり変なのですわね？　これって。──もうっ、保坂のばか、だからいやだって言ったのに……！」


「ああいや、変というか──」


　すでに峻護的にも評価が定まっている通り、このお嬢さまは特Ａ級の麗れい人じんである。顔の造ぞう形けいは言うに及およばず、プロポーションだって見事のひとことに尽つきる。やや細身がちな点についてはマイナスをつける者もいそうだが、逆ぎやくにプラス評価を下す者はそれ以上に多いはずだ。


　そんな彼女の五体を、今は申し訳わけ程てい度どの布切れだけが覆おおっている。もし学校の連中がこの姿を目まの当たりにしたら、こぞって悩のう殺さつされた後のち、ひとり残らず昇しよう天てんすることだろう。そのうちの何割わりかは、彼女をモノにするためなら法を逸いつ脱だつすることさえ厭いとわないのではあるまいか。


　ただ、相手は天下に鳴り響ひびいた堅かた物ぶつ、二ノ宮峻護なのである。


「あー、べつに変というわけではないんですが、なんというかつまりその」


　目のやり場に困こまりながら、しかし決して色いろ香かに惑まどうこともなく、かといってフォローもできぬまま口ごもっていると、


「──もうっ、そんなことはどうでもいいのですっ。あなたに用があるのですわ二ノ宮峻護！」


　組んでいた腕を片方だけ解とき、ぐい、と峻護に突つき出した。


　その手に握にぎられた、どこかで見た覚えがあるような小ビンに視し線せんを落とし、峻護は「あー」と言った。


「か、勘かん違ちがいなさらないでよ。保坂が逃にげ出したから仕方なくあなたに任まかせるのです。そうでなければあなたに頼たのむ機会なんて一生なかったことなのですわ。それに──そう、わたくしは人一倍紫し外がい線せんには弱いのです」


「はあ、初耳です。えーとですね……」


　視線を泳がせ、頭を搔かきながら、


「ああそうだ、コテージのひとたちに頼むのはどうです？　あのひとたちなら快こころよく引き受けてくれると思うし、おれなんかよりずっと上う手まく塗ぬってくれますよ、きっと」


「却きやつ下かですわ。あの方々はそれぞれ自分の務つとめをこなすため細心の注意と最大の労力を払はらい、そのうえ最少の人数でこのリゾートを維い持じしています。その仕事は賞しよう賛さんに値あたいするものだし、邪じや魔まになりたくはありません。こき使うにはあなたあたりが丁ちよう度どよいのです」


「姉さんとか美樹彦さんに──」


「死んでもイヤですわ」


　こうなるともう断ことわる口実がない峻護である。月村さんに、とはさすがに言えず、またメイド服に戻ればいいじゃないですか、とはもっと言えない。


　さて、どうしたものか。


　一度やるのも二度やるのも同じこと──というわけにはいかないが、先ほども経験していることだけに抵てい抗こうはやや少ない。またいかに魅み力りよく的とはいえ、麗華はサキュバスではない。真由と接せつすることによって鍛きたえぬかれたチタニウム製せいの意志があれば、危き険けんは無いに等しいだろう。それにこのひとの頼みというのは真由とは別の意味で断りにくいし、ここで我がを押して断ればのちのち厄やつ介かいなことにもなりそうだ。


　そう考えて峻護、さっさと度ど胸きようを決めてしまった。


「──わかりました。やりましょう」


「そ、そう？……ふん、最初から大人しくそう言えばいいのです」


「じゃ、早さつ速そくうつ伏ぶせに寝ねそべってください」


「え？　ちょ、ちょっとお待ちなさい、まだ心の準じゆん備びが、」


「おれに頼む時点でそういうのは済すませておいてくださいよ。さ、早く」


　ほらほら、と急せかし、さっさとその体勢にする。


「はい、じゃあ次は水着を外してください」


「は、外すのっ？」


「当たり前です。そうじゃないとムラなく塗れないじゃないですか。さあ」


　悲鳴じみた声をあげる麗華へ容よう赦しやなく告げる。二ノ宮峻護、一度肚はらを据すえてしまうと案外図太い。


「手が背中に回らないのならおれが外しますけど？　どうします？」


「そっ……外すわ、外すからちょっと待って──」


　峻護が言葉どおりにする前に、あたふたと結び目を解かい除じよした。真由よりはずっと柔じゆう軟なん性せいも器用さもあるらしい。


「さ、じゃあ行きますよ」


「！　ま、だめ、まだ心の準備、」


「まだなんですか？　急いでください」


「そ、そうね、急ぎますわ、でももうちょっとだけ」


「仕方ないですね。少しだけですよ」


「え、ええ」


「…………」


「…………」


「さ、じゃあいきますよ」


「ええっ！　まだ早」


「だめです。時間切れです」


　問答無用、ローションをなじませた両手をきめの細かい肌はだになすりつけた。


「んあっ……！」


　弓なりに反そらされる背中。構かまわず塗りつづける。


「ひあうっ」


　構わず塗る。


「んっ……ああっ」


　構わず……


「やっ、あっ、はうっ……んっ、やあっ、だめ、そっ、あっ、あっ──や、あっ……！」


　赤らめた顔をそむけつつ手を止めた。


「……あのう、先せん輩ぱい？」


「な、なによっ……？」


「そろそろやめておきましょうか？　あまり具合がよさそうじゃないですし」


「ばかおっしゃい、まだぜんぜん終わってないじゃないの。続けなさい」


「というか『だめ』とか言ってませんでしたか？　さっき」


「言ってません。早くなさい」


　そうは言われても、選手の今後を考えればレフェリーストップにしたほうが無ぶ難なんな気がするのだが。全ぜん工こう程ていの一割にも達していないうちからそんな切ない声を出されても弱るし。かといってここで中座すればまた難なん癖くせつけられそうな気も。


　続行か、それともタオル投入かの二者択たく一いつに迷っていると、「何してるの、さっさとなさい」荒あらい呼こ吸きゆうで苛いら立だったような催さい促そく。


　ままよ、と心中で呟き、再さい開かいした。


「やあ……んっ」


　ぬりぬり。


「ひ……うんっ」


　ぬりぬり。


「あっ、やっ、んっ、だめ、あうっ──あ、あ、あん、や、あ、やだ、やだあっ……！」


「……あの、先輩？」


「──つっ、続けなさい」


　どうしろというのか。


　普ふ通つうに塗ってこれでは。──ならば、これならどうか。


「い、痛いたっ……ちょっと二ノ宮峻護！　もうちょっとやりかたを考えなさい！」


　だめか。やはり垢あかを落とすようにごしごしこするのは不ま味ずかったようだ。となれば残された道はゆっくりと、ソフトに。それしかない。


　手のひらを使うのをやめ、指の腹はらでつつっと撫なぜる。


「！　んあ……んっ！」


　これでもだめか。今度は指を立て、触ふれるか触れないか程てい度どの接せつ触しよくで撫でてみる。


「！　ひぅっ……ん、やっ、あっ、んっ、やっ、あっ」


　いけない。さらに呼吸が速くなってしまった。


　では動かすスピードに緩かん急きゆうをつけてみてはどうか。


　さらには指の腹と指先最小面積のコンビネーション、なおかつ曲線と直線の動きを組み合わせてやれば……


「！　や、ぁんっ……ってちょっと二ノ宮峻護！　あなたわざとやってますのっ？」


　がばっ、と勢いよく起き上がり、涙なみだ目めで麗華は抗こう議ぎした。


　そう、起き上がってしまった。


　彼女の水着は背中とうなじで結ぶタイプであり、後者はまだしっかりと結ばれたままではあったものの、二つの命いのち綱づなのうち片方を失ったひものような水着は起き上がった際の運動エネルギーに抵抗できず左右にあられもなく揺ゆれたわけであり、しかもその水着は布ぬのというよりはひもと形容したほうがふさわしいそれであり、あっと悲鳴をあげて持ち前の反はん射しや神しん経けいで両腕をガードに出したものの一足遅おそかったのは明らかであり──


　ただでさえ湿しめりがちのまなじりに、じわっと大おお粒つぶの雫しずくが浮ういた。


「──大だい丈じよう夫ぶです、先輩」


　が、峻護は泰たい然ぜんと首を振った。


「ぎりぎりだったけど、セーフでした。安心してください。見てません」


「……ほんとう？」


「はい」


　一点の濁にごりもない目で頷うなずく。見たと知ったら殺される──その危機感が、不器用な彼にしては破は格かくの演えん技ぎを可か能のうとさせた。人間、土ど壇たん場ばになれば案外なんでもやれるものである。


「そ、そう？　それだったら、いいのです」
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　頰ほおを搔かくふりをして目め尻じりを拭ぬぐい、麗華はいつもの顔に戻る。


「とにかく、もっと普通におやりなさい。小細工を弄ろうさずとも結構です」


「はい、わかりました。すいません」


　その言には素す直なおに従したがうことにした。信じがたいが、どうやらそのほうがまだしもマシらしい。


　いそいそと麗華は伏せ直り、峻護も作業を再開する。


　だが当然のごとく、


「──んっ……んっ、や……だ、ひんっ、やっ、にゃあっ、はぅ……あ、あっ……」


　峻護、もはやあきらめた。見ざる、言わざる、聞かざるの三原げん則そくを遵じゆん守しゆし、ひたすら手を動かすことに専せん念ねんする。


　そして二ノ宮峻護、やはり堅物の看かん板ばんは伊だ達てではない。


　どこか壊こわれ物じみた繊せん細さいさのある、まっさらなキャンバスを思わせる白い肌はだ。そこへ羞しゆう恥ちの朱しゆ色いろがあざやかに乗り、さらには固く引き結ぼうとする唇くちびるの端はしからそれでも漏もれてしまう悩なやましい音が加わって、そのあだっぽさは他に類を見ず──


　断言できる。彼だからこそ顔を赤らめ、心音を高くする程てい度どで済すむのだ。並なみの男ならとっくに人の道を外し、ケダモノと化していること疑うたがいなかろう。


　任にん務むは続く。麗華の、当初の目的から脱だつ線せんしつつある苦く難なんも続く。


　白はく砂しやを渡わたる南洋の風に混まじり、峻護を素す通どおりしたなまめかしい声が長く長く尾おを引いていく──





　　　　＊





　憔しよう悴すいしきった様子の令嬢が付き人の肩かたを借りて退たい場じようしていくのを複ふく雑ざつな表情で見守っていた峻護の視し界かいの端はしに、「二ノ宮くーん！」と呼ばわりながら小走りで駆かけ寄よってくる人ひと影かげがあった。


「ああ月村さん。用事は？　もう済んだ？」


「はい、用意してきました」


　わずかに息を切らせつつ、えへへとはにかむ。


「用意？──って、何の？」


「はい、こちらに来ていただければわかります。さ、行きましょう。早くしないとぬるくなっちゃいます」


「ぬるく？」


　首をかしげる様子にむしろ満足げな笑みを作り、真由は峻護を先せん導どうする。





　　　　＊





「──だいじょうぶですかお嬢さま？　だめですよう、あんまり無理しちゃ」


　いまだに全身を桜さくら色いろに染めて浅い吐と息いきをくりかえしている主人をうちわで扇あおぎながら、保坂はやんわりとたしなめた。


「でもお嬢さま、よくがんばりましたよね。正直、さっきの光景はすごかったですよ。あれをやられて落ちないのは二ノ宮くんとか美樹彦さんとかぼくくらいのものです。あれ？　それって多いのかな」


「…………」


「とにかくですね、ものすごく色っぽかったのは本当ですよ。学園の男子生徒が見てたら間違いなく全員がなびきます。だからそんなに気にすることはないです。正真正しよう銘めい、疑うたがいの余よ地ちなくお嬢さまは魅力的ですから。うんと小さい頃からお嬢さまに付いてるぼくが言うんだから確かです。ただ、肝かん心じんの二ノ宮くんには通じなかった、っていうだけの話で」


「…………」


　濡ぬれタオルを目ま蓋ぶたの上に当ててあおむけに寝ね転ころがったまま、麗華は無言。下げ僕ぼくが口にすることはすべて耳に入れているはずだし、応こたえを返せる程度には回かい復ふくしているはずだし、最後のセリフにぴくん、と肩を震ふるわせたりもしていたが。


　保坂は、それと知りつつ気づかないふりをしている。


　しかしまあ、感心するというか呆あきれるというか。重々承しよう知ちしていたものの、二ノ宮峻護の融ゆう通ずうのきかなさにはただただ目を瞠みはるしかない。先ほど麗華に伝えた言葉は掛かけ値ねなしの本音である。あれだけの誘ゆう惑わくでも籠ろう絡らくできないとなれば──


（彼を手て籠ごめにする──力押しでモノにするには、やっぱりあれしかないんだろうね）


　そう遠くないうちにその機会は来るだろう。結末がどんなことになるにせよ。


　いずれ、彼にできることはさほど多くない。彼は彼の主のため、彼の信じた道を、彼なりのやりかたで進むだけ。


（ま、今はただ見守るだけだね。──さあて、次はどう出るのかな？）


　保坂、うちわを扇ぐ手はそのままに、空いた片手で双そう眼がん鏡きようを覗く。
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　真由に連れられて向かった先はコテージ前のテラス。


　そこにある卓たくのひとつに置かれたものを目に入れて、峻護は自分が呼ばれた訳を理り解かいし、あさっての方角を向いて頰ほおを搔かいた。そのかたわらで真由はえらく畏かしこまりつつ、縮ちぢこまりつつ、彼の反はん応のうを待っている。


　最初は花か瓶びんかと思った。サイズ的にもそれに近いし、二人がけの丸テーブルの真ん中に、でん、と鎮ちん座ざしているし、色とりどりな中身もまさに百花繚りよう乱らんの様相を呈ていしていたので。


　しかしよくよく見れば、そいつはビールのジョッキを三つほど束ねたくらい大きなグラスであり、咲さき乱みだれる花々と見えたのはクリアブルーのソーダ水の上にこんもりと盛もられたフルーツの密みつ林りんであり──


　噂うわさでこそ耳にしたことはあったが、実物は初めて見た。もちろん、ストローは二本差しの仕様である。


「あのー、ですね、二ノ宮くん、これはつまりその……」


　反応に窮きゆうしている峻護を見て焦あせったのか、つっかえつっかえの早口という器用なしゃべり方で真由は陳ちん弁べんした。


「ここで雇やとわれてる料理人さんというのはほんとうに何を作らせても一流の人だそうで、それにはカクテルとかも含ふくまれてて、ということはもちろんジュースを作っても一流で、こういうトロピカルドリンクだってもちろんおいしくて、あっ、でもこれはアルコールは入ってないから安心ですし、それにこのフルーツはぜんぶ無農薬の完かん熟じゆくだし、言うまでもなくフルーツはビタミンだってたくさんあって健康にもいいし、ですからつまり、わたしお料理も興きよう味みあるし、今日の夕食は当然その料理人さんが作るんですけど、でもその前にまずこういうドリンクとかで小こ手て調しらべっていうのもあながち的はずれではないと思うんですけど、どうでしょうか？」


「うーん……」


　真由の発言は日本語としての構こう造ぞう美びに欠けるものがあって解読に苦しんだが、そもそも解読するまでもなく彼女の意図は明らかだった。


　どうするべきか。


　というのも峻護にとってこの行こう為いは、これまでのどんなニアミスよりも意味が大きいのである。


　ひとつのドリンクを二本のストローで飲めばどうなるか。


　当然顔が近くなる。至し近きんである。となれば、彼女の深く澄すんだ瞳ひとみも近い。あざやかな桃もも色いろをしたくちびるも近い。


　それはとても覚かく悟ごのいることだ。彼女の肌に直じかに触れることよりもずっと。


　が、峻護はさほど迷まよわなかった。


「……まあ、今日は無ぶ礼れい講こうなんだよな」


「──はい！　今日は無礼講なんです！」


　堅物男の遠まわしな承しよう諾だくにも一いつ切さい拘こう泥でいすることなく、真由は降ふり注ぐ陽光にも似にたまぶしい笑顔を見せる。
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「──うわあ、うわあ。べったべただなあ。でもそのべったべたがあの二人にはよく似合っちゃうんだよなあ」


　双眼鏡を手に保坂は従来と大同小異の感かん慨がいを洩もらした。


「ほらほら見てくださいよお嬢さま。敵てき情じよう視し察さつですよ敵情視察。しっかり目に入れてシミュレーションしておかなくちゃ」


「…………」


　だが麗華はあお向けに寝そべったまま。濡ぬれタオルも目ま蓋ぶたの上にかけたまま。もちろん保坂は、起き上がって双眼鏡を握にぎる気など起こさないだろうことを承知の上で言っている。


「──どうします？　お嬢さま」


　さらに一言、保坂はそれだけを彼の主人に訊たずねた。もちろん、そう訊ねればどういう反応を見せるか承知の上で言っている。


「…………」


　果たして、もはや後には退ひけない令嬢は無言のままゾンビのように立ち上がり、時おり膝ひざを笑わせながら、それでもまっすぐに歩き出した。


（意地になってるなあ。……ま、そう仕向けたんだけど）


　多少の罪ざい悪あく感に胸を疼うずかせながらも彼は彼自身の選択を信じ、敬けい愛あいする主あるじの後に続いた。
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　緊きん張ちようの面おも持もちで真由が対面に座すわった。一足先に席についていた峻護との彼ひ我がの距きよ離り、およそ七十センチ。


　両者の中間距離に、デラックスな南国風飲料が鎮ちん座ざしている。


　お互たがいに完かん黙もくしたまま、フルーツの山さん岳がくとそのふもとに広がるソーダの海を目視する。


「月村さん、」先に口を開いたのは峻護だった。


「ここはやはりレディーファーストということで、君から先に」


「ええっ？　でっ、でもこういうことは男の人がまず……」


　どちらも同じことを考えていたらしい。つまり、顔を近づけられるより顔に近づくほうが大変。率そつ直ちよくに言ってどっちも変わらないような気もするのだが、彼らにとっては一大事である。


　器うつわの構造にも問題がある。よく考えてある、というか余よ計けいなことを、というか──グラスの口はその体積に比ひしてひどく小さい構造になっていて、二人同時にストローを口にしようものならビン底眼鏡めがねのド近きん眼がんが裸ら眼がんで新聞を読む時みたいな有あり様さまになることは必ひつ定じよう。おまけにストローだって妙みように短いときているから、お互いの虹こう彩さいの数まで数えられるほどに接せつ近きんせざるを得ないときた。彼らのごときこの道の素人しろうとが二の足を踏ふむのも無理からぬことであろう。


「……わかった。まずはおれが先に飲もう。よくよく考えたらそっちの方が気楽なように思えてきた」


「えええっ？　そ、そうですか？……言われてみると、なんだかわたしもそんな気がしてきました」


「じゃ、やっぱり月村さんが先にする？」


「うっ……でもそれはそれできびしい気もしてきます……」


「わかった、じゃあこうしよう。やっぱりレディーファーストだ。後でも先でもどちらでもいい、月村さんが好きな方を選んでくれ」


「はい、わかりました。ありがとうございます。選びます」


　神妙に首しゆ肯こうした真由、眉み間けんに可愛かわいらしい皺しわを寄せてむむむとうなり始める。べつに二人同時ではなく時間差をつけて交こう互ごに飲めばよさそうなものだが、今の彼らにはそこまで考える余よ裕ゆうはない。


「──決めました。わたしが最初にいきます」


「わかった。じゃあお先にどうぞ」


「はい。……いただきます」


　はむ。


　ごく上品に、そっとストローをくわえると、やがてかすかに白い喉のどが上下を始めた。


　それを確かく認にんし、峻護も軽く咳せきばらいをする。


「じゃあおれも──いただきます」


　上半身を前に乗り出そうとして、しかし途と中ちゆうでその動きは止まった。


　真由は組んだ両手にその細いおとがいを乗せ、ソーダ水の喉越しに身をゆだねている。


　目蓋は、閉とじられている。


　それもぎゅっと瞑つむるのではなく、午ご睡すいにまどろんでいるような、ひどく叙じよ情じよう的というか陶とう酔すい的というか夢む想そう的というか──とにかくそれはこの上なくノーガードな表情で、彼女は無意識の時が最も危き険けんで、その証しよう拠こに峻護の頭ず蓋がい内にあるヒューズがあちこちで飛び始めていて、早くも脈みやく拍はくは不整脈を起こしつつあって──つまり、どうにもこうにもやりづらく。


「すまない月村さん。目を瞑るのは止よしてくれないか。そんな風にされるとなんだか──こう、ちがう気分になってくる」


「えっ。あっ、はい、すいません。じゃあ……」


　峻護の言う意味がわかっているのかいないのか、真由はあわてて口を離はなし、ふう、と一ひと呼こ吸きゆう置いてから再ふたたびストローをついばんだ。


「すまない。じゃ、あらためて──」


　峻護、もう一度身を乗り出し──そしてまた半ばにしてそれを止めた。


　文字通り目と鼻の先に、真由の小さな顔がある。


　言われたように目蓋を開けて、しかし峻護と目が合うと素す早ばやくそれを逸そらし、でも逸らした先に視線のやり場がないために落ち着きない様子で焦しよう点てんをさまよわせる。


　その瞳は艶つやっぽく潤うるみ、その頰はほんのりと上気して。


　あらためて──まったく何度目になるのやら──思い知った。どちらにしたって、月村真由が恐おそろしく魅み力りよく的なことには変わりがないのだ。失敗だったろうか。やっぱり彼女には目を閉じてもらった方が──馬鹿な、できるかそんなこと。それともこちらが目を閉じてしまえば──ありえない、閉じるなと言っておいて自分だけそうするなんて。


　前門の虎とら、後門の狼おおかみ。退ひけど進めどいばらの道。


　ええい、ままよ──


　くわえ、吸った。


　炭たん酸さんの刺し激げきが張はり詰つめた神経を少しは緩かん和わしてくれるかと期待したが、無む駄だだった。


　真由に負けず劣おとらず首から上に血が昇のぼっているのを自覚する。そのうち行き場を失った血けつ液えきが逆流して変な穴あなから噴ふき出してくるのではあるまいか。


　比ひ喩ゆでなく、真由の温度を肌で感じる。


　視線は──どこにやればいい？　どこでもいい、とにかく彼女以外。まったく、こんな位置ではとてもじゃないが相手の顔をまともに見れやしない。いったい誰がこんな馬ば鹿かげたドリンクの飲み方を発明したのだろう。これでは本来の狙ねらいと逆効果じゃないか。


　彼女は──こちらを見ているのだろうか。それとも。こちらなど眼がん中ちゆうにないだろうか。


　誘ゆう惑わくに負け、ちらっと目をやった。まさしく同時、真由も瞳を峻護に向けていた。出会い頭がしら。コンマ一秒の交こう錯さく。はっきりと彼女を見た。こんな近くで、初めて。それを焼き付けて、最大速度で視線を外す。絶対見られた──おれが見ていたのを彼女に。また不整脈。いま自分がどんな顔色をしているか写真にとっておきたい。奥おく襟えり締じめを食くらってオチる寸すん前ぜんのような、無様で赤黒い色をしてるにちがいない。まったく情けない、なんだって、こんな、目が合っただけで……





　相手をも巻まき込こむ自じ縄じよう自じ縛ばく。ソーダ水が喉を通る音だけが彼らの間を行き来する。
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　ペットボトル一本分はありそうな中身を干ほすのにどれほどかかったものか。定かではないが、最後の一いつ滴てきまで飲み尽つくしてようやくストローを解放した時には、トライアスロンを完かん遂すいしたあとみたいに疲ひ弊へいしきっていた。


　濃のう密みつな時間だった。おそろしく。


　大げさに言えばボクシングの試合にも似にていた──両者足を止め、額ひたいをつけあって一歩も退かぬ打ち合いを演えんじる展てん開かいの。というのもこの二人、ドリンクを飲み終えるまでお互いに一度もストローを口から離さなかったのである。おかしな話だが、魔ま法ほうでもかけられたみたいにあの状態から抜けられなかったのだ。ひとことも会話のないまま、ただ時おり視線を交え合って──


「…………」


　真由は両手を頰に当て、いまだにぼおっとしている。先ほど共有した時間がどういうものであったか、それだけでも窺うかがい知れるだろう。


　放ほうっておくといつまでも向こうに行ったまま帰ってきそうにない。重力から解放されたように浮うわついている己おのれの身しん魂こんに活を入れるのを兼かねて、峻護は大きく咳払いした。


「──ひゃっ？」


　寝入りばなを叩き起こされたように身体からだを跳はねさせた真由、ようやく瞳の焦点を定め、


「あ、二ノ宮くん。ええと──あっ、す、すいません、ぼんやりしてて……」


「ああ、いや、いいんだ。うん」


　その会話の間だけお互い顔を合わせ、だがすぐにまた目線はテーブルへと落ちる。


「……あー、月村さん」


「はっ、はいっ」


「まだフルーツが残っている」


「え？　あっ、ほんとだ、全部残ってます」


「……食べようか？」


「え？」


「いや、残すのはよくない。それにこれは絶ぜつ品ぴんのフルーツなんだろう？」


「あっ、はい、そうですそのとおりです。ぜんぶ無農薬の完かん熟じゆくだし、ビタミンだってたくさんあって健康にもいいんです。ぜひ残さず食べましょう！」


　言って二人、それぞれ南国産果実に手を伸のばした。


　口と手だけを黙もく然ねんと動かす。早くもなく遅おそくもなく。


　先ほどの続きであるようにひとつも言葉のやりとりのないまま、だけどそれは決して不快な時間などではなく。


　目など合わせずとも相手の心が伝わってきそうな、そんな気分。


「──ごちそうさま」


　完食し、ぺこりと辞じ儀ぎをする。


「──ごちそうさまでした」


　続いて真由も。


「たしかにうまかった。すすめてくれてありがとう、月村さん」


「ええっ？　と、とんでもないです、わたしなんて何も──こちらこそお付き合いいただいてありがとうございました」


「うん。──よし、じゃあ喉のども潤したことだし、そろそろ泳」


　ごうか、と言いかけた峻護を、耳慣れた音声がタイミングよくさえぎった。


「二ノ宮峻護！」


　高笑いに引き続いて凜りん然ぜんと響ひびいた、しかしいつもよりどこか勢いきおいがない呼び声。


　振り向けば、北条コンツェルン次期総そう帥すいにして神宮寺学園生徒会長な人である。


　麗華、峻護が振り向いたのを見て取ると、人差し指をくいくい。


「──あー、ええっと……」


　頭を搔かこうとする前に真由はにっこりと笑い、


「わたし、器を片かた付づけてきますから。気になさらず行ってきてください」


　高笑い──奇き跡せきの音声に心を乱みだすこともなく、しっかりした口調でそう言ってくれた。以前はあの高笑いを聞いたショックのあまりか不自然な言動を取ったこともある真由である。それがきっかけで麗華から睨にらまれるようになったわけだし、この変化は大変結けつ構こうなことであろう。


「すまない。できるだけ早く済すませてくる」


　頭を下げ、駆かけ足。


　と、そこで不意に気づいた。


　どこぞの学者がその神しん秘ぴを研究したいと土ど下げ座ざして懇こん願がんしたという北条麗華の高笑いは、ひどく刺し激げきが強い。真由ほどの影えい響きようが出るのは珍めずらしいにしても、神宮寺学園の関係者なら誰だれしも一度はその洗せん礼れいを受け、心身に障しよう害がいを来きたすもの。もちろんそれは一時的なものであり、二、三度も経験すれば適てき応おうしてくるのだが──顧かえりみて、峻護はそうした体験をした覚えがないのである。もちろん例外がないわけではないし、自分はその稀まれなケースに属ぞくするのだろうと、さしたる根こん拠きよもなく信じてきたのだが。


　それが今、妙に引っかかる。


　唐とう突とつに浮かんだその疑ぎ問もんを検けん証しようしようともう一度記き憶おくを掘ほり返そうとしたところへ、叱しつ咤たの声が飛んだ。


「遅い！　いつまで待たせるつもり？　早くなさい」


「すいません。でも、ちゃんと走って来たんですが」


「言い訳わけは聞きたくありません。このわたくしに呼ばれているのだから、一秒だって待たせるような真ま似ねはなさらないで頂いただきたいものです。わたくしは北条コンツェルン総帥、北条義宣の一ひと人り娘むすめで、神宮寺学園の生徒会長で、あなたよりずっとえらいんだから」


「はあ、すいません。それで用件は？」


　麗華、それには応えずあごをしゃくり、「ついてきなさい」と促うながす。


　どこへ行くのだろうと思いつつ後に続くと、なんのことはなかった。


　先ほどとは反対側、コテージの裏うら手て側にあるテラスなのである。


　広さはほぼ同等。据すえてあるテーブルのデザインも同系けい統とう。


「…………」


　そして、テーブルの上に載のっているモノまで同じであった。


「か、勘かん違ちがいなさらないでよ」


　こほん、と咳せき払ばらいし、お嬢じようさまは弁べん明めいする。


「これまでひみつにしてきましたが、実はこのトロピカルドリンクというものはわたくしの大好物なのです。ですがこれだけの量をひとりで食すのは障さわりがありますし、味も素そっ気けもありません。保坂はおなかの調子が悪いなどと言って逃にげ出すし、これもやむをえない処しよ置ちでしょう。極きわめて不本意ですが別にあなたでも構いませんわ。このわたくしとテーブルを共にするのですから光栄に思いなさい」


「はあ。でもおれ、今は十分に水っ気は足りてるんですが」


「わたくしの温情が受けられないと？」


「もっと小さいサイズを頼たのむという手もあったと思うんですけど……」


「それではこの飲み物の醍だい醐ご味みが失われてしまいますわ」


「コテージの人たちと一いつ緒しよに飲むというのは──」


「あの方々は勤きん務む中です」


「姉さんか美樹彦さんと一緒に──」


「本気でおっしゃってるの？」


　どうやら諦あきらめる以外にないらしい。


「……わかりました。じゃあ、ご相しよう伴ばんに与あずかることにします」


「ふん……最初からそう言えばいいのです」


「すいません。じゃ、ぬるくならないうちに早さつ速そく飲みましょう」


「そ、そうね」


　峻護が先に椅い子すを引き、麗華が硬かたい面おも持もちでそれに倣ならう。


「じゃ、北条先せん輩ぱいからお先に」


「ええっ？──ふ、ふん、ここはあなたに譲ゆずって差し上げますわ。形としてはわたくしから願い出た筋すじですし、そのくらいの配はい慮りよはいたしましょう」


「そうですか？　じゃあ遠慮なく」


　二本のストローのうちの片方に口をつける。


　一口。


　二口。


　三口。


「ふう」


　一息つき、目線だけで対面を促うながす。


　だが言い出しっぺであるところの麗華は肩かたをこわばらせたまま、ぴくりとも動こうとしない。


「？」


　仕方なく、峻護は水っ腹ぱらをおして再ふたたびドリンクを吸い込みにかかる。


　一口、二口、三口、四口、五口。


「ふう」


「…………」


「…………」


「…………」


「あの、先輩？」


　いつまでたってもマネキンのように固まっている麗華に声をかけると、彼女はスタンガンでも当てられたように全身をバウンドさせて、


「なっ、何？」


「いや、何じゃなくて。飲まないんですか？」


「え、ええ、そうですわね」


「じゃ、どうぞ」


「うっ……」


「…………」


「…………」


「…………」


「……だ、だって、」


　沈ちん黙もくに耐たえかねたのか俯うつむきがちに視し線せんを逸そらし、ごにょごにょと呟つぶやいた。「だってこれ、──じゃない……」


「え？　すいません、よく聞こえなかったんですが」


「うっ、うるさいわねっ。べつに聞かなくたっていいのですっ」


『だってこれ、間かん接せつキスじゃない』と言ったのだが、さすがの峻護もそこまでは想そう像ぞうが及およばなかった。無理もない。いくら彼でも、この程てい度どの行こう為いをそこに分類するつもりはなかったのである。


　どちらにせよ、この状じよう況きようで彼の言いたいことはひとつしかなかった。


「あの、先輩？」


「な、何よっ」


「今のこれって、先輩が言うところの『ひとりで食すのは障りがあって味気も素っ気もないもの』を、おれが一人で始末している状況なんですが……」


「…………」


　反はん論ろんの余よ地ちなし。


「先輩？」


「…………」


「…………」


　じっと反はん応のうを待つ。


　麗華、スプーン曲げに挑いどむ超ちよう能のう力りよく者しやのような顔で眉み間けんのあたりに念を凝こらし、知ち恵え熱ねつで湯気が立ちそうなほど打だ開かい策さくを探さぐり、探り、探った果て、悟さとりを開いた修しゆ験げん者じやのようにかっと目を見開き、封ふうじ手を指す一流棋き士しのごとき所作でその腕うでを伸のばし──


　グラスの上部に飾かざり立てられたパパイヤのカットを手に取ると、親の仇かたきでも食らうような勢いきおいで丸まる呑のみにした。


　さらに立て続けに腕を伸ばし、マンゴー、グァバ、ランブータン等々の熱帯産フルーツが次々と胃い袋ぶくろに収おさめられていく。


「…………」


「──なによ」


　じろり、明らかに逆ギレっぽい目つきで峻護を睨にらみつけ、


「ソーダ水などはつまるところ単なる色つき水。本来、メインは華はな々ばなしくグラスを彩いろどるフルーツたちにあるのです。主役であるそれらはわたくしが口にし、刺さし身みのツマであるところの色つき水はあなたが始末する。なにか不都合でもありまして？」


「いえ……ないです……」


　こうなってはもはや是ぜ非ひもない。


　むくれた顔で黙もく然ねんと果実類のみを口に入れる令嬢と、本来の役目を果たせぬまま一生を終えるであろうストローの片割れを相手に、ただただ腹を壊こわさないことだけを祈いのりつつ、峻護はドリンク部分を無理やり飲み干すしかなかった。





　　　　＊





「……ごちそうさまです」


　かろうじてノルマ分を臓ぞう腑ふに収めきり、ゲップをこらえて頭を下げると、麗華は「ふん……」と鼻を鳴らしてそっぽを向く。


「じゃ、おれはこれで──」


　立ち上がるが、やはり応おう答とうはない。やむなく再度一礼し、気持ち前かがみになりながらその場を後にした。


　真由を捜さがす。


　が、捜すまでもなく「二ノ宮くん」横手から声がかかる。


「ああ月村さん。すまない、待たせてしまって」


「いえ、とんでもないです」


　首を振ふり、自然な笑え顔がおで応こたえてくれる。


「うん、よし、それじゃあ──約束どおり、泳ごうか」


「えっ？　そっ、そうですね、泳ぐんでしたね……じゃ、行きましょう！」


「？」


　どこか焦あせっているような、予習してないところを先生に当てられてあたふたしているような表情で真由は先を行く。


　ビーチに出た。


　風が涼りよう気きを帯び始め、太陽の色合いも黄から朱しゆへ移うつりつつある。黄昏たそがれの先さき触ぶれ。もうそんな時間が経たっていたのかと思う。ひどく短かったような、やたら長かったような。


「じゃあ月村さん、まずは準じゆん備び運動から始めようか」


「えっ？　あ、はい、そうですね、そうしましょう」


　胃袋の充じゆう塡てん量が限げん界かい値ちに達しているため、強くは身体からだを曲げられない。手首足首のストレッチが中心である。


　生き真ま面じ目めに身体をほぐし出す峻護のやり方を見ながら、真由も律りち儀ぎに真ま似ねをする。


「ところで海で泳ぐに際さいしての注意点だけど、とにかく浜はま辺べから遠い場所や深い場所には入らないこと。一見穏おだやかに見えても、水面下の海流がどうなっているかわからないから。それとむやみに海の生き物には触さわらないこと。足をつける時は特に注意すること。あと万一溺おぼれた時はパニックにならないこと──」


　したり顔でポイントを並べていく峻護だが、実のところ海で泳いだ経験など数えるほどもない。すべて聞きかじりの知ち識しきである。


　それゆえだろうか。説得力のない講こう義ぎを聞かされている真由はどこか上の空。スピーチの出番を前に必死でコメントを考えている時みたいに、ひどく気もそぞろな様子である。


　ほどよく身体も温まってきたところで、


「さ、じゃあ泳ごうか月村さん」


「あ──ええと、……はい」


　どこか煮にえきらぬままの真由を連れ、水に入る。


　が、足もとに気をつけながら浅瀬を進んでいるうちに思い至いたった。


『泳ぐ』という真由の言葉を額がく面めんどおり受け取り、本当にただ泳ぐだけのつもりでいたのだが──どういう泳ぎをすればいいのだろう。


　彼女はどんな泳ぎを望んでいるのか。どちらが速く泳げるか競争──そんなことがしたいわけではあるまい。沖おきまで、あるいは隣となりの島まで遠出するというのは──何の用意もないままでは危険が多すぎる。できるだけ深いところまで潜もぐってみたいとか──だったらシュノーケルなり何なりを装そう備びしてダイビングした方がいい。


　そのあたり訊きいておいたほうがいいな、と思ったところへ「あのう、すいません」真由が呼びかけてきた。


「あの、さっきわたし『泳ぎましょう』とは言ったんですけど、実はあまり泳ぐの得意じゃないんです。それで──」


「そうだっけ？　でもこの間の水泳の授じゆ業ぎようでは普ふ通つうに泳いでいたような……」


「ええとその、プールとかの、足のつくところはだいじょうぶなんです」


「そう？　じゃあ深いところへ行くのは止よそう。その方が安全だと思っていたところだし。このあたりだったら浅あさ瀬せばかりだ、ちゃんと足もつく」


「あの、でもですね、さんご礁しようって結構とげとげしてるし、足に刺ささったらケガしちゃうかもだし……」


「ああ、それは確たしかに。じゃあどうしようか──そう、だったら浮き輪を借りてこよう。それなら足をつける必要もないし、溺れることだってない。一石二鳥だ」


「あう……あの、でもその、やっぱり海はあぶないです。うみへびとかに嚙かまれるかもしれないし、大王イカにつかまって引きずり込まれるかもしれないし……」


　察しの悪い峻護だがここまで来ればさすがに感づいた。月村真由、どうやらさほど泳ぎたいわけでもないらしい。というより、もっと他ほかにやりたいことがあるようだ。


　そもそも彼女の言葉を額面どおり受け取った時点で間違っている気がしてきた。『泳ぎたい』というのはこの場合、おそらく海遊び全ぜん般ぱんを指しているのだろう。ましてこんなところまで来て競泳やら遠泳やら素す潜もぐりやらを望んでいるとは考えにくい。


　峻護、まったくもって今さらながら納なつ得とくし、頭を切り替かえることにした。


「わかった。泳ぐのは中止にしよう。たしかに海は危険だよな。甘あまく見てはいけない」


「そうです、そうなんです。万一のこともありますからっ」


「じゃあ他にやりたいことはある？　あるんなら遠慮なく言ってほしい。今日は無礼講なんだから」


「で、ですよね、今日は無礼講でした。じゃあですね、あのですね、ええと……」


「うん」


「ええと、その……」


　なかなか切り出してこない。


「だったらスイカ割りとかはどう？　これだったら危険もない。ああ、でもスイカなんてこの島にあるかな……なかったら、椰や子しの実とかで代用しても構わない？」


「あの、それもすごく魅力的なんですけど、割った後はスイカを食べないといけないし、でもさっき果物はたくさん食べたばっかりだし……」


「なるほど、確かにそれは言えてる。じゃあ流しそうめんとかは？　ああでもこんなところじゃ竹たけ筒づつとかは無さそうだし……そうめん自体もあるかどうか微び妙みようだな。よし、ちょっと訊いてこよう」


「あの、そろそろ夕食になると思いますし、この時間におそうめんというのは……」


「なるほど一理ある。じゃあ島の奥おくに入ってカブトムシでも探さがすっていうのは？　こういう熱帯だし、珍めずらしいやつが見つかりそうな気がするけど」


「あの、わたし昆こん虫ちゆうはちょっと……」


　だんだん路線がずれていく提てい案あんを困こまり笑いで遠慮していく真由。峻護は峻護で自分なりに良かれと思って示したアイデアをことごとく否ひ決けつされ、弱り顔である。


「うーん、だったらやっぱり、ここは月村さんに任まかせたほうが無ぶ難なんだな。こういうことって、おれはよくわからないから」


「あっ、はいすいません、ありがとうございます。実はひとつ、やってみたいことがあります」


「何？　言ってみて」


「はい、ええと、その……」


　うつむき加か減げんにもじもじしている。そこまで躊躇ためらうようなことなのだろうか。よほどの危険が伴ともなうとか。


「ええとですね、今日は無礼講ということでいいんですよね？」


「うん？　ああ、そうだな、今日は無礼講ということでいいと思う」


「ありがとうございます。じゃあですね、ちょっとあちらの方を向いててもらえないでしょうか？」


「あちら？──これでいい？」


　言われたとおり真由に背を向ける。


　浅瀬の向こう、珊リ瑚ー礁フの切れ目のあたり。寄よせては砕くだけ、白いしぶきを上げる波。そのさらに向こう。傾かたむきも顕けん著ちよとなり、あざやかに色づきつつある太陽。そしてどこからか湧わいては吹ふき過すぎてゆく甘あまい潮しお風かぜ。


　──経けい緯いには確かに問題があった。ここに連れてこられた後も、必ずしも乗り気だったわけではない。


　では後こう悔かいしているのか、と今だれかに問われたら？　彼はこの、目の前に広がる壮そう大だいなパノラマを示してこう言うだろう。すなわち「これが答えだ」──と。


　心を洗あらう光景に不覚にも酔よいしれているところへ、「二ノ宮くん」と声がかかった。


　我われに返り、あわてて振り向き、


「ああ、すまない、ちょっとぼんやり」


　してて──と最後まで言うことはできなかった。


　視し界かいを覆おおった水しぶきに目を閉とじる間すらなく、陽ひに温められたぬるい潮が顔面を通り過ぎ、塩しお辛からい味覚を舌に残して再ふたたび海に還かえってゆく。


　何が起こったのかわからず、鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食くらったみたいにきょとんとする峻護。


「……えへへ」


　海水を彼の顔にかけた張ちよう本ほん人にんが、両手を水を掬すくう形にしたまま照れくさそうに笑った。


　峻護、それでもまだ事態を把は握あくできない。


　それを見た真由は子犬のように首をかしげると、「えい」もう一度水しぶきの洗せん礼れいを浴びせる。──ストライク。


　再度顔面にシャワーを浴び、しかし峻護はそれでもまだ間ま抜ぬけ面づらを崩くずさない。


　それを見た真由がはじめて不安げな顔を作り、「ええと……えい」だがなおも水かけ攻こう撃げきを敢かん行こうする。クリーンヒット。


「…………っ」


　三度海水を舐なめさせられて、きょとんとしていた峻護の様相が一変した。仏の顔も三度まで、とでもいうつもりか、まるで怒いかりに耐えかねるがごとく顔をうつむけ、肩を震ふるわせ始める。


　真由は、気の毒なほどうろたえた。


「すっ、すいません、あの、これはですね、わたし一度はやってみたかったというか、大げさに言えば夢ゆめだったというか、まさか二ノ宮くんがそこまで怒おこるとは思わなかったし、無礼講だって言ってくれたからつい調子に乗って、でもそうですよね、だれだって海の水をかけられたら嫌ですよね、塩辛いですもんね、すいません、もっと配慮するべきでした、こういうことはせめてプールでやるべきできゃっ」


　その口が強制的に塞ふさがれた。


　峻護がかけた、お返しの一撃によって。


　機き関かん銃じゆうの掃そう射しやを食らった鳩みたいにきょとんとする真由。したたる塩水。


　峻護が、うつむけていた顔をゆっくりと上げる──にやり、と唇くちびるの端はしを吊つり上げながら。


「……あは」


　ほころんでゆく。それを見た真由の口もとも。


　それが、史上まれに見る激げき戦せんの幕まく開あけであった。





　　　　＊





「あーあー、なんだかもう、びっくりするのも馬ば鹿か馬ば鹿かしくなってきたなあ」


　子こ供どものように浅あさ瀬せではしゃぎまわる二人を観察する保坂、もはや苦く笑しようする他ない。


「真由さん、きっとああいうの好きなんだろうなあ。それともああいうやり方しか知らないのかな？　でもってそれに付き合う二ノ宮くんも初うい々ういしいというかなんというか──ああもう、ぼく、さぶいぼ立ってきちゃった。ね、お嬢じようさま？　お嬢さまもそう思いますよね？」


　応おう答とうをまったく期待しない同意を求めると、案の定麗華は沈ちん黙もくでもって報いてくる。


　ちらりと、隣となりにいる主人を盗ぬすみ見た。


　こわい顔をしている。だが保坂にはわかる──その下に本当はどんな顔が隠かくれているか。わざわざ暴あばかずとも、彼にはちゃんと見えている。


「ぼく、思うんですけど。真由さんってもちろん美人だし、性せい格かくもいいんだけど、でもそれだけじゃない気がするんですよね。彼女って、もっと別の何かがあるんですよ」


「…………」


「なんていうのかな──オトコを力ずくでひきつけて離はなさない、人情とか感情とかの理り屈くつを超こえたところで影えい響きようする妖よう気きみたいなもの、とでもいうのかなあ。二ノ宮くんみたいに半はん端ぱでなくお堅かたい人を落とすには、そういうプラスアルファが必要なのかも、ですね」


　麗華、くちびるを引き結んだまま前方を睨にらみつけている。


　その手に双そう眼がん鏡きようはなく、さして視し力りよくがいいわけでもない彼女の裸ら眼がんでは、豆まめ粒つぶ大だいのコガネムシがバケツに張った水の上をもがいている光景と大差ないものしか映うつっていないだろうに、それでも麗華は目に映る何かを睨み続けている。





　　　　＊





　大いに戯たわむれ合った。まったく、どうかしてしまったんじゃないかと我われながら疑うたがうくらい、羽目を外しに外した。


　ひたすら水をかけ合う。基き本ほんは左右の手を交こう互ご、あるいは同時に繰くり出しての弾たま数かず重視。あるいは両手合わせの大たい砲ほうで一発狙ねらい。時には足で水面を蹴けり上げて博ばく打ちをうつ。真由が嬌きよう声せいを放つ。こちらも何だか意味のわからない大声をあげる。まったく、これだけストレートに感情を表に出すのはどのくらいぶりだろう。


　猛もう攻こうに閉へい口こうしたかのように踵きびすを返し、駆かけ出す真由──もちろん満面の笑えみをたたえたまま。毛頭逃にがすつもりはない。すぐに追いつき、バックアタックをかける。悲鳴の形を借りた黄色い声と、背中を向けたまま健けな気げにも繰くり出してくる反撃。それをものともせず攻勢を強めるとあっさり抵てい抗こうを放ほう棄きし、再度逃とう走そうを開始。ここで手を緩ゆるめてはならない。すぐさま追撃戦を展てん開かいする。


　楽しい、と素す直なおに思えた。なんの苦もなく頭をからっぽにできた。先日来──真由が二ノ宮家に来てからの一週間。納得したつもりでも、湯飲みの底に沈ちん殿でんした茶ちや渋しぶのようにこびりついていた微び量りような負の感情。それがことごとく払ふつ拭しよくされた。心の洗濯リフレツシユ？　いや、それ以上。新生リボーンとさえいえる魂たましいの、存そん在ざいの再生産。


　ここへ来てよかった。本当に。


　真由が足を止めて振り返り、乱らん打だ戦せんに応じてきた。頑がん是ぜない子供のように精せいいっぱい腕を回転させ、峻護に一いつ矢し報むくいようとする──はじけるような笑顔は変わらぬまま。おそらくこちらも彼女と似たり寄ったりの顔をしているのだろう。それを自覚しつつ、その爆発する感情を生のまま全身に伝え、激しく応射する。


「きゃっ……もうっ、こうなったら──奥おくの手ですっ！」劣れつ勢せいの真由がひときわ大きく身をかがめた。一発逆転、特大の一撃をお見み舞まいするつもりだろう。


「うわ、ちょっと待って──」


「待ちません！　そぉ────────れっ！」


　掛け声と共に、予想に違たがわぬ盛せい大だいな波が来た。思わずひるみ、もろにそれを浴びる。目ま蓋ぶたと口は閉とじたもののタイミング悪く息を吸すってしまった。


　鼻に入る。咳せき込む。目の裏までツンとくる。


「げほっ……待った、わかった月村さん、おれの負け……」


　なおも咳き込みながら両手を振り、降こう参さんの意を示しめすが──何の反応もない。


「？」


　潮の刺し激げきをこらえつつ目を開け、加害者を見た。


　しりもちをついていた。


　大おお技わざを繰り出す際に勢い余ってひっくり返り、頭から浅瀬に突つっ込んだらしい。どこぞの地じ縛ばく霊れいのように濡ぬれそぼった髪を顔に張り付かせ、自分に何が起ったのか把は握あくしてないのか今なお目を丸くしている。


　ぷっ


　噴ふき出した。そのあとに来る笑いの波に備そなえようとして、一秒ももたなかった。


「あはははははははははははははははははははははははははははははははははははは！」


　爆ばく笑しよう。


　その馬鹿笑いを聞いた真由がようやく我に返り、頰ほおを膨ふくらまし、


「ひ、ひどいですっ。笑いすぎです！」


「す、すまない、確かに笑いすぎだ。あやまる」


　涙なみだを堪こらえ、呼こ吸きゆう困こん難なんに苦しみつつ、神しん妙みように謝しや罪ざいした。


　それにもかかわらず河ふ豚ぐみたいになった顔に朱しゆをのぼらせ、大いに睨んでくる真由。


　その頭の上に。


　カニ。カニがいた。


　何の偶ぐう然ぜんか、頭の上にカニが乗っていた。


　それもハサミを振り上げ、こちらを威い嚇かくしながら。


　家主である真由とおそろいで。


「──なっ、なにがおかしいんですかっ！」


　再ふたたび腹はらをよじり始めた峻護に抗こう議ぎの声が降りかかるが、ただでさえ笑いを堪えるのが至し難なんだった状況、そこへきてこれでは──


　これまでのむっつり人生に帳ちよう尻じりを合わせるかのように笑いつづける。なおも不服を申し立てていた真由もやがてあきらめ顔になり、すると今度は彼女にもおかしみが込み上げてきたのか、口もとに手を当ててくすくすと笑い始める。


　真昼に比ひしてやや温度を下げた風が、二人の間をやさしくすり抜ぬけてゆく。


「──ふう。いや、すまない。本当に笑いすぎた」


「いえ、わたしだって逆ぎやくの立場だったら笑いますから」


　ようやく腹ふつ筋きんと横おう隔かく膜まくの痙けい攣れんを収おさめた峻護が頭を下げ、真由が微び笑しようでそれに応える。


「……ああ、いつの間にかこんなところまで来ていたのか」


　顧かえりみれば、けっこう沖おきの方まで出てしまっていた。


「ちょっと遠くまで来すぎたな。少し戻ろう。ここだと何かあった時に対応がしにくい」


「あっ、はい、そうですね。戻りましょう」


　しりもちをついたままの真由が腰を上げようとして。


　その動作を途と中ちゆうで止めた。


　なにやら意い趣しゆありげな顔をしている。


「月村さん？」
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「……あの、ですね」


　視し線せんの先が落ち着きなく行き場を変えている。


「なに？　ひょっとしてケガでもしているとか」


「えーとその、ケガとかはないんですけど、ちょっと足首をひねってしまったような、そうでもないような。立てないわけでも歩けないわけでもないけど、大事を取った方が無難な気がしなくもないというか。実際に痛いたいのかと言われればそうでもないんだけど、重ねて痛いのかと言われれば何となくそんな気がしてくることも有り得なくはないというか。だからなんというか、」


「…………」


「す、すいません、やっぱり起きます、はい、おまたせしてすいませ──」


「月村さん」


　差し出された手に、真由は口を閉とざす。


「ええと、その、」


　見上げてくる瞳ひとみから目線を逸そらしつつ、


「すまない、おれも鈍にぶいというか気が利きかないというか。確かに身体からだの不具合というのは自分で気づかないものもあるわけで、こういう場合は大事を取った方がいいに決まっているわけで。たとえそんな気がするというだけでも、まだ痛むんだったらこうすれば少しは支えになるかもしれないというか、また足を滑すべらせたりしないための予よ防ぼうというか転ばぬ先の杖つえというか同じ轍てつを踏ふんではいけないというか」


「…………」


「つまりその、あー、……よかったらこの手、使ってくれ」





　　　　＊





「あーあーもう、見ちゃいられないですよう……あれって目に毒ですよね、ある意味」


　双眼鏡を下ろした保坂、諦てい観かんじみた色をまじえて長々と吐と息いきする。


「で、どうしますお嬢じようさま？　やっぱり水、かけます？」


「……やるわよ」


「ただ先に言っておきますけど──水かけのほうはまだしも、二ノ宮くんの見てる前でわざと転んで助けてもらおうとすると失敗しますよ、ボートの時と同じで。でもやっぱりそっちもやりますか？」


「…………」


「お嬢さま？」


　おもむろに屈かがみ込み、麗華は砂すな浜はまに何かを探さがしはじめた。


「お嬢さま、なにをやってるんです？」


　やがて拾い上げた小さな貝かい殻がらは、半分に割われてちょっとした刃は物もののように尖とがっていて、麗華は無言のままそれを己おのれの指先に持っていって──


「あ。ずるした」


　下げ僕ぼくの肯こう定てい的とはいえない感想には耳を貸かさず、マチ針大の血だまを指に乗っけたまま、もはや戦せん略りやく的勝算どころか戦せん術じゆつ的なそれさえない、意地だけに支ささえられた特とつ攻こうへと令嬢は赴おもむく。





　　　　＊





　高笑いが届とどいては来たが、それを聞くまでもなかった。前方のビーチに『こまったひと』が待ち構かまえているのはとうにわかっている。


　ここまで来ると真由も心得たもので、


「あ、わたし先にあがってますね。もうそろそろ陽ひも暮くれてきますし」


　峻護がなんのアクションも起こさぬうちからそう申し出てくれた。


「……何度もすまない。おれもできるだけ早くあがるから」


　足早に離はなれていく後ろ姿すがたに頭を下げ、こちらも駆かけ足で呼よび出し先へ向かう。


「──遅おそい。いい加か減げん待たされるのにも飽あきましたわ、わたくし」


「はあ、すいません。これでも走って来たんですが」


「お黙だまりなさい。口ごたえは許ゆるしませんよ」


「はあ、すいません。それで、用よう件けんは？」


　それには応こたえず、麗華はただあごをしゃくり、先に歩き出す。


　おとなしくついていくが──しかしよくよく考えるまでもなく、そのルートはつい今しがた峻護が通ってきたものと同じ。つまり、浅あさ瀬せに向かっている。


　膝ひざ裏うらのあたりまで海に浸つかったところで止まった。


　そのまま動かない。腕うで組ぐみをし、背せを向けて、両足は肩かた幅はばに広げたまま。


「先せん輩ぱい？」


　いらえもない。色を深めた陽の光に照りかがやく海うな原ばら──金こん色じきの麦畑に佇たたずんでいるような細いシルエットの肩に、緊張が凝こり固まっているのが見える。


「先輩？」


　再さい度どの呼びかけに、その緊張が弾はじけるのが見えた。


　振ふり向く。


　背はい後ごに立った痴ち漢かんに平手打ちをかますような勢いきおいで腕を振り上げながら──


　しかしその手は峻護の頰ほおではなく海面に向かって伸のばされて──


　次の瞬しゆん間かん、見事な弧こを描えがいて塩水の散さん弾だんが放たれた。


　本物の散弾なら原形も止とどめぬ肉にく片へんと成さしめたであろう速度と精せい度どで、それは峻護の全身を舐なめつくす。


　想定外の威い力りよくに思わずたたらを踏ふんだ。鏡があれば、主人に石を投げられたチワワみたいな顔をしている己の姿を彼は見たことだろう。


　麗華は麗華で、まさかそこまで高威力の一撃を繰くり出すことになるとは思わなかったらしい。むしろ自分が被ひ害がい者しやであるかような面おも持もちで、気まずそうに顔をそむける。


「……こっ、これは、」


　目を泳がせながら言い繕つくろう、


「これは──そう、北条家に代々伝えられている独どく自じのおまじない。これを浴びた者はその一年間、無病息そく災さいを得られるとか。たった今それを思い出して、なんとなくやってみたくなったのです。感かん謝しやなさい」


　どこかの銭ぜにゲバ神社のようにご利り益やくの押し売りをしつつ、さらに声を大きくする。


「そんなことはどうでもいいのです。あなたに用があるのですわ二ノ宮峻護」


　言って、ぐい、と片かた手てを突つき出した。


「？　手が、どうかしましたか？」


「あなた、その眉まゆの下についてるものはガラス玉なの？　よく御ご覧らんなさい」


　その通りにする。


　白しら魚うおのような、という比ひ喩ゆが誇こ張ちようにならない、美しい指。ゴツゴツしたところがまるでない──冬の北国、雪に覆おおわれた丘おかの稜りよう線せんみたいになめらかなライン。


　さらに目を凝らすと、人差し指の先に鮮あざやかな赤が滲にじんでいるのが見えた。


「ケガをしていますね」


「そうですわね」


　といってもほんのわずか皮ひ膚ふに切れ目が入っているだけ。蚊かに食われたのと大差ない。せいぜいが注射針を刺さされた程てい度どの傷きずである。


「ええと、それで？」


「それで、ですって？」


　お嬢じようさまはまなじりをいからせ、


「あなたの頭ず蓋がい骨こつにはスポンジでも詰つまってるのかしら？　何をすればいいかなんて、考えるまでもないでしょう」


「はあ。ですが……」


　そもそもほとんど出血の止まっている裂れつ傷しように対してできることなどそう多くはない。確たしかに海水に晒さらしていてはいい影えい響きようがあるはずもないが、しかし問題は──


　判はん断だんに窮きゆうしているところへ、さらに苛いら立だちを募つのらせた声、


「さっさとなさい二ノ宮峻護。待たされるのには飽きたと言ったはずよ」


　やむをえない。


「わかりました。では、失礼して──」


　観念して、麗華の指を口にくわえた。


「──ひゃわっ？」


　素すっ頓とん狂きような悲鳴を耳にしつつ、傷口を消毒する。舌したで。丹たん念ねんに。


「なっ、そっ、やっ、なっ、」


　錆さびた鉄の味を余よ韻いんに残しつつ、指を解かい放ほうした。


「──！　──！」


　麗華、顔を耳まで紅こう潮ちようさせ、治ち療りようの終わった指を抱だきかかえるようにして一歩後ずさり、口をぱくぱくと開け閉しめし、まともな言語どころかろくに音声さえ出せない始末で、


「……あの、先輩？　やっぱりまずかったですか？」
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　何の医用品も手もとにない状じよう況きようではこれ以外に方法がなかったし、彼女もてっきりそれは承しよう知ちしていると思ったのだが……


「ば、ばかっ。も、もういいですわっ、わたくし、失礼いたします！」


　ばしゃばしゃと飛沫しぶきを上げ、時おり足をもつれさせながら走り去ったところをみると、そうではなかったのだろうか。


「──ま、お嬢さまのあれは天然だろうけどね。でもこの状況でそれを出してもねえ」


　背はい後ごから能のう天てん気きな声。


　あっさり背中を取られることに馴なれ始めた自分に悲しいものを覚えつつも、努めてそれを表に出さないよう振り返る。


「……保坂先輩、何度も言いますが──」


「とはいえ君もイイ性せい格かくしてるなあ」


「？　何がです？」


「いや、いいんだよ。今はまだね」


　にこやかな微び笑しようを崩くずさぬまま、付き人少年は峻護の横を通り過すぎる。


「二ノ宮くんもそろそろあがったほうがいいよ。潮も満ちてきたし、風も強くなってきたから」


　確かに。膝ひざの裏うら程てい度どまでしか掛からなかった小さざ波なみは今では腿ももに届きそうだし、潮風はまだなお熱気を含ふくんでいるものの、濡ぬれた肌はだには少々つらくなってきた。


「それじゃお先に」


　手をひらひら振って保坂、水の抵てい抗こうを感じさせない足取りですたすたと遠ざかってゆく。


　それを手持ち無ぶ沙さ汰たに見送りつつ、峻護はなおも動かない。


　自問する。


　──イイ性格だって？　おれが？


　それは、おれの周りでおれの平へい穏おんを引っ搔かき回す連中にこそ言ってやりたい。


「まったく……」


　ひとりごち、潮でねばりを帯びはじめた髪かみをかきむしる。


　海面を走る風がまとわりつき、ぬるい感かん触しよくを残して吹ふき去ってゆく──





　　　　＊





　海遊びを切り上げて潮を洗い落とすために風ふ呂ろへ向かった峻護は、その浴場を目に入れるや思わず歓かん喜きの口笛を吹いていた。


　露ろ天てんの岩風呂である。


　年とし経へた珊さん瑚ごで出来た石せつ灰かい岩がんを切り出して浴よく槽そうとし、いきれが立つほど濃のう厚こうな熱帯の緑がそれを囲み、見目鮮あざやかに咲さき乱みだれる花々がアクセントを加えている。


　なるほど、姉がここを選んだ理由がよくわかった。このあふれる野や趣しゆ、一級の湯を楽しめること請うけ合いである。先日来、入浴の面おも白しろさに急きゆう激げきに目覚め始めた彼にとって、これはなによりの馳ち走そうだった。


　さっそく足を入れる。すっかり陽ひに焼けた肌はだには少々刺激が強すぎるきらいもあるが、それもまた心ここ地ちよい。


　さらに峻護を喜ばせたことに、どうやらこの湯は温おん泉せんらしいのである。無色透とう明めいで特有の香かおりもないが、つるつると皮ひ膚ふを磨みがき上げるようなこの感触。間ま違ちがいない。


　首まで浸つかって大きく息をつき、満足の意を示しめす。見上げれば茜あかね色いろに滲にじみつつある空。気の早い一番星が早くも名乗りをあげ、それをさえぎるように森から鳥の群むれが飛び立っていく。


　目を閉じれば海を渡る風の息い吹ぶき。木々に潜ひそむ、生あるものたちの呼こ吸きゆう。


　太平楽である。


　もっとも、その穏おん和わな時間も大して長続きはしないのだろうが──


「……あのう、二ノ宮くん」


　予想に違たがわず、さっそくそれは破やぶられることとなった。


「あの、わたしもご一いつ緒しよして構かまいませんか？」


　岩に背中を預あずけたその後ろから、遠えん慮りよがちな申し出。


「ええとですね、このコテージって、お風呂はここ一つしかないそうなんです」


　そう。驚おどろくべきことに、どう考えても一級セレブ向けであるはずのこのコテージには、入浴可能な設せつ備びがここしかないというのだ。まったく、涼子がここを選んだ理由がよくわかる。


「それでですね、今日は無ぶ礼れい講こうということですし、できることならご一緒したいと──」


「月村さん。まずは確かく認にんしておきたい」


　振り返らずに問う。


「月村さんは今、水着？　それとも──」


「みっ、水着です！　もちろんです！」


「わかった。じゃあ今度はおれたちの置かれた状じよう況きようも確認しておきたい」


　ごく冷静な口調で、


「確かにおれたちは普ふ段だんから一緒に風呂に入っている」


　問題発言だが、事実である。


「ただしそれは君の男だん性せい恐きよう怖ふ症しようを治すための特訓、という名目でやっていることだし、それにちゃんとお互たがいに水着をつけた上でのことだ」


　これも事実。


「月村さんはいま水着をしているからこれはいいとして、問題は、だ。ここは南の島で、バカンス中で、なおかつ今日のおれは『特訓』から解放されているということだ。そのことについては姉さんの許きよ可かも下りている。ということは──」


　一ひと呼こ吸きゆう置き、断だん固ことして告げる。


「おれに、君と一緒に風呂に入る義ぎ務むはないということだ」


「……そ、そうですか──そっ、そうですよね、よく考えたらおかしいですもんね、男の人とお風呂に入るなんて。普段から一緒だったから、ついその頭で変なこと言っちゃいました。すいませんごめんなさい、わたしお風呂はやめてタオルで身体からだふいてきますからこれで、」


「──と、本来なら言うところだけど」


「え？」


「月村さんが望むなら、今日に限かぎっては構わないと思う。というのも、今日は無礼講ということになっているから。しかも提てい案あんしたのはおれだ。それに反する行動を取るのは節せつ義ぎに悖もとることになる」


　まどろっこしい男である。そもそも真由の登場は予想の範はん囲い内であり、その証しよう拠こに二ノ宮峻護、下は海パンのままなのだ。


「そういうことだ、月村さん。どうぞ中へ。いくら南の島でもそろそろ冷えてくるから。早く温まったほうがいい」


「二ノ宮くん……」


　大げさにも感かん極きわまったように、真由。次いでひどく照れくさがる気配が伝わってきて、


「すいません、ええと、それではお言葉に甘あまえて──」


　視し界かいの端はし、すぐ隣となりにスリムな脚あしが伸びてきて、


「ちょっとお待ちなさいッ！」


　島中に響くような怒ど声せいが空気を震ふるわせた。


　確かめるまでもない。怒気もあらわにずかずかと介かい入にゆうしてきたのは、メイド服に着き替がえた北条麗華。そのうしろから「よしましょうよー。オチが見えてるじゃないですかぁ」と忠ちゆう言げんに及およびつつ保坂が追ってくる。


　だが令嬢は下げ僕ぼくの忠告など一いつ顧こだにしない。怨おん敵てきの目と鼻の先まで顔を近づけると嚙かみ付かんばかりの勢いきおいで、


「月村真由！　『お言葉に甘えて』じゃないでしょあなたっ。なに考えてるの、こんな、二ノ宮峻護と──男と一緒に入浴するなんて！」


「あの、でも、この島にお風呂はここしかないし……」


「時間をずらすとか、いくらでもやり方はありますでしょう！」


「あのね月村さん。お嬢さまはね、ここのお風呂が混こん浴よくだって聞いてね、今はタオルで身体を拭ふくだけで我が慢まんしてるの。あとでこっそり一人で入るつもりだったみたい」


「保坂！　今度余よ計けいな口を利きいたらその唇くちびるをホッチキスで留めてやりますからねッ。いいこと月村さん、これは最後通告よ。わたくしが冷静でいられるうちにここを出なさい！　今、すぐ！」


「でっ、でも、わたしも二ノ宮くんも水着だし……」


「デモもテロもありません。ここはプールでも海水浴場でもないの、浴場なのよ！　男女が共にあることなど許されざる無む体たいです。わたくし断だんじて、断じて認みとめませんから！」


「──あらあら、ひどい暴ぼう言げんねえ」


「まったくだ。混浴を全否定するがごとき発言……到とう底てい、聞きき捨ずてならないな」


　げっ、と峻護、思わずうめいていた。出た。涼子＆美樹彦。今日一日はおとなしくしているかと思ったのに。


「まだ麗華ちゃんには話してなかったかしら？　二ノ宮家ではね、混浴が奨しよう励れいされているの。もちろん二ノ宮家の住人である真由ちゃんにも、そして麗華ちゃん、あなたにもそのことは適てき用ようされるわ」


「そ、そんなこと──！」


　何食わぬ顔でのたまう姉だが、十六年間二ノ宮家の住人をやっている峻護でさえ初耳である。麗華が知るはずもない。


「そう、浴場とは本来それがあるべき姿。男女が性別の垣かき根ねを取り払はらい、互たがいに胸きよう襟きんを開き合う神しん聖せいなる場所──それがアカシックレコードにも刻きざまれている人類共通の良りよう識しきであり、入浴の真しん髄ずいである。人知の結けつ晶しようたるこの文化を尊とうとび、欣よろこんで準じゆんじるのが地球市民としての筋すじではないかね？」


　さらに美樹彦が詭き弁べんを弄ろうし、涼子の即そく席せき方ほう針しんを補ほ強きよう・支し援えんする。


「それにね、麗華ちゃん」


　さらにさらに涼子、麗華が反はん論ろんする前にするすると近づき、そっと耳うち。


「あなた、まさか約束を忘わすれたわけじゃないでしょうねえ……？」


「約束？」


「わたし、峻護を落とすことで真由ちゃんの邪じや魔まをするのは認みとめる、とは言ったわ、確かに。でもあなたの今の行動、それとはちょっと外れるんじゃないかしら」


「こ、これは、だって、あの小こ娘むすめがあんまり破は廉れん恥ちなことをするから──」


「言い訳わけ無用。おまけにその着衣は何？　ちゃんと言いつけどおりメイド服を着てるのは感心だけど、お風呂場でその格かつ好こうは頂いただけないわねえ。腰こし抜ぬけの峻護に免じて水着の着用だけは認めてあげたけど、本来入浴に繊せん維い製せい品ひんは不用のもの。一糸まとわぬ姿こそがあるべき礼れい儀ぎ。それを知りながらこんな厚あつ着ぎをしてきて──」


「ちょ、聞いてないですわよそんなこと！　それにわたくしはお風呂に入るつもりでここに来たんじゃ、」


「だーめ。おしおきが必要ね」


　そう言うや否いなや涼子、獲え物ものにからみつくニシキヘビの動きで麗華の動きを封ふうじつつ、その肩かたにしなだれかかる。


「やっ……な、何を、」


「そうねえ、ちょっといたずらしてあげようかな、ってね」


　涼子の手がもぞもぞと動きはじめた。


「ひゃんっ！　ちょ、あなたどこさわって……！」


「うふふ。感度いいわねえ。今からこれではこの先どうなるやら。楽しみだわ」


「ひっ……あ、あなた、まさかそういう趣しゆ味みが──」


「うふふ。さあどうかしらねえ」


「い、いやああああああああああああっ！　いやですわたくしいや、やだってば、ちょ、そんなとこ、きたな、」


「ま。いい反はん応のうねえ。かわいいわ。ほんとに食べちゃおうかしら」


「──っ！　ちょっと保坂！　なに指くわえて見てるのよっ。とっとと助けなさい！」


「えーとごめんなさいお嬢じようさま。ぼく、その人に勝つのは無理なので。自力で何とか」


「こ、この無能者！　あんたなんか、あんたなんか、」


「めくるめく薔ば薇らと百ゆ合りの世界へようこそ、麗華ちゃん。この味を一度知ったらクセになるわよお。ふふ、わたしも久ひさ々びさだから燃もえてきたわ」


「じょ、冗じよう談だんよね？　冗談ですわよね？──ちょ、本気？　本気なの？　だっ、だめ、や、ボタンが、無理、破やぶれる、ほんとに、外れ、」


「…………」


　あられもない様相を呈ていしてくる麗華に心の中で十字を切る峻護だが、知らぬ存ぞんぜぬを決め込んでいる彼にも災さい厄やくは襲おそいかかってきた。


「あっはっは。楽しそうだなあ、涼子くんも麗華くんも」


　美樹彦である。


「どうだい峻護くん。僕ぼくたち二人も」


「……………何がです？」


「なあに、別段大したことではない。我々も彼女たちを見習ってしっぽりやろうではないか、という提案なんだが」


「冗談は休み休み言ってください」


「まあそう言わず」


「近寄らないでください」


「ふふふ、みんな最初はそう言うのさ。君と同じ反応を示した者のうち実に十割が、ことの前と後とでは真ま逆ぎやくの態度をとったものだ。どうだい？　君も僕の撃げき墜つい記録更こう新しんに協力してみては」


「寝ね言ごとは寝て言ってください」


「まあそう言わず」


「じりじりと近寄らないでください」


　もはやのんびり湯に浸つかってなどおれず、虎とらに狙ねらわれた猫ねこのように後こう退たいする峻護。決定的な実力差のある美樹彦が相手である。もし本気でこられたら──さぞかし無残な未来が彼の肩かたを叩たたくことになるだろう。


　最悪の結末はできるだけ考えないようにしつつ、彼は己おのれの貞てい操そうのための闘とう争そう、あるいは逃とう走そうに身を投じる覚かく悟ごを決める。





「楽しそうだねえ」


　と呼びかけた保坂の言葉を、自分に向けられたものとは思わなかったのだろう。数テンポ遅おくれてようやく真由の反応が返ってきた。


「え？　な、なんですか？」


「いや、楽しそうだな、って思ってさ。あのひとたち」


　真由の恐きよう怖ふ症しように配はい慮りよして五メートル離はなれた位置から、再さい度ど話しかける。


「……あの、その、二ノ宮くんと麗華さんは、あまり楽しんでいないように見えます」


　それでも彼女の感情を刺し激げきするらしい。かなりびくついた声こわ調ぢよう子しでそう応じてきた。


「うん、なるほど。真由さんにはそう見えるのかな」


　頷うなずいておき、この、主人にとって最大の障しよう害がいを横目で観察する。


　はらはらおろおろ、憂うれい顔の弱り顔で、眼がん前ぜんに展てん開かいする阿あ鼻び叫きよう喚かんな状況を見守っている。そこに本音以外の成分は分子ひとつ紛まぎれてはいないのだろうが。


（読みにくいんだよねー、このひとって）


　まあいい。種を蒔まき、芽も出始めた。あとは水をやって、雑ざつ草そうを抜いて、陽に当てて。


　でも、収しゆう穫かくをどれほど皮算用したところで結局は──


（なるようにしかならないんだよねー）


　いずれ、彼にできることはそう多くないのだ。それもまたわかりきったこと。


　今はただ月村真由と同じく、馬鹿さわぎの光景を苦く笑しようをもって見守るだけ──




　其の三　彼女が月夜に目覚めれば







　コテージの一いち隅ぐう、ゲストルームの一室で。


　息も絶たえ絶だえに死地を脱だつした麗華がベッドに突つっ伏ぷしていた。砂すな浜はまに打ち上げられたクラゲの死体みたいに手足を投げ出し、陽ひにあたって溶とけ出した雪だるまのごとくシーツの上でへばっている。


　名家の令れい嬢じようにあるまじき醜しゆう態たいだが同どう情じようの余よ地ちはある──と、保坂は先ほどの濡ぬれ場を反はん芻すうしながら思う。あれだけ苛か烈れつな責せめを受け続ければ、さぞかし精せいも魂こんも尽つき果てるというものだろう。


「だめですよ、あまり無茶しちゃ」


　額ひたいに載のせた濡ぬれタオルを取り替かえてやりながら毎度の忠告をした。


「…………」


　主あるじからのいらえは無い。ちらりと下げ僕ぼくを一いち瞥べつしただけで、うるさそうにタオルで目もとを覆おおい隠かくしてしまう。疲ひ労ろうして口を利きくのも億おつ劫くうなのだろうが──だが、理由がそれだけでないことは保坂の目に明らかだった。


　そろそろ頃ころ合あいだろう。そう見て取り、まずはこう切り出した。


「──お嬢さま、ひとつ訊ききますけど。さっきお風ふ呂ろ場ばで真由さんにああだこうだと注文をつけましたよね。なぜです？」


「…………」


「約束破やぶりになることはわかってたでしょう？　そうなれば涼子さんや美樹彦さんが黙だまっていないだろうことも。なのにどうしてあの場に出て行ったんですか？」


「……あの小こ娘むすめが度を過すぎて破は廉れん恥ちな真ま似ねをするからですわ。約束破りだろうとなんだろうとあれを見過ごすわけにはいきません」


「それだけですか理由は」


「ほかに何があるというの」


「ありますよ。たとえば焦あせりだとか。このまま行ったら確かく実じつに真由さんが二ノ宮くんをもっていきますからね。現状、真由さんに大きく水をあけられているのは誰だれが見たってわかります。それでつい、ああいう行動に出てしまった、と」


「旗色がよくないのは認みとめましょう。ですが、勝負などは最後の段だん階かいで一歩先んじていれば済すむのです。ここで焦る必要なんてどこにもありませんわ」


（──意地っ張りだなあ、ほんと）


　呆あきれ混まじりの苦く笑しようを口もとで嚙かみ殺しつつ、なおも弱みを衝ついていく。


「じゃあ、焦ってなかったとします。だとしても八つ当たりの要素はありますよね。だって、二ノ宮くんとお風呂に入るなんてお嬢さまにはできないもの。それができる真由さんに嫉しつ妬としたんじゃないですか？」


「八つ当たり？　嫉妬？　冗じよう談だんじゃないわ。言いがかりもほどほどになさい」


「ちがうんですか？」


「当たり前です。そもそも前提からして間違っているわ。何度も言ってるでしょう、わたくしは二ノ宮峻護に何の感情も持ち合わせていないの。あの男とあの小娘がどこでなにをしようと知ったことではありません。だから月村真由に八つ当たりのしようも嫉妬のしようもない。そうでしょう」


「なんだかよくわからなくなってきたなあ。そもそもどうしてこの勝負を──二ノ宮くんをお嬢さまのモノにする勝負を受けたんでしたっけ？」


「そのほうがより効こう果か的な精せい神しん的ダメージをあの女に与あたえられるからです」


「それで、お嬢さまはその勝負に勝つ気があるんですか」


「答えるまでもないでしょうそんなこと。──もちろん、あの男のことなんてほんとうはどうでもいいのだけれど」


「なるほど。で、そのための戦せん略りやくが、真由さんのやりかたを追つい随ずいすることだったんですよね。そのほうがより効果的な屈くつ辱じよくを与えられるとかどうとかで」


「その通りですわ」


「今日一日、いろいろやってきましたよねえ」


　しみじみと呟つぶやいて一ひと呼こ吸きゆう置き、なおも続ける。


「でもお嬢さま。よくよく考えてみればですね、真由さんのこと破廉恥、破廉恥、って言いますけど──お嬢さまだってけっこうすごいことやってたじゃないですか」


「そ、それはそういう戦略があったからで、」


「戦略のためなら破廉恥なこともする、っていうことですよね。じゃあどうしてさっきのお風呂場では真由さんの後追いをしなかったんですか？」


「だってそれは、あの小娘があんまり破廉恥なことをするから、」


「やっぱりよくわからないなあ。実じつ際さいのところ水着での混浴なんて、お嬢さまが言うほどきわどいことでもないですよ。それはたしかに、若わかい男女が毎日家で、ということならまた話は違ちがいますけど」


「そんな、そんなのはあなたの価か値ち基き準じゆんじゃない。わたくしの考えはそうではないという、それだけのことでしょう」


「──らしくないですよ、お嬢さま。いつものお嬢さまらしくない。どうしたんです」


「う、うるさいわねっ。わたくしは疲つかれているのです。これ以上あなたの戯ざれ言は聞きたくありません」


　そう言い捨てると麗華は寝ね返がえりをうち、シーツにくるまって背せを向ける。


　保坂は手を緩ゆるめない、


「ほんと、らしくないですねえ。北条コンツェルン次期総そう帥すいで神宮寺学園生徒会長の麗華お嬢さまはどこへいったんです。冷静沈ちん着ちやく、深しん謀ぼう遠えん慮りよ、即そく断だん即行の北条麗華お嬢さまは。下の者が今のお嬢さまをみたら腰を抜かしますよ。方ほう針しんは行き当たりばったりで行動は矛む盾じゆんだらけな上に、全局面において連戦連敗、突っ込まれれば言い訳わけばかり。ひょっとしてあれですか、ぼくの知らないうちに別の誰かと入れ替わったりしてますか。本物のお嬢さまは宇う宙ちゆう人じんにでも連れ去られて怪あやしい実験の真っ最中ですか」


「…………」


　麗華は応こたえない。


「だいたいですね、勝負に勝つ気はあるって言ってましたけど、そこからしてぼくは疑ぎ問もんです。普ふ段だんのお嬢さまなら必要とあればいくらでも冷れい徹てつになれるはずですよね。たとえば一昨日の債さい務む処しよ理り、あれなんて見事な豪ごう腕わんでしたよ。軋あつ轢れきが生じるのを承しよう知ちで最短距きよ離りを突っ走って──遺い恨こんや批ひ判はんも多く買いましたが、それをはるかに上回る黒字と恩おん義ぎを買った。それでいいんです。勝つつもりなら勝負に徹すればいいんです。余よ計けいな感情や、唯ゆい一いつ絶対の目的以外のものはどんどん排はい除じよしていけばいいんです。今回に限かぎってなぜ、そうしようとしないんです」


「…………」


「そもそもこの勝負を受けたことからして変です。いつものお嬢さまならきっちり勝つ算段を見み出いだしてから勝負に臨のぞむのに、今回は相手の出した条じよう件けんをほとんど鵜う呑のみにしただけ。こんなばかな話はありませんよ。不利なスタートラインに立って当然です。こんな勝負は初めから受けないのが最善だし、受けるにしても日を改めるとか、別のやり方がいくらでもあったでしょうに」


「…………」


「それでも他ならぬお嬢さまのことですから。受けたからには何かしら勝算があるにちがいないと思ったし、なかったとしてもそれを見出せるだけの当てはあるんだろうと思ってたら──なんのことはない、どちらもまったく無かったんですからね。そうでしょう？　それは、今ここでだらしなく溶とけているお嬢さまを見れば一目瞭りよう然ぜんです」


「…………」


「まさかとは思うけどやめてくださいよ？　この期ごに及およんで弁べん解かいじみた真ま似ねをするのは。勝負は結果がすべてだし、これまでのお嬢さまは勝負へ臨のぞむに当たっては必ず勝算を携たずさえていたし、実際すべての勝負で勝ちを拾ってきました。そのお嬢さまをして『勝算はちゃんとあったけど今回は失敗しちゃいました。てへ』なんて言うことがあったらぼく、泣いちゃいますからね」


「…………」


　主人はぴくりとも動かぬまま、なおも応えない。


　すこしだけ語調を変えて保坂は続ける。


「そもそもどうして今回、真由さんの後追いで行こうと決めたんです。ほんとうにそれがお嬢さまにとってベストの選せん択たくだったんですか？」


「…………」


　応えない。


　が、今度は保坂も待つ。


「…………」


　待つ。


「……仕方ないじゃない」


　シーツの中から音が洩もれた。


「だって、わからないんだもの」


　北条コンツェルン次期総帥でも、神宮寺学園生徒会長のものでもない、声が。


「どうしていいか、わからないんだもの……」


（──おやおや）


　そのひどくしょげかえった、どこにでもいる女の子のような声を聞いて、思う。


　そういう無む防ぼう備びなところをちょっと見せるだけでいちころなんですけどねえ。二ノ宮くんなんか特に。彼って情に脆もろそうだし。もちろん教えてあげないけど。


「ま、いいんですけどね。コンツェルン次期総帥としての麗華お嬢さまや生徒会長としての麗華お嬢さまと、プライベートな麗華お嬢さま個こ人じんとが同じ資し質しつを持つ必要はないんですから。いろいろ言いましたけど、強くないお嬢さまというのもけっこう嫌きらいじゃないですよ、ぼく。いいんじゃないですか、そういうお嬢さまがいても」


「…………」


「今後どうされるかはお嬢さま次し第だいです。ただ、どうせなら後こう悔かいのないやり方を選びましょうね。だってこれ、北条家の威い信しんを賭かけた戦いでしたよね、確か」


「…………」


　応えない。


　けどもう十分だよね──そう見て取り、保坂は口をつぐむ。


　開け放した窓まどからゆるやかに空気が流れてくる。風鳴りはやみ、潮しお騒さいのみが遠くに響ひびいている。


　そして茜あかね色いろ。燃もえるような陽光がここちよい温度で室内を、シーツにくるまった背中を、その背中を見守る眼まな差ざしを、ただ一いつ色しよくに染そめ抜ぬいている。


　もぞり、とシーツが動き、巣す穴あなにもぐる子リスのようにいっそう丸くなった。


「星が──」


　母リスの機き嫌げんを窺うかがうような声、


「星が、きっときれいだと思うの。ここは空気が澄すんでいるから。星せい座ざだっていつもと違う形で見えるわ。もちろん、高山地帯だったら空気も薄うすくてもっとよかったでしょうけど、海の星には海の星のよさがちゃんとあるはずなの」


「…………」


「だからね、だから──」


「いいですねえ、それ。いいんじゃないですか」


　保坂、大きく頷うなずく──もとより主あるじからは見えていないだろうが、気配は伝わるだろう。


「今日は雲も少ないみたいですし、きっといい星空になりますよ。星座が違えばそこから話題を広げていくこともできるでしょうし。もちろん山の星空にはない海の星空のよさもたくさんあるでしょう。おまけに今日は満月だそうですから。海も空気もきらきら光ってきれいでしょうね。これ以上ないシチュエーションです。ナイスです。絶対いけますよ」


「……ほんとう？」


「ばっちりです」


「うそじゃない？」


「確実に落とせます」


「…………」


　もぞもぞと、シーツの中身がさらに小さくなる。恥はじらいを覚えた童女のように。


「ま、もっともですね、」


　と、保坂は釘くぎを刺さすのを忘わすれない。


「時機を逸いつすればそれもどうなるかわかりませんけどね。チャンスは常つねに同じ時、同じ場所に転がっているわけではない──なんてこと、わざわざぼくの口から言うまでもないことだし。ましてやレースに参加しているのはお嬢さまひとりじゃありませんから」


　──効果覿てき面めん。


　安あん穏のんと澱よどむ空気を蹴け立たててバネ仕じ掛かけのように勢いきおいよく跳はね起きると、シーツが床ゆかに落ちるより早く、主あるじはもうドアに向かっていた。


「身づくろいをしてきます。その間に服を用意しておきなさい」


「服？　着替えるんですか？　でもいいんですか、そんなことして」


「構かまいません。言う通りになさい。それと保坂、あなた未いまだに勘違いしているようだけど──わたくしはあの男に特別な感情を抱いだいているわけじゃないわ。今回のことはあくまでも月村真由への意い趣しゆ返がえしを目的としているもの。その点、取り違えることのないように」


「──わかりました」


　今日一番の笑顔で保坂は応じ、それを一いち瞥べつした令嬢は鼻を一つ鳴らしただけで下げ僕ぼくに背を向ける。





　颯さつ爽そうと黒くろ髪かみをひるがえして部屋を出て行った残ざん像ぞうを目ま蓋ぶたの裏に再さい生せいしながら、思う。


　あのひとは、やっぱりあれが一番いい。


　たとえこの後、その美び貌ぼうが失意に彩いろどられることになるのだとしても。





　　　　＊





　風ふ呂ろ場ばでの騒そう動どうをどうにか切り抜けた峻護は自室に戻もどり、ようやく人ひと心ごこ地ちついていた。


　相部屋ではない。今日はすべての雑ざつ務むから解かい放ほうされる日であるというのが建前であり、事実そういう扱あつかいを受けている。ゆえに男性恐きよう怖ふ症しよう克こく服ふくプログラムが課せられることもなく──つまるところこの部屋に月村真由はいない。


　これこそが本来あるべき姿すがただ──ベッドに寝転がりながら心中で呟く。年とし若わかい男女が一つ屋根の下で暮くらすだけでも差し障さわりがあるのに、あろうことか同じ部屋で起き居きよしていたこれまでこそ問題なのである。ようやく、ほんの一時にせよ、あるべき状じよう態たいに回帰できた。慶けい賀がに値あたいする出来事ではないか。これが健全な青少年の望ましい関係であり、ほんの一週間前まではひとりでいることが当たり前だったのだ。


　と、言い聞かせてみるが──どうやら本心を偽いつわれそうにはなかった。


　たぶん、一週間は長すぎたのだ。遠い年月を経へて培つちかってきた価か値ち観かんをことごとく打ち砕くだくには十分すぎる期間だったのだ。月村真由という少女の存そん在ざいを前にしては。


「…………」


　寝返りを打った。


　広く取った窓の向こうに黄昏たそがれ時どきの景色がある。


　浜はま辺べを少女がひとり、歩いているのが見えた。





　コテージを一歩出るとそこはもう見み慣なれたはずの島。だけどそれは峻護が初めて訪おとずれる世界。


　壮そう絶ぜつなほど美しい夕暮れ。


　朱しゆ色いろと金色との幸福な交合がすべての空間を、いや時間をすらその一色で満たし、染め上げている。


　その輝かがやき、その煌きらめき。


　空も雲も太陽でさえも、手を伸のばせば容よう易いに触ふれてしまいそうな、圧あつ倒とう的な質しつ感かん。マクロとミクロの垣かき根ねもなく、遠近感の概がい念ねんをも蹴け散ちらして、ただそれは、視し覚かくの捉とらえたそのままの姿でそこにある。


　その光景に打たれ、しばし立ちすくんでから、嚙かみしめるようにして落陽の中を歩く。


　別に足音を消していたつもりはないが、真由がこちらに気づくのはかなり遅おくれた。


「──わ、二ノ宮くん。どうしたんですか」


　うたたねを揺ゆり起こされた時のように軽く目を見開き、首を傾かしげてくる。


「いや。これといって用があったわけじゃない。月村さんがひとりで歩いてたから、少し気になって」


「あ、すいません。気を遣つかわせちゃいましたか」


「いや、おれが勝手にやってることだから」


　かすかに微笑ほほえみ、真由は再ふたたび顔を戻す。視線の先には海に潜もぐりつつある太陽がその頭をのぞかせていた。


　隣となりに並ならんだ。


　真由は、驚おどろいたようだった。今度ははっきりと目を丸くし、こちらを見上げ──すぐに逸そらして顔をうつむける。峻護はすべてを横目で見ながらそ知らぬふりをする。


　お互たがい、黙だまった。


　寄よせては返す小さざ波なみの音だけが二人の間を流れてゆく。


「……夢ゆめだったんです」


　そっと、真由が口を開いた。


「夢？」


「はい。わたし、今日みたいな時間を過ごすのがずっと夢でした」


　照れくさそうに間を置いて、続ける。


「ずっと小さい頃ころから男性恐怖症で、物心つく頃にはもう寄き宿しゆく舎しや生活で、まわりは女の子ばかりで。そこはすごい山やま奥おくにあるところで、歴史も古くて。それに宗しゆう教きようの学校だったから、いろいろ厳きびしくて、遊びに行くどころか外出だってほとんどできなくて」


　うつむいたまま、足もとに向かって話し掛けるように続ける。


「ほんと言うと、今でも信じられないくらいです。こんなきれいな島で、ボートに乗ったり、かわいい水着を着たり──今までできなかったこと、やってみたかったことをたくさん──それも、ぜんぶ男の人と──二ノ宮くんと一いつ緒しよに。こんな幸せでいいんでしょうか。こんな、どんどん夢が叶かなってしまって、ほんと、うそみたい……」


「月村さん？」


　急に声を詰つまらせた真由にうろたえ、だがこういう時に気の利きいた反はん応のうのできる峻護ではなく。


「ごっ、ごめんなさい。変ですよね、こんなの。でもほんとうに、うれしくて……」


「…………」


　──何も言葉をかけられなかった。


　そして、ここへきてようやく信じることができた。できれば信じたくはなかったことを。


　以前、美樹彦から聞かされた話である。


　想そう像ぞうする。


　幼よう少しよう期き。サキュバス化した果てに好きだった少年の精せい気きを吸すい尽つくし、その命を奪うばった真由は、ショックのあまり心を閉とざして自らの記き憶おくを無む意い識しきのうちに塗ぬり替かえた。あとに残ったのは、消しきれなかった記憶から誘ゆう発はつされた異い性せいに対する拒きよ絶ぜつ反応と、触れた異性から見み境さかいなく精気を吸い取ってしまう悪あく癖へき。


　彼女はその悪癖を克服しようと努力しただろう──彼女らしい誠せい実じつさと真しん摯しさでもって。その上で悟さとったのだろう──もう普ふ通つうには暮らせない、これ以上周りに迷めい惑わくはかけられない、と。


　そして彼女はすべての未来を自ら閉ざしたのだ。ただ一つを除のぞいて──外界から隔かく絶ぜつされた世界で一生を送るという、緩かん慢まんな自死へと向かう道のみを残して。


　想像する。


　森と石に閉ざされた寄宿舎で、彼女はきっと模も範はん的な生活を送っていただろう。だけどおそらく、そこでの暮らしには馴な染じめなかっただろう。ミッション系けいを名乗り、形ばかりの聖せい堂どうとお題目のみがある学校法人とは違う。そこは神にすべてを捧ささげる場所。真実の、あるいは頑がん迷めいなほどの信しん仰こうがあらゆるものを律りつする神しん域いき。


　見ていればわかる。どれだけ真ま面じ目めで純じゆん真しんであっても、そういう暮らしは彼女の根に合わなかったはずだ。彼女は宗教にすら救いの道を、逃にげ込こむ場所を、求めることはできなかったのだろう。


　だから彼女にとって、夢を見ることだけが心の慰なぐさみだったのだろう。


　重苦しい暮らしの合間を縫ぬって、おとぎ話のような空想が育はぐくまれてきたのだろう。


　頑がん是ぜない少女が抱いだくような他愛たあいもない夢む想そうに、せつないほど憧あこがれていたのだろう。


　ジェットに乗っている間は遠足前夜の小学生みたいにそわそわし、ボートに乗って海に出れば勢い余って真まっ逆さかさまになるほどはしゃぐのも、彼女にとっては控ひかえめすぎるほどの感情表現だったのだろう。


　想像である。だが、おそらくそう外れてはいまい。


　その想像にかまけていた沈ちん黙もくを、真由は何か別の意味に受け取ったらしい。「あ、あの、」あたふたと目を泳がせ、「その、二ノ宮くんって──」話題を急いで探さがすようなそぶりを見せ、拾ってきた話題を吟ぎん味みした様子もないまま口にしてきた。


「二ノ宮くんって、麗華さんと仲、いいですよね」


「へっ？」


　そのやぶからぼうすぎる発言に面めん食くらい、つい奇き声せいをあげる。


「おれと先せん輩ぱいが？　あれで？」


「いえっ、その、深く考えて言ったことじゃなくて。たまたまふと思っただけで、その」


　あわてふためき、両手と首を振って前言撤てつ回かいの意を示しめし──その激はげしい動きが次し第だいにしぼんでいく。


「……変なこと言ってばかりですね、わたし。本当、迷惑ばかりかけて」


　弱々しい苦笑いを見せ、しかしすぐに居い住ずまいを正し、ぺこりとお辞じ儀ぎ。


「今日一日、ありがとうございました。わたしのわがままを全部きいてもらって。二ノ宮くんがいてくれたから、こんな楽しい日を過ごせました。ほんとうに感かん謝しやしてます」


「…………」


　ちがうんだ──丁てい寧ねいに下げられた頭のつむじを見ながらそう思った。


　礼を言うようなことじゃないんだと、そう言いたかった。むしろ礼を言うのはおれの方だ。君が引っぱってくれたから、遊び慣なれていないおれでも退たい屈くつにならずに済すんだ。


　それに、君は自分の人生に帳ちよう尻じりを合わせる権けん利りと義ぎ務むがある。これまで君はずっと耐たえてきたじゃないか。これっぽっちでその埋うめ合わせができるものか。もっともっと、今日のことがちっぽけに思えるくらい、君はこれから幸せになれるはずなんだ。


　たとえば、君はまだ自由に外に出ることができないだろう。男だん性せい恐きよう怖ふ症しようはまだまだ完治には程ほど遠とおい。今日だってこれだけプライベートに使えるリゾートだったからこそ君は来られた。でも、世の中にはもっと素す敵てきな場所がいくらでもある。恐怖症が治ればそんな場所に好きなだけ行けるんだ。もっともっと楽しいことをいくらでもできるんだ。


　正直に言えば君のことを望んで引き受けたわけじゃない。でも乗りかかった船だ、こうなったら最後まで付き合おう。約束する。いつか君の恐怖症が解かい消しようされるよう、可か能のうな限かぎりの協力をしよう。そして念願叶ったその時。もし君が望むなら、おれは君をできるだけたくさんの世界に連れて行こう。君の人生の帳尻合わせを見届けるために。それが君に関かかわった者として、おれがおれ自身に課かす責せき務む……いや、このおれの望みでもあるんだ──


　そう、言いたかった。


　別のことを言った。


「まだ気が早いんじゃないか、月村さん」


「えっ？」


　つむじが持ち上がり、上目づかいにこちらをうかがってくる。


「だって、そうだろう。今日一日ありがとうございました、って言うけど──今日はまだ終わっていないじゃないか」


「それは──そうですね、言われてみればそうでした」


　頷うなずきながらも、やや得心のいかぬ様子である。普ふ段だんに似に合あわず揚あげ足取りじみた物言いをする峻護の意図がわからず、戸と惑まどいを覚えたのかもしれない。


　構かまわず語を継つぐ、


「そう、今日はまだ終わっていない。だから本日限げん定ていで交かわした約束だってまだ無効にはなっていない。ちがうかい？」


「やくそく？」


「今日は無ぶ礼れい講こう、なんでもあり……だったろう」


「そう──でした。はい、たしかに」


「考えてみれば、せっかく交わしたこの約束をおれはぜんぜん有効活用していない。今日一日、月村さんの頼たのみをいろいろ聞いてきたけど──でもおれの方からは何も頼みごとをしていない。そこでひとつ、月村さんにもおれの要望を聞いてもらえないかと思うんだけど、どうだろう」


　ようやく合が点てんがいったらしい。


　真由は神しん妙みように表情を引きしめ、


「二ノ宮くんの言う通りです。わたし、お願いを聞いてもらう一方で──ほんと、だめですね、ぜんぜん気が回らなくて。わかりました、なんでも言ってください。ご恩おん返がえしにどんなことでもします」


「ありがとう。じゃあ、遠えん慮りよなく」


　咳せき払ばらい、


「今夜、星を見に行かないか」


「…………」


　その申し出が想定外すぎて脳のうが発言の内ない容ようを理解していないのだろうか。それともまだお願いの途と中ちゆうだとでも思っているのだろうか。


　真由は神妙に表情を引きしめたまま、


「──はい？」


「今日は天気もいいし、それにどうやら満月らしい。これだけ遠い場所に来れば星せい座ざの見え方も違ちがうだろうし。悪くないと思うんだけど」


　ようやく怪け訝げんそうな顔になってきた。


「星──ですか？」


「そう。星」


「わたしと？　いっしょに？」


「夜中に女性を連れ出す無礼を許ゆるしてもらえるのであれば、ぜひ、君と」


　視線をさまよわせながら頰ほおを搔かく峻護を、目に入れているのかどうか。


「星を──いっしょに──」


　うわごとのように、咀そ嚼しやくするように繰くり返し、そして。


　茜あかね色いろに染そまったその顔が、ゆっくりと、笑えみ崩くずれてゆく。
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　寄より添そっている──と表現できるほど近くはない。だが、余人が入り込めるほどその隙すき間まは広くない。


　そのことを見て取っているからには、そう気軽に感想を述のべられるものではなかった。陽炎かげろうをなびかせて燃もえる落日にシルエットを刻きざむ二つの影かげ。あれを目まの当たりにしてなおも戦意を高こう揚ようさせることができるのであれば、それはむしろ不幸というべきだろう。それは道どう化けと変わらない。ましてあそこに割わり込もうとするようなことがあれば、もはや道化にすらなれまい。


「……画えになるなあ」


　保坂は結局、もっとも短く、もっとも的てき確かくな評言だけを口にした。およそ最悪の比ひ喩ゆだろうが、『映えい画がのような』と表現したくなる欲よつ求きゆうに駆かられてしまう。典てん型けい過すぎて安っぽさは拭ぬぐえないかもしれないが、物語の最大の見せ場に持ってくるカットとして、その役割を十分に果たしてくれるだろう。


「…………」


　麗華はひとことも発さない。主あるじから一歩引いて控ひかえる保坂にはもとよりその表情をうかがい知ることはできないが、わざわざ覗のぞいてみるまでもない。お気に入りのサマーニットに包まれた背中は、口よりよほど雄ゆう弁べんにすべてを物語る。


　時じ宜ぎを逸いつした──いや、すでに巻まき返しの利かぬ状況まで追い込まれたことは明らかだった。二人のやり取りを知ることのできたのは唇くちびるの動きを読める保坂だけであり、彼はそれを伝えたわけではないが、もはや趨すう勢せいが決したことをわざわざ言語化することはない。


「──お嬢じようさま？」


　踵きびすを返した令嬢に呼びかけるが、やはり応こたえはない。心情を雄ゆう弁べんに語りながらも決してその背中を丸めることなく、肩かたを落とすことなく、足取り確かに歩き去ってゆく。それでいい、と思う。あえて最後の最後まで足あ搔がく道もあるだろうが、それは北条麗華のやり方ではない。保坂の読み通り節を汚よごすことなく引き、少なくとも余人の前では堂々たる姿を崩くずさなかった主人を、彼は誇ほこらしく、いとおしく思う。


「さて──」


　後を追わず行方ゆくえだけを見定めてから、絵になる二人に再度向き直る。


　この先はあまりに不確定要素が多い。下へ手たに予よ断だんをもち、そろばんを弾はじけば、かえって足もとを掬すくわれることになるだろう。臨りん機き応変──紙かみ一ひと重えと背中合わせの綱つな渡わたりで場を繫つないでいくしかない。


　迷まよいがないかといえば噓うそになる。己おのれの判はん断だんに確信を持てないままでいる。だがそれを論ろんずる段階はとうに過ぎ去った。もはや前に進むしかない。迷いをねじ伏ふせ、不信を確信に変えて。


　彼にとって、勝負はむしろこれからなのだから。
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　夕食まで少々の時間がある。


　いい機会だと思い、峻護は無理を言って厨ちゆう房ぼうの見学を許きよ可かしてもらったのだが──


　すべてが驚おどろきの連続だった。


　三人いるシェフはどう見ても全員が特級の技ぎ能のう者しやであり、誰を選んでも宮きゆう廷てい料理人の長が勤つとまると思えるほどの逸いつ材ざいだった。それだけでも特筆ものだが、さらに驚きよう嘆たんすべきはその呼こ吸きゆう。彼らはまるで、一いち分ぶの隙すきもない脚きやく本ほんに沿そって演えんじる俳はい優ゆうたちのように見事な連れん携けいで動くのだ。


　三者三様のテクニックが、ただ極ごく上じようの美味を生み出すというひとつの目的のために個こ々こ人じんの垣かき根ねを越え、最大効こう率りつで駆く使しされていく──その様はとうに芸げい術じゆつの域に達しており、ともすれば前人未み到とうの境きよう地ちにすら足を踏み入れているかに見えた。なるほど、姉がここを選んだ理由がよくわかる。


　見させてもらえたのは下ごしらえの仕上げの部分だけだったが、ほとんど独学でもって進境した峻護にとって学ぶべきことは無数にあった。同席した真由も料理には心得がある。峻護以上に感かん嘆たんしていた彼女だから、少なくとも退たい屈くつすることはなかっただろう。


　もちろん、このコテージのただならぬ質の高さはシェフに限かぎったことではない。この際だからと普段にない積極さでメイドのひとりを捕つかまえ、無理を言って時間を取ってもらった。彼女は嫌いやな顔ひとつせず、もてなしの心構えや接せつ待たいにおけるちょっとしたコツまで、峻護の求めるままに教えてくれ、隣に座った真由もメモを取らんばかりの勢いで聞き入ったものである。


　ほどほどにして礼を述のべ、食堂に顔を出すと、頃合よくディナーの皿が並び始めるところだった。料理は大皿形式、先ほど厨房で覗いた食材から想像した通り、優ゆう美びかつ異い国こく情じよう緒ちよあふれる逸品が次々と卓たく上じようにあふれていく。


　真由と並んで席についた。


　涼子と美樹彦は一足先に陣じん取どり、すでに杯さかずきを交かわし合って談だん笑しようを始めている。保坂がその隣で相しよう伴ばんに与あずかりつつ、いつも通りの微び笑しようを振りまいていた。


　ただ、麗華の姿がない。


「……北条先せん輩ぱいは？」


「お嬢さま？　後で来ると思うけど」


「いいわ、先に始めてましょう」


　涼子の一声で、美樹彦と保坂がそれぞれ料理を取り皿に盛もり付け出した。峻護と真由は「どうしよう？」とでもいうように目配せしあったが、結局は二人ともナイフとフォークをとることにした。


　料理はいずれも見かけ倒れ──などということはなく、どの皿も見た印象どおりの美味だった。つい食も進み、会話にも花が咲さく。


　おちょくる涼子、反論する峻護、蒸むし返す美樹彦、話を振られてはおたおたする真由、にこにこしつつ時おり微び妙みような合いの手を入れる保坂──佳か肴こうに舌した鼓つづみを打つ悦よろこびに乗り、晩ばん餐さんの時間は思わぬ速さで流れてゆく。


　ただ、麗華がまだ来ない。


「──保坂先輩」


　皿をテーブルに下ろし、改めて問う。


「北条先輩がまだ来ないみたいですが」


「うーん、そうだねえ」


「呼びに行った方がいいんじゃないですか？」


「といってもねー。呼びに行くにもどこへ行ったのかわからないし」


「……え」


　数すう瞬しゆん、保坂の言った意味が飲み込めなかった。


「わからないって──部屋にいるんじゃないんですか」


「んーん、ちがうよ。どこかに出かけたみたい」


「出かけたって、この島のどこに行くっていうんです」


「さあ。どこだろうなあ」


「さあ、って──保坂先輩は北条先輩の付き人なんでしょう」


　やや声を荒あららげた峻護に、歓かん談だんの空気が不意に霧む散さんする。


　そのことに戸と惑まどいつつも、


「とにかく、どこに行ったかわからない、この時間になっても戻もどってこない、というのは問題です。捜さがしたほうがいいんじゃないですか？」


「うーん、心配ないと思うけど。だってあのひとは北条麗華お嬢じようさまだよ？　それにあのひとだって、たまには一人になりたい時もあるだろうしね」


「ですが──」


「だいじょうぶだって。ぼくはあのひとの付き人なんだから。ほんとうに危き険けんがあるなら放ほうっておいたりしない。おなかが空すけばそのうち帰ってくるよ」


「彼の言う通りね」


　海え老びのバナナ葉蒸むしを頰ほお張ばりながら涼子が割わり込こんでくる。


「子こ供どもじゃないんだから捨てておけばいいわ。たとえ一晩中外で過ごしたって、せいぜいが蚊かに刺さされるか、ヤドカリに指を挟はさまれるか、その程てい度どでしょうよ」


「姉さん、そう言うけど……」


「いいのよ、ここのスタッフはそういう面も抜ぬかりないんだから。島の設せつ備びもね」


「その通り、なにも不安がることはない」


　マンゴスチンソースをクエのソテーにからめながら、美樹彦も同意する。


「ここに施ほどこされた安全対たい策さくは峻護くん、おそらく君の想そう像ぞうをはるかに超こえているはずだよ。全地球規き模ぼの核戦争やバイオハザードが今この瞬間に起きたとしても、この島にいれば数年は持ちこたえられる。むろん、もっとはるかにスケールの小さい危機についても対策は万ばん全ぜんだ。人知の及およぶおよそすべてのケースについてはシミュレートしてある。問題ないさ」


「…………」


「まあそこまで心配するのであれば、ここのスタッフを一人やればいい。彼らはここのスペシャリストだ、僕らよりはよほど適てき切せつな対応を取ってくれるだろう。どうする？　そうしてみるかい？」


「……いえ、そういうことであれば」


「まったく、あんたが余計なこと言うから興が殺そがれたわ。峻護、責せき任にん取りなさい」有う無むを言わせぬ語調で涼子はテーブルの酒さか樽だるを指差すと、「まずは座ざ興きように、あのヤシ酒を五秒以内に飲み干ほすこと。一いつ滴てきでも零こぼしたらやり直しよ」


「待て。どうしてそうなるんだ。だいたいおれは未成年だ、アルコールは飲めない」


「ここではどこの国の法ほう律りつも適用されないの。ただ良識のみが唯ゆい一いつ絶ぜつ対たいのルール。とすれば、アルコールを飲まない良識と、場の空気を乱みだした責任を取る良識──どちらが優ゆう先せんされるべきか、わざわざ確かく認にんするまでもないでしょう」


「どうしてそうなるんだ。とにかく、おれは飲まない」


「こまった男だな、君も」さらに美樹彦が話をややこしくする。「どうあっても責任逃のがれをするつもりかい？　なんとまあ、見苦しい。ここは愛の鞭むちでもって君の捻ねじ曲がった根こん性じようを矯きよう正せいせねばなるまい。──というわけで、こちらのココナッツ酒も追加だな」


「……一度じっくりと話し合ったほうがよさそうですね。いいですか、まず第一に──」


　律りち儀ぎに峻護が反論をはじめ、涼子と美樹彦が面おも白しろがって揚あげ足を取り、そんないつものやりとりを真由はおろおろしつつ、保坂はほどほどに茶々を入れながら見守る。


　宴うたげの空気が戻ってきた。


　窓まどの外に目を転じれば月は天に高く、大洋は眩まぶしいほどに青い光を映うつして輝かがやく。風はさざなみの調べとともに涼りよう気きを運び、談だん笑しようのさざめきを載のせてまたいずこかへ吹ふきすぎる。


　この島に来た目的にふさわしい時が、まろうどにふさわしい騒そう々ぞうしさで、されどあくまでもゆるやかに、安あん逸いつに、過ぎてゆく。


　ただ峻護だけが一人、心のどこかにあるうずきを消しきれないでいる。


　料理があらかた片かた付づいた。


　腹はらごしらえも終わっていよいよ夜はこれから──とばかり、さらに杯さかずきを重ねる涼子と美樹彦を横目に、


「やっぱり──ちょっと様子を見てきます」


　言い残して、誰の返事も待たず食堂を後にした。


「あ──」


　真由が立ち上がりかけ、窺うかがうように涼子と美樹彦を見る。


　涼子は肩をすくめ、美樹彦も「ま、好きにさせておけばいいさ」と言うだけにとどまり、再び美酒を舐なめ始める。次いで保坂と目をあわせたが、こちらは料理の残りをもぐもぐやるのみで反はん応のうすらよこさない。


「…………」


　うつむきがちに席につきなおした真由だが、もう料理に手を伸のばすことはなかった。卓たく上じようを行き交かう会話を聞いているのかいないのか、ただ手もとに目を落としたまま。時おり救いを求めるように兄を見るが、美樹彦がそれに気づかないでいると結局何も言わぬまま視し線せんを戻す。


　そんな逡しゆん巡じゆんもさほど長くは続かなかった。


「あの、やっぱりわたしも様子、見てきます」


　場の歓かん談だんに埋うもれるような声で呟つぶやき、席を辞して小走りに駆かけてゆく。


「……さて、と」


　それを見て保坂も立ち上がり、挨あい拶さつも残さず部屋を出た。


　入れ替わりに使用人たちが入室してくる。料理の残りが片付けられていく中、話を切り上げた涼子と美樹彦がいつにない顔つきで物思いにふけり、さらに入れ替わりでやってきた使用人たちが、持ち込んだ機材類をテーブルに並べ始める。





　　　　＊





　当てがあるわけではない。ただ、一時間もあれば一周できる小さな島のこと。しらみつぶしに歩くだけでも効果はあるだろうという読みはあった。


　海岸線から捜さがし始めたことにもさほどの意味はない。歩きやすく、視界も広い。それだけの理由である。


　湿しめった砂すなを踏みしめる、哭なき声にも似にた弱々しい音だけが潮しお騒さいに混まじる。灯あかりの類たぐいは必要なかった。スモッグとは無む縁えんの澄すんだ空気と相まって、青白い月光に満ちた周囲は不自由なく明るい。


　ビロードを敷しいたように輝く渚なぎさを早足に歩く。


「…………」


　自分のものとは別の足音がしばらく前からついてきているのを、むろん峻護はわかっていた。歩ほ幅はばからも、足の運びそのものからも、うしろにいるのが誰かは労せず知れる──隠かくすつもりはないのだろう。


　峻護は無言で歩きつづける。背はい後ごの招まねかざる道連れもそれに付き合うかのごとくひとことも発せぬまま──ただ、心のひだを読みとろうとするかのように視線で背中をなぞってきているのはわかる。


「二ノ宮くん」気楽な声がこれという前まえ触ぶれもなく投げかけられた。


「いま君は何をしているの？」


「何って、」歩調を変えぬまま、前を見たまま、「北条先せん輩ぱいを捜してるんですが」


「うん、たぶんそうなんだろうけど。だけど、さっきからただ歩いているだけに見えるから。ちょっと訊きいてみただけ」


「保坂先輩こそどうしたんです。北条先輩のことは放っておくんでしょう？」


「うん、そのつもり。だからぼくの用事は君向けのだよ」


「…………？」


「ところで君、ほんとうにお嬢じようさまを見つけたいと思ってるの？」


「どういう意味です？　そのために今こうしているんですが」


「いやあ、それにしては効こう率りつが悪いな、って思ってさ。例えばさ、ただ歩くだけじゃなくて呼よんで回ってみたらどう？　こんな狭せまい島だし、お嬢さまにそのつもりがあればすぐに返事は返ってくるよ」


「べつに遭そう難なんしたわけでもないし、そこまでするのは大げさでしょう。見つかったとしてもそういう扱あつかいをしたということでまた先輩の機き嫌げんをそこねてしまうかもしれませんし。それに、おれが呼びかけても返事は返ってこないかも知れない」


「言い訳わけは勝算を弾はじき出してから口にするほうがいいよ。すぐに足もとを掬すくわれちゃうから。……君は必要と判はん断だんしたことを為なす効率を、そんなくだらない理由で大きく下げるのを良しとする人間じゃないでしょ？　もし本気でそう思ってるなら、同じことを涼子さんの前で言ってみてほしいな」


「言い訳をしているつもりはありませんよ」


「もちろん。それは君の本音だと思うよ。一方のね。だけどフクザツだねえ、君も。見つけたくはないけど捜さないわけにはいかない。君はずるいけど、いいひとだもん」


「言っている意味がわかりません」


　歩きつつ短く返す。いつもと同じ語調なのに妙みような圧あつ迫ぱく感のある保坂に戸と惑まどいながら。


「ところで──」話の向きが変わる、


「二ノ宮くんはどうしてお嬢さまを捜しているの？」


「語るほどの理由が要いることですか？　それって」


「ぜひ聞きたいな。もし差しつかえがないのならさ」


「──夕食の席に姿を見せず、その所しよ在ざいもわからない。心配にもなるじゃないですか」


「それは心配するようなことじゃないって、君ももうわかってるでしょ。お嬢さまには万にひとつの危き険けんもないよ。億にひとつの『まさか』くらいはあるかもしれないけど──それは生きている限かぎり、誰がどこにいても晒さらされるリスクだもん。躍やつ起きになって気にするほどのことじゃないから。もし気にするのだとしても、君がそうする義ぎ理りはどこにもない。なにしろ付き人のぼくでさえ気にしていないんだからさ」


「冷たいんですよみんな。保坂先輩も、姉さんも美樹彦さんも」


「冷たい？　そう受け取る心当たりが君にはあるのかな」


「何が言いたいんです」


「いろいろだよ。そうだね、たとえば──お嬢さまが涼子さんに握にぎられている写真。あれにどんなものが写うつっているか教えてあげよっか。寝ね顔がおだよ」


　ひどく淡たん白ぱくに保坂はそれを明かした。


「寝顔ね、ひとが眠ねむっている時の顔。びっくりした？　それともあきれた？　あれが涼子さんの手に渡わたったって知った時のお嬢さまって大騒ぎしてたもんね。もっととんでもないものが写ってると思ったかもしれないけど──なんてことはない、それだけなんだよね、ほんとうに。そりゃ確かに、自分の寝顔なんて進んで他人に見せるようなものじゃないだろうし、女性にとっては特にそうかもしれないけど。でもかわいい写真だよー。お嬢さまの寝顔を写真集で出したら百万部は堅かたいんじゃないかな。普段君に見せている顔とは別人みたいに素す敵てきだから。ああもちろん、つんつんしてる時のお嬢さまも最高なんだけどね」


「……そうですか。初耳です」


「で、肝かん心じんなのはね。確かにあの写真は人には見られたくないものだろうけど、でもそれを誰かに握られたからといって、望まない使用人生活を黙だまって受け入れるほど嫌いやなものか、ってこと。でなければこう考えてみてもいいよ。もしそれほど嫌なものだとして、あるいはもっと危機的に重大な写真だったとして──じゃあなぜお嬢さまほどの人がそれを取り戻すための行動を何も起こさないんだろう、ってね」


「それはおれも疑ぎ問もんに思います」


「じゃ、試ためしに訊いてみるといいよ。あの写真を取り戻すのに協力するけどどうだろう、って。お嬢さま、それはもう火がついたみたいに怒おこるだろうから。そしてきっと、その理由は口が裂さけても言わないはずだから」


「そう──ですか」


「それともこういう話はどうかな。周知のことだろうと思うけど、麗華お嬢さまにはズバ抜けた才さい能のうがある。多面的かつ極きわめて次元の高い才能がね。超ちよう人じんだよね、はっきり言って。それはちょっとでもお嬢さまに関わった人ならすぐにわかること。もちろん君も知ってるだろうけど──でも、お嬢さまの凄すごみをきちんとはわかってないでしょ。人間離ばなれしてるんだからほんとうに。試ためしにぼくの代わりに付き人をやってみるといいよ。三日もすれば超人どころかバケモノに見えてくるから。一度見せてあげたいなあ、為替かわせ相場の大おお立だて物ものと斬きり合いみたいな仕し手て戦せんくりひろげてる姿すがたとかさ。人生変わるよきっと」


「想そう像ぞうは、つきますよ」


「でも、あのひともやっぱり人間だから。いつも完かん璧ぺきでいられるわけじゃない。なのにあのひとは完璧でいようとするんだよね。どんなヒーローにだって休息はあるけど、あのひとにはそれだってないんだ──真の意味ではさ。変なところで不器用なんだよ、心に体がついていってないというか。もっとも最近はそうでもなくなってきたかな。そう、ここ何か月かはスキだらけだもんね。あのひとがそれを望んでいるかどうか、あのひとにとってそれがプラスなのかどうかはともかくとして」


「おれにはよくわかりません」


「わからない？」


「わかりません。先輩の言うことは遠まわしすぎます」


「じゃ、リクエストにお応こたえしてはっきり言っちゃおう。二ノ宮くん、君は──」


　にこにこ無毒に笑いながら──気配でわかる──保坂は爆ばく弾だんを投げつけてきた。


「ほんとうにお嬢さまの気持ちに気づいていないの？」





　──いつの間にか足を止めていたことに、峻護はその時はじめて気づいた。


「胸むねに手を当ててようく考えて、それから応えてほしいな。君らしく誠せい実じつにさ」


　声はなおも背せ中なか越ごしに襲おそいかかる。


「君が相当に鈍にぶいのはわかってる。でも、今日一日を経へてもまだ気づかないと言えるのかな。もしそうだったら救いようのないバカだよ。鈍いかどうかなんてことは通り越してるもん。でも君はバカじゃない。それどころかたぶん、周りが思ってるよりもはるかにクレバーな人間だろうし。だとしたらもう答えはひとつしかないよね」


「……。おれは──」


「だめだよ二ノ宮くん。今日は逃がしてあげない」


　退たい路ろを断たち、さらに攻せめ立てる。


「……答えられない？　じゃ、もうちょっと追い詰つめてあげよっか。人じん格かく者しやとして信望を集めているお嬢さまだけど、君に対してはひどく風当たりが強い。どうしてだと思う？」


「──わかりません。心当たりがない」


「でも、あのひとは何の理由もなく誰かに粗そ忽こつな態たい度どをとるような人かな？」


「…………」


「お嬢じようさまは真由さんをいつも目の仇かたきにしてるよね。どうしてだろう？」


「それは、最初に会った時に月村さんが挑ちよう発はつするような態度を取ったから、」


「たったその一度きりで目の仇にするようになったって？　冗じよう談だんじゃない、お嬢さまが本来そんな狭きよう量りような人じゃないことは知ってるはずだよね。でなきゃあれだけの人望は得られない。血ち筋すじと実じつ務む能のう力りよくだけであの位置に立ってるわけじゃないんだよ、あのひとは」


「それはそうですが、」


「いま挙げたのは状じよう況きよう証しよう拠このほんの一部。君はこの何倍、何十倍もの傍ぼう証しようを検けん討とうできるだけの立場にあったはずだよね」


「そんなことおれには──」


「でもね、二ノ宮くん。ほんとはもっともっと重要なことがあるんだ。それはね、君がお嬢さまのことをどう思ってるのか、ってこと」


「おれが？　北条先輩を？」


「そう。お嬢さまに対する君の気持ち」


「気持ちって言ったって、おれはずっとあの人が苦手で──」


「お嬢さまを苦手に思う理由、考えたことある？　もし言えるようなら聞くよ？」


「そんな急に言われても、」


「君はどうしてお嬢さまを拒きよ絶ぜつしないんだろう。正直、あのひとのすることは君にとって相当な負ふ担たんになってるはずだよね。告こく訴そでもされたらどんな有能な弁べん護ご団だんを組んでもお嬢さまの負けじゃないかな、ってくらいにさ。それなのにどうして君はあのひとのしたいようにさせてるんだろう」


「別に、大した迷めい惑わくじゃなかったから──姉さんに比くらべたらぜんぜんどうってこともなかったし──」


「ありえないね。君はそんな大おお雑ざつ把ぱな計算をしない。君の性せい格かくはそれを許ゆるさない。その君が、一人殺すのも二人殺すのも同じだとか、右の頰ほおを打たれたら左の頰も差し出せとか、その手の馬ば鹿かげた論法と大差ない理り屈くつを捏こねるつもり？　左の頰まで打たれれば痛いたみは二倍だし、二人殺せば死体の数はやっぱり二倍だもの。たとえ乗算されなくても、君のこうむる『大したことじゃない迷惑』は確かく実じつに加算されちゃう。なのにどうして君は『こまったひと』なお嬢さまを何の対たい処しよもなしに放ほうっておくんだろう」


　そんなのは──知らない。考えさせないでくれ。急ぐのは──嫌いなんだ──


「君はいつまでお嬢さまの不器用さに寄よりかかっているつもりなの？」


　何を言ってるんですか、先輩。


「真由さんは──君にとってとても都合のいい人だよね。男だん性せい恐きよう怖ふ症しようを治すために君は彼女のそばにいる。そばにいれば情が移うつるし、そうなったからにはあとは男と女だもの。何があってもおかしくない。ありきたりだけどストーリーとしては十分だよね。堅かた物ぶつで通している君にとっても十分納なつ得とくできる手続きだ」


　何の話をしているんです。


「それとも──君はお嬢さまをからかって楽しんでるのかな。その気持ちはとてもよくわかるけどね。あのひとほどからかってて楽しい人はいないし。でも、だとしたらやっぱり君はずるいな。お嬢さまだけじゃなくて自分自身もだましてるんだからさ。それはちょっとやりすぎなんじゃない？」


　わからない。


「君は何をそんなに恐おそれているの？」


　おれにはわからない。


「──そう。ま、今はこのくらいにしとこっか」


　告げて、保坂は世せ話わ女によう房ぼうじみた吐と息いきをついた。


　両手を腰こしに当て──やはり見ずともわかる──子こ供どもに説教するような声で最後に付け足す。


「けどさ、あんまり逃にげてちゃダメだよ？　三十六計逃げるに如しかず、とは言うけど──ま、それもほどほどに、ね？　それとお嬢さまについては、きみの方からもうちょっとフォローしてあげてもバチは当たらないんじゃないかなあ、色っぽい話は別にしてもさ。あのひとはとても強いけれど、でもそれ以上に天然記念物なみの意地っ張りで、照れ屋で、そして何より人一倍臆おく病びようなんだ。かけがえなく大切なものの前では特に、ね」


　言い終えるのと、砂すなを撥はねる音が立つのとは同時。


　尾おを引く間もなく、気配はすぐに風と流れた。


　冷や汗あせか、それともあぶら汗なのだろうか──握にぎり締しめた掌てのひらに水気がたまり、いやに粘ねばついた感かん触しよくを伝えてくる。


　立ち尽つくしたまま、唇くちびるをかんだまま、峻護は動かない。


　月は他人の顔で中天にあり、星はあくまで沈ちん黙もくを保たもち続ける。





　　　　＊





　保坂の言ったとおり、夜空のてっぺんには満月があった。敷しき詰つめたように広がる満天の星もまた彼の言ったとおり、異い国こくならではの輝きを地上に降ふらせている。


　どちらも嫌いやになるくらいきれいだった。


　だから麗華は上を見ない。


　月と星が象かたどる影かげを踏ふむ、その足先だけを見て、夜の渚なぎさを歩いている。


　──歩く？


　そう、そうね。歩いてるんだったわね、わたくし。


　たったいま長い夢ゆめから覚さめたような心ここ地ちでそれを自覚した。


　そういえば足が痛い。慣なれないサンダルの緒おが擦こすれて血が出ているかもしれない。足首は半ば痺しびれ出しているし、ちょっとでも油ゆ断だんしたら膝ひざは落ちそうだし、ふとももは弾けそうなくらい張はっているし。


　でも止まる気にはなれなかった。止まったら、もう二度と動けない気がする。


　ここはどこだろう、と思った。


　しばらくぶりに顔をあげて周りを見た。


　砂浜と、まばらな岩場と、黒々とした森。見覚えはない。──当たり前だ、大して代わり映ばえのしない景色だし、ずっとうつむいて歩いてきたのだから。


　ただ、ずっと砂浜だけを歩いてきた気がする。とすれば、おそらく島の周りをぐるぐると回っているのだろう──


「っ……！」


　不意に景色がゆらぎ、激はげしく上下に動いた──とみえたが、実じつ際さいによろめいたのは彼女の方だった。上体からふらりと前に倒たおれこむ。


　手足を砂浜につけてから肩越しに振り返ると、そう小さくもない岩の頭が砂の下から突つき出ていた。笑ってしまう。足もとも見ずに歩いてればこうなるに決まっている。もしここに保坂がいれば『下の者がこの姿すがたを見たら云うん々ぬん』などとまた小言を並ならべることだろう。


　事実、無ぶ様ざまだった。だが湧わき上がった己おのれへの怒いかりは膨ふくらむ間もなくしぼみ、感情の発はつ露ろはただ、力ない息を吐くだけにとどまる。


　こうなるともういけなかった。危き惧ぐした通りどうしても足に力が入らない。気力を奮ふるおうにもそのとっかかりになる意志すら掘ほり起こせない始末だった。


　再度、吐息する。


　手近な岩くれに這はうようにして寄りかかり、背を預あずけた。


　見たくもない夜空が目に映る。視線を外すのさえ億おつ劫くうで、差し込むまま網もう膜まくをやさしい光に晒さらす。


　足の先が腫はれぼったく熱を持ち、じくじくと痛む。


　ふと、その感情を吐と露ろしてみたい誘ゆう惑わくに駆かられた。逆さからわず口にしてみる。


「痛いな……」


　もっと。


「痛いよ……」


　途と端たん、鼻の奥おくがつんとした。あわてて息を止めた。ぎゅっと目ま蓋ぶたを閉とじ、決けつ壊かいを必死で防ふせぐ。


　それだけは嫌だった。そこまで弱くなってしまうのだけは。


　最後に残った意地のかけらにしがみつきながら、麗華は耐たえる。怒いかりには届とどかぬやるせなさはそれでも湧きつづける。


　情なさけない。これではあの頃ころと同じ──いや、それ以下ではないか。


　がんばってきたはずだ。あの日、心に決めてからずっと、ずっと。なのにどうしてこんな思いをしているのだろう。どうして。


　わからない。


　──ほんとうに？


　もちろん。ちっともわからない。


　──ほんとうにそうかしらね。


　そうに決まってる。だって、わたくしは二ノ宮峻護のことなんてどうでもいいんだから。


　あの日出会ってからずっと、あの男のことなんてほんとうは眼がん中ちゆうになかったんだから。


　うずくまり、膝ひざを抱かかえる。


　うねる感情に耐えるため閉じた目ま蓋ぶたは、いつしかその暗あん幕まくに過か去この光景を映し出す。もう何度目になるかもしれぬ回想。あの日以来、毎日のように思い起こしていたことだ。色も匂においも手て触ざわりも、労せず、忠ちゆう実じつに、今なおくっきりと再さい現げんできる。


　そう、十年前。はじめて他人に手を上げられたあの時の場面からそれは始まる──





　　　　＊





　殴なぐられた瞬しゆん間かんは痛いというよりも熱い。


　そんな発見があったからといって馬ば鹿か正しよう直じきに感心することはなかったし、ましてしおらしく項うな垂だれるような可愛かわいげも持ち合わせてはいなかった。


　すぐに跳はね起きた。


　切れたくちびるから染しみ出す錆さびた味への驚おどろきも、ガラの悪い土地に足を踏み入れた後こう悔かいも即そく座ざに蹴けり出し、天に唾つば吐はくがごとき無礼を働いた下げ郎ろうどもを睨にらみ据すえる。


　その火を噴ふくような眼光に相手がひるんだのは、だが一瞬のことだった。無理もない。彼らは五人が五人、蒙もう古こ斑はんが消えてるかどうかも怪あやしい子こ供どもだが、こちらはそれに輪をかけたガキなのだから。


「なんだぁ、テメエ、その目つきは。さんざん舐なめたマネしてくれやがってよお。生きて帰れると思ってんじゃねえだろな、コラ」


　麗華の頰ほおを殴なぐり飛ばした豚ぶた鼻ばなのデブが一歩進み出て凄すごんでくる。なるほど、これも土地柄がらだろうか。毛も生えそろわない茶ちや坊ぼう主ずにしてはなかなかドスが利きいている。


　が、幼よう少しよう期きとはいえその程てい度どの圧あつ力りよくで意気をしぼませる北条麗華ではない。


「あなたここの生まれ？　ふん、やはり下げ賤せんの血は争えませんわね。下げ種すどもは高こう貴きな者に対する礼というものを知らないのだから嫌になるわ。いいこと、まずはその醜みにくい豚ぶた面づらをわたくしに近づけないで頂ちよう戴だい。変な病気をわたくしにうつすようなことがあればどう責せき任にんを取るつもりです。それとその品性の欠片かけらもない話し方をやめなさい。耳が腐くさりますわ。そして何よりも優ゆう先せんして己おのれの分ぶん際ざいをわきまえるように。そもそもが名家の血を引くこのわたくしと対等に会話しようと試みることからして噴ふん飯ぱんものなのです。身のほど知らずとはこのことですわ。さしずめ白しら百ゆ合りの鉢はちから図ずう々ずうしくも芽を出してその風ふ情ぜいを損そこなおうとするペンペン草のようなものでしょうか。本来ならあなたなどとっくに我わが北条家の保ほ安あん部ぶが拘こう束そくしてその不具合だらけの思考回路を矯きよう正せいして差し上げているところです。そうならなかった僥ぎよう倖こうをせいぜい感かん謝しやすることね」


　歳とし不ふ相そう応おうによく回る舌したで、存分にまくしたててやった。


　その効こう果かは適正に発はつ揮きされたらしい。五匹ひきの猿えん人じんどもは目を血走らせ、獲え物ものを輪に囲みながら迫せまってきた──油ゆ断だんなく、確実に。ゴミ処しよ理り場じようと大差ないスラム同然の地区に住まうゆえか、ケンカ慣れはしているようだ。


　気組みだけはくじけぬよう心を保たもちながら、しかし麗華はじりじりと後こう退たいしてゆく。徒と手しゆ格かく闘とうの心得がないわけではないが──この人数相手に通じるかと問われれば聞こえないふりを決め込むしかない。


　もとより、ここへ来たのは保安部の追つい跡せきを撒まくためである。家出先として長なが居いするつもりはなかったが、場所が場所だけに危き機き感や警けい戒かい心しんがなかったわけではない。ただ、長年にわたって培つちかわれた傲ごう慢まんさがそれを上回っただけで。


　まったく、彼女にとっては到とう底てい理り解かいの及およばぬ事じ態たいだった。──ちょっと道を尋たずねただけなのに、どうしていきなり殴なぐりかかってくることがあるのでしょう。下々の行動律りつはどうも奇き天て烈れつでいけませんわ。カルシウム不足なのかしら。


　だが麗華にすれば不条理な展てん開かいであるにせよ、状況が切せつ迫ぱくしていることはもはや覆おおい隠しようがない。背中に硬かたい感触が当たった。ちらりと見やればコンクリートブロックの壁かべ。彼女の脚きやく力りよくなら飛び越こせない高さではない──が、その選せん択たく肢しには見向きもしなかった。引くことなど思いもよらない。過去に引いたことなど一度もない。


　わたくしの名は北条麗華。北条義宣の一ひと人り娘むすめにして北条コンツェルン唯ゆい一いつの後こう継けい者しや。かしずかれるのが当然、余人に屈くつするなど、ましてこんな泡ほう沫まつどもに後おくれをとることなんて、この世にあり得て良いことではないのだから。


　痛つう烈れつな過信に自身を奮ふるい立たせ、逆にこちらから一歩前に踏み出して──


　不思議と耳に心ここ地ちよい声が届とどいたのは、その時だった。


「そのくらいにしとこーぜ」


　いつからそこにいたのだろう。見やると、豚鼻のすぐ後ろに少年がひとり佇たたずんでいる。


「っ……！」豚鼻は狼ろう狽ばいしつつ振ふり向くと闖ちん入にゆう者しやの姿を認め、「……てめえか」わずかに舌した打うちを洩もらしたようだった。


　その少年を目にした麗華は一いつ瞬しゆん、彼女の忠実な下げ僕ぼくがここまで追ってきたのかと思った。が、ちがう。似にても似つかぬ別人である。ただ唯一、その毒気のない笑え顔がおだけは彼を髣ほう髴ふつとさせるものがなくもない。


　背は高い。ただし、それほど歳としが離はなれているわけでもないだろう。顔はまあ、及きゆう第だい点てんかしらね──と、美び醜しゆうにはうるさい麗華が認める程てい度どには整っていた。


　右手に中身を満まん載さいした買い物袋ぶくろを持ち、十分に鈍どん器きとして成立しそうなそれを軽々と下げている。袋に収おさまりきらない青ネギが何本かはみ出して頭こうべを垂たれているのが妙に間ま抜ぬけで場ば違ちがいだった。


「何があったか知らないけど」


　そいつは空あいた左手で頰ほおを搔かきながら後を続けてくる。


「けんかはやめよう」


「すっこんでろ」


　豚面はにべもない。


「てめえには関係ねえ。途と中ちゆうからしゃしゃり出てきてボケたこと言ってんじゃねえよ」


「その通りだけど、ほっとくわけにもいかないじゃん。五対一だし」


「うるせえ。消えろ」


　言い放つ。が、その語調に先ほどまでの勢いはない。


「うーん……じゃ、こうしようぜ。僕が」


　言いつつ、青ネギの少年はするすると猿さるどもの間を抜けて近づいてきた。


　そのあっけらかんとした動きに意表をつかれたのか、五人は棒ぼうのように突っ立ったまま。それを尻しり目めに少年は麗華の隣となりに立ち、


「僕が彼女を手助けするってのはどう？　これなら五対二だし」


　五人はあからさまに腰を引いた。ボス格かくらしい豚面が忌いま々いましげにうめく。


「……そいつ、てめえのツレか何かかよ」


「ううん、今日はじめて会った」


「だったら邪じや魔ますんな」


「そういうわけにもいかないって。ここは退ひいといてよ」


「ざけんな。どけっつってんだろ」


「だめ」


「どけよ」


「どかない」


「どけ」


「どかな──」


「その口を閉とじなさい無礼者どもッ！」


　いきなり割わり込んだ麗華をその場にいた全員が顧かえりみる。


　心底うんざりした、という口調で、令嬢は傲ごう然ぜんと言い放った。


「このわたくしを差し置いて勝手に話を進めないでいただけますこと？　まったく、これだから育ちの悪い連中を相手にするのは嫌なのですわ。生まれながらにして定められた絶対的な優ゆう先せん順位というものをまったく理り解かいしていないのだから。いいですこと、あなたたち民たみ草くさがわたくしに対して取れる唯一の態度は『絶対服ふく従じゆう』、それのみなのです。この単たん純じゆんな事実がその知能指数の低さゆえに飲み込めないというのであればそこに直りなさい。今回に限かぎって特別に、このわたくしが直じき々じきに調教して差し上げます。……ああもうっ、それにつけても下界というのはどうしてこう、ストレスが溜たまるものなのかしら。わたくし、今すぐにでも屋や敷しきに戻もどってシャワーを浴びたい気持ちでいっぱいです。こんな穢けがれたところにあと三分もいたら、わたくしのように清らかな存そん在ざいは下げ賤せん菌きんに冒おかされ尽つくした末、憐あわれにも霞かすみのごとくこの世から消え去ってしまうことでしょう。あなたたちはこのわたくしを不ふ愉ゆ快かいにさせるだけでは飽あき足らず、殺人の罪つみにまで手を染めようというの？」


「………………あー………………」


　隣で青ネギの少年があさっての方角を向き、納なつ得とく顔がおで呟くのが聞こえた。


「何があったのか、大体わかっちゃったなあ……」


　が、努めて黙もく殺さつする。


　そうせざるを得なかった。彼女の慈じ悲ひ深ぶかい言葉をどう曲解したものか、類人猿どもは完全に目を据すえてしまっている。


　さすがにちょっとまずいだろうか──麗華の秀しゆう眉びに初めて憂うれいがにじんだ時、またしても青ネギ少年がしゃしゃり出てきた。


　立ちふさがるようにして麗華の正面に立ち、なおも説得する。


「どうしても引く気はない？」


「…………」


　無言の返答。


「わかった。じゃあ──これでもまだダメかな」


「！　てめ、それは……」


　豚鼻の顔が驚おどろきに彩いろどられる。彼の両目は、青ネギ男が首から外して差し出したネックレスへ釘くぎ付づけになっていた。


「これを預あずける代わりに見み逃のがしてもらう、っていうのは？」


「……へえ、いいのかよ」


「仕方ないじゃん。悪いのはどうも君たちだけじゃなさそうだしさ」


「何でそこまですんだ？　そんなクソ女のためによ」


「クソ女かどうかは僕が決める。それにま、ここまできて引くのもヤだしね」


「嫌だと言ったら？」


「これでもだめならしょうがない。闘やろう」


「……へっ」


　鼻を鳴らし、豚面は間を取った。が、その顔色を見れば結けつ論ろんは知れていた。


「いいぜ、しょうがねえ。今日のところは見逃しといてやる」


　案の定、すぐに下げ卑びた笑えみを貼はり付け、


「そのかわりこいつは俺おれが借りておく。そのアマはおまえからきっちり教育しとけ」


　手下どもを引き連れてその場──錆さびた資し材ざいと雑ざつ草そうに埋うもれた空き地だ──を悠ゆう々ゆうとあとにする。


「……やれやれ、まあこんなところかな。さて、と。それじゃあ君──」


　吐と息いきをつきながらこちらを向いたネギ男が、うっ、と少しだけ身を引いた。


　無礼な豚が放った去り際ぎわの暴ぼう言げんを、麗華は聞いていなかった。感情の矛ほこ先さきはすでにこのおせっかい男に向いている。


　まったく、余計な手出しを。これからいよいよ目の覚めるような大活かつ劇げきの幕まくが切って落とされようという時に、すべてを台無しにしてくれた。これだから下賤の者は困こまるというのだ。


　だが──無用の手出しであったとはいえ、助力を得たことについては認みとめないわけにはいかない。


　一方的に叱しかり付けるのも躊躇ためらわれ、かといって感かん謝しやの言葉を述のべられるはずもなく。


　口の中をもごもごさせた末、結局言い放った科白せりふはこうだった。


「──礼なんて、言いませんわよっ！」


「いや、そんなのはいいからさ」


　不ふ条じよう理りな怒いかりを向けられた少年は、しかしそれを大して気にするでもなく、


「ケガ。手当てしないと」


「ケガ？」


　言われて初めて、ひりひりと腫はれてきた頰ほおの熱さを知った。


「ウチ、このすぐそばなんだ。行こう」


　青ネギ男が背せ中なかを向けて歩き出す。


　何を言っているのだ、と思った。いきなり現あらわれて、余よ計けいなおせっかいを焼いて、その上ケガの手当てをするですって？


　苛いら立だちが湧わいた。──何もかも、このわたくしの意思がないがしろじゃない。まったく何なに様さまのつもりかしら。必要があったからとはいえこんな土地に足を入れたことすら後こう悔かいしているのに、こんな忌いま々いましい所にはもう一秒だって長なが居いするつもりはないのに、その上あなたのようないけすかない男に誰だれがついていくもんですか。


「ほら、早く。応おう急きゆう処しよ置ちは急いだほうがいいぜ？」


　──なのに。


　どうしてだろう。彼女は今でもわからない。


　踵きびすを返し、不ふ浄じようの世界に永と遠わの別れを告げるつもりだったのに──気づいた時には、足がひとりでに彼の姿すがたを追っていた。
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　それが北条麗華の、血ち筋すじのよさと多た彩さいな才能の上にあぐらをかき、驕きよう慢まんの限かぎりを尽つくしてきた令れい嬢じようのすべてを変えた転機となったことを、この時の彼女はまだ知る由よしもない。





『家』とやらに連れてこられた麗華は。


　有り体ていに言えば絶ぜつ句くしていた。


　この世には下々が住まう『アパート』なる集合住じゆう宅たくが存そん在ざいすることは知っていた。これはたぶんそれなのだろう。


　が。


　まず、屋根に穴あなが開いている。ガラス窓まどは割れていないものの方が少ない。錆さび腐くさったドアはちゃんと出入り口として機き能のうするのか疑ぎ問もんだ。雨どいからは草が伸のび、板切れの壁かべには苔こけがむし、そもそも建物の基き礎そ自じ体たいが傾かたむいてしまっている。


　控ひかえめに言っても廃はい屋おく、順当に言えば単なる廃はい材ざいの山にしか見えない。もとからガタのきているこの地区でも頭二つ抜ぬけた朽くちっぷりであった。


「ほら、あがって」


　ドアを開けて（ちゃんと開いた）ネギ男が促うながしてくる。


　が、不覚ながら麗華は怖おじ気けづいてしまっていた。──本当にだいじょうぶかしら。もし天てん井じようが崩くずれてきたら、いくらわたくしでもどうにもなりませんし。それにまさかとは思うけどこの男、わたくしの身分を知り、監かん禁きんして身みの代しろ金きんでも取ろうというのではないでしょうね？


　そんな心情が顔に出ていたのかもしれない。


　こちらを見てくるネギ男が、くす、と笑った。──気がした。


　刹せつ那な、無む性しように腹はらが立ち、それと同時、得体の知れない強きよう烈れつな情動が湧き上がった。


　弱みを見せたくなかった。不安になっているところを、心細くなっているところを悟さとられたくなくて──


　とっさの行動だった。麗華は胸むねを反らし、思いっきり高笑いをした。


「──び、びっくりしたあ」その音声を浴びてネギ男はよほどたまげたらしく、またたびを吸すった猫ねこみたいに目を白黒させ、


「でも、すごくきれいだ。いい声を出すんだな、君って」


「なっ──」かあっ、といっぺんに血が上る。


「なんですのそれっ。わたくしを馬鹿にしてるんですのっ？」


「えっ？　ちがうちがう。本当にそう思ったんだよ。ただの本音。ほめてるんだ」


「そ、そう。ふん、ならいいのですわっ」


　ぷいっとそっぽを向きながら、しかし早くも自覚していた。この男を相手にすると、どうも調子が狂くるう。


　苛立ちついでに勇を鼓こし、肩かたをいからせて玄げん関かんをあがった。


　なるほど、外観に比せば案外なことだが、中はちゃんと住居の体を成していた。物置にしか見えないのはご愛あい嬌きようだが、狭せまいながらも家か財ざい道具はよく整理されている。貧ひん相そうではあるものの不ふ潔けつな印象はない。


　ネギ男が冷れい蔵ぞう庫こ──だろう、たぶん。小物入れか何かにしか見えなかったが──を開けて氷を取り出し、麗華の頰に当てようとする。その氷をひったくり、「自分でやります。余計な世話を焼かないで頂ちよう戴だい」と言った。いつもならメイドにでもやらせておくことなのに。


　にこ、と笑い、ネギ男が問うてくる。


「まだ訊いてなかったね。君の名前は？」


「ふん──北条麗華よ。覚えておきなさい。そう遠くない将しよう来らい、世界を制せいすることになる名前でしょうから」


「なるほど。僕ぼくの名前は──」


「聞きたくないわ。呼よぶつもりもないから」


　また、にこ、と笑う。たちまち頰が打だ撲ぼくとは別の熱を持った。感情がざわざわと揺ゆれる。


「こ、このっ──」その波立ちをごまかすように、思考野からまろび出た科白せりふをそのまま口にしていた。


「へらへら笑ってるんじゃないわよこのネギ男！」


「？　ねぎ……？　って、僕？」


「あなた以外だれがいますのっ」


「ねぎ、って、またなんで？　あ、さっき持ってたからか……でもそうだとしてもやっぱわかんないなあ。何がどうなったらそうなるわけ？　変なやつだな、君って」


「なによ文もん句くがあるの？　あなたの名前などそれで十分です。──とにかくっ」


　妙みようなネーミングを施ほどこした気まずさに声を荒あららげながら、


「あなたのその、知ったような笑い顔を見ていると気分が悪いのよ。目め障ざわりですわ、どこへなりと消えなさい！」


　無む茶ちやを言う。が、当然というべきか、この部屋の住人たる少年に場を去る気配はなく、むしろ一いつ層そうその笑えみを深くしているように見える。


　麗華はますますくちびるをひん曲げた。やはりこの男はよくない。何か変な磁じ場ばをもっていて、こちらの冷静な部分をやたらと引っかき回してくるのだ。これ以上口を利きいているとそのうち自分のどこかがおかしくなってしまう予感がある。もう相手をするのはやめたほうがよさそうだ──


　にこにこ見つめてくるネギ男から目いっぱいに顔をそむけ、そう心に誓ちかった。


　が、五分ももたなかった。どこにも行こうとせず、標ひよう準じゆん固こ定ていされた笑顔のまま黙だまってそばにいる少年の視し線せんに間がもたず、結局は麗華の方から口を開いてしまう。


「あなた、どうして──」


「ん？」


「どうしてわたくしを助けようとしたの？」


「みんな同じこと訊きくなあ。それって、そんなに理由が要いること？」


「答えなさい」


「うーん……要するにさ、君の未来をこんなところでダメにしたくなかったから、かな。あのまま行くと、ひょっとするとそういうことになってたかも知れないし──ひと目見て思ったんだ、君はそのうちぜったいすごい人になるって」


「そんなことはわかり切っています」


「あはは、君も言うなあ。じゃあこういうことにしよう。僕が君のことを気に入ったから──そういう理由じゃだめ？」


　麗華に言わせればこの男の方がよほど物をほざく。自身の天てん性せいについては強きよう烈れつな自負を持つ彼女だが、こう面と向かって言われると居い心ごこ地ちが悪くなってしまう。おまけにあけすけな口調で『気に入った』などと──


「……あなたさっき、あの豚ぶた男おとこにネックレスみたいなものを渡わたしていましたわね？　あれは何？」


「ああ、あれ。いや、たいしたものじゃないよ」


「そんなはずないでしょう。あいつがあんなにあっさり退ひいたんだから。言いなさい、あなたに借りを作りたくありません」


「いや、ほんとにたいしたものじゃないんだって。まいったなあ、あれについてはあんまり言いたくないんだよ……」


　どうやら初めて弱点を衝つけたらしい。いけすかない男が心底困こまった顔で頭を搔かくのを見て、麗華はちょこっとだけ満足した。


　ただ、さらに畳たたみ掛かけて意地悪する気には不思議となれず、


「ところであなた、ご家族はいつ戻もどってらっしゃるの？　あなたのことはどうでもいいけど、ご両親には義ぎ理りを果たさねばなりません。ひとことご挨あい拶さつしたいわ」


「うーん……いや、父さんも母さんも戻ってくることはないよ」


「──え？」


「ここには僕ひとりで住んでるし。たまに姉さんは顔を見せるけどね。でも挨拶できるかどうかっていったら、微び妙みようだろうなあ」


　舌した打うちしたい気分だった。まずいところに触ふれてしまったらしい。しかし、


「ひとりで住んでるって、だいたいあなた今いくつなのよ？」


「僕？　六歳さいだけど」


「ろ」


　六歳！　ひとつ違いとはいえ年下ではないか。もっと上かと睨にらんでいたのに。驚いている麗華自身だって相当なものだが、この少年もまったく年ねん齢れいには見合わない。


「ひとりで住むって──」どうも想そう像ぞうがつかなかった。


「メイドなどはどうしてますの？　住み込みは無理でも、ひとりくらいは雇やとっているのでしょう？」


「あはは、無理無理、雇ってるわけないって」


「じゃあ、じゃあ朝はどうやって起きるんですの？　服の着き替がえは？　お風ふ呂ろで身体からだを洗あらう時は？」


「……いやあ、そうだろうとは思ってたけど、ほんとにお嬢じようさまなんだなあ君って。そういうのもぜんぶ僕ひとりでやってるよ。ほかに誰もやってくれないから。姉さんに言わせるとこれも修しゆ行ぎようのうちだそうだけど。ていうか君、よくここまでひとりで来れたよね」


「…………」


「それで、どうするの？」


「？　何がですの？」


「いや、君ってたぶん家出してきたんだろ？　もどるつもりなら送っていくけど」


　──あるいはこの瞬しゆん間かんだったかもしれない。この少年に対する明確な対たい抗こう意い識しきが心の奥おくに根を張はったのは。


　にこにこ笑ってくる彼と目を合わせた時、家出の事情までをも見み抜ぬかれていると直感した。その刹せつ那な、激はげしい屈くつ辱じよくと羞しゆう恥ちが全身を支し配はいし、めまいがするほどの激情を覚えた。


　誓ちかった。このまま終わらせるわけにはいかない。ぜったいに。北条麗華の何たるかを叩たたき込んでやらない限り、死んでも引くわけにはいかない。


「それともここにいる？　住んでるのは僕だけだし、そうしたいなら好きなだけどうぞ。狭せまいところだし、そう余よ裕ゆうがあるわけでもないから、もてなしは何もできないけどね」


　だから、彼女は迷まよわなかった。





　人間、背せ中なかは噓うそをつけないものだという。普ふ段だん目にすることのない身体の裏うら側がわはひどく無む防ぼう備びで無む頓とん着ちやくになる場所ゆえ、どうしてもケアは行き届とどかなくなる。内面がそこに最も濃こく滲にじみ出ていたとしても鏡がなければそれに気づきもしない。『世界』という言葉の意味する範はん囲いがごく限かぎられている幼年期であればなおさらのこと。


　だが、時の流れとはやはり偉い大だいなものなのだろう。悲ひ哀あいの棘とげを丸く削けずり、幸福を永と遠わの幻げん想そうに書き換かえ──そして過去の自分を他人も同然に変へん質しつさせる。


　他人の背中ならば見るのに苦労はない。今の麗華には、あの当時の自分がいかに滑こつ稽けいな存在だったかよくわかる。


　いや。あの頃にでさえもう、わかっていたのだ。ほんとうは。





　青ネギ少年と一時の共同生活を始めたものの、後こう悔かいはすぐにやってきた。


　彼は麗華を甘あまやかさなかった。こうなった以上立場は対等だ、であるからには暮くらしていく上で必要な作業はすべて二人で分ぶん担たんしなければならない──というのである。つまり、君も家事をやってね、と。


　冗じよう談だんではない、と突つっぱねた麗華だったが、ネギ男が素人しろうと目めにも鮮あざやかな手さばきで家事をこなしている姿を見せられればそうも言っていられなかった。この相手にだけは何を競きそっても負けたくはなかったのだ。見み様よう見み真ま似ねで、何倍も劣おとる効こう率りつで、それでも四苦八苦しながらやるしかなかった。


　まったくの手ぶらだったために、身の回りのものをそろえるのも一苦労だった。軍ぐん資し金きんの都合はともかく、狭せまい部屋の中に多くのものは持ち込めない。普ふ段だん使う品の何百分の一という数で我が慢まんしなければならなかった。そもそも自みずから商店に赴おもむいて日用品を手に入れてくるなどは初めての経けい験けんである。おまけにそれらの店てん舗ぽに置いてある商品は、いつも使っているのとは勝手の違うものばかり。ことに新しく仕入れた肌はだ着ぎの妙みようにごわついた感かん触しよくが難なん儀ぎで、自じ慢まんの柔やわ肌はだが粗あら布ぬのに犯おかされてささくれ立つのは時間の問題かと思われた。


　トラブルは想像を超こえた頻ひん度どで襲おそい掛かかってきた。お風ふ呂ろは家の外にあるし、共用トイレが放つ怪かい奇きぶりには本気でくじけそうになったし、腐くさった廊ろう下かの板を踏み抜いた時は三さん途ずの川を渡る覚かく悟ごをした。


　それらのことがどうでもよく思えてくるほどの難なん事じもすぐにやってきた。ネギ男の住まいは六ろく畳じよう一ひと間ま、その広さは彼女が日にち常じよう使っているベッドにも劣る。そこに家か財ざい道具を詰つめ込んでいるとなれば、男女二人が安全な距きよ離りを保たもって就しゆう寝しんするスペースなどあろうはずもないのだ。


　が、麗華もこの件けんに関してだけは強きよう硬こうな姿し勢せいを崩くずさなかった。男女たるもの、およそ二本の足で立つようにもなれば床とこを異ことにするのは常じよう識しきであり、むろんその場合、女性から身を引くのはもってのほかである──と。もっとも、相手の方でもこの主しゆ張ちようについては大した異い論ろんも挟はさまず、むしろ自ら進んで布ふ団とんを抱かかえて廊下に出たものだったが。


　時は濁だく流りゆうのように流れた。


　麗華自身意外に思ったことだが、彼女には存外な適てき応おう能力が備そなわっていたらしい。ぶつぶつと文もん句くを垂たれながらも、三日もたつ頃にはこの生活なりの面おも白しろさを見み出いだすようになっていた。


　まず家事に楽しさを発見した。学校に行くのはネギ男だけであり、麗華は留る守す番ばんである。暇ひまは売るほどある。


　計画はこうである。手はじめにネギ男の仕事ぶりを観察し、その動きを徹てつ底てい的に頭へ叩たたき込む。そして家主がいない間に記き憶おくを引き出しながら、ああでもないこうでもないとそれを再さい現げんする。


　ターゲットが帰ってくる頃には炊すい事じ、洗せん濯たく、掃そう除じ、すべてが完かん璧ぺきにこなされているという寸すん法ぽうである。そして目を丸くする少年に向かって『どうだ』と言わんばかりの顔でふんぞり返るのだ。すると奴やつは例の笑顔で、同居人の手て柄がらに見合った賞しよう賛さんの言葉を並ならべ立てる。悪い気はしなかった。


　もっとも彼女の教科書はネギ男ひとりであり、その仕事は彼の寸分違たがわぬコピーであり、つまり彼の作った朝食をそのまま真ま似ねたものが夕ゆう餉げに並ぶことになったりするのだが、いいのである。『わたくしにだってこのくらい、お茶の子さいさいですわ』ということが言いたいのだから、一日二食、まったく同じ献こん立だてを平らげることになっても平気なのである。


　暇に飽あかせて住じゆう居きよの改かい造ぞうにも乗り出した。といっても口こう座ざの預よ金きんやカードは使えず、運用できる現金は限かぎられている。が、そのやりくりがまた麗華の功こう名みよう心しんをくすぐったし、厳きびしい予算で想定以上の成果を導みちびき出した時の達成感は、かつて経験したことのない種類の喜びを感じさせてくれた。ことに、最たる攻こう略りやく目標であったトイレなどリフォーム後にはほとんど別物と化し、それを見せられたネギ男は半ば呆あきれ混まじりに、しかしそれでも大いに施せ工こう者しやの仕事ぶりを褒ほめ上げたものである。


　はじめは戸と惑まどったものにも慣なれ、かつてなら自らの目で確たしかめもせず拒きよ絶ぜつしていたであろうことにも積極的に関かかわるようになった。銭せん湯とうで風ふ呂ろ上あがりに飲むコーヒー牛ぎゆう乳にゆうなるものの味は格かく別べつであったし、駄だ菓が子し屋やに並ぶ商品類は、味はともかくとしてもその万まん華げ鏡きようのような多た彩さいさは目を瞠みはるものがあった。


　毎日が、すべての経験が冒ぼう険けんに等しかった。


　一週間が過すぎると、もうこの地区の住人であることにそれほどの不都合は覚えなくなっていた。蝶ちようよ花よと可愛かわいがられ、右のものを左にも置かない暮くらしに首まで浸つかってきた少女にしては破格の順じゆん応のうだったろう。


　すると、かつての自分の姿を一歩引いたところから見られるようになる。


　見えなかった自分の背中があらわになってくる。





　ネギ男は底が知れなかった。


　彼の言ったことに噓うそはなかった──つまりこの少年はほんとうに六畳一間のアパートにひとりで暮らし、生活のすべてを自分だけで賄まかなっていた。家事だけではない、食い扶ぶ持ちまできっちり稼かせいでくるのである。それは社会的にいろいろ問題だろう、と麗華でさえそう思ったが、当の彼は全く頓とん着ちやくしておらず、彼の周囲もそれは同様だった。というよりその周囲が彼に仕事の口を与あたえ、なおかつ労働力として頼たよりにしていたのである。そこはそういう土地柄がらだった。例えば件くだんの豚ぶた面づらだって父親と屋台を引いていて、なおかつ十分物の役に立っている様子だった。その姿を見かけるたび、麗華は自分から目を逸そらした。


　家事では一つも勝てるものがなかった。いくら忠ちゆう実じつに再現しても、しょせん付つけ焼やき刃ばのコピーには限げん界かいがある。工く夫ふうの仕方で補おぎなおうとしたところで経験の差は一いつ朝ちよう一いつ夕せきに埋うまるものではない。


　知識の量もその使いこなし方も、すべて向こうが上に思えた。一体どこから仕入れてくるのか、記き憶おく力りよくのよさでは人後に落ちない麗華が舌したを巻まくほどこの少年は物を知り、それを自分なりの解かい釈しやくで咀そ嚼しやくしていた。試ためしに議ぎ論ろんを吹っかけると、それの数枚上を行く論説を返されて応答に詰まるのが常だった。


　もちろん勝まさっているものがないわけではない。ピアノもバイオリンも、茶さ道どうも華か道どうも、相手は嗜たしなんだことがない。それらの分野でいかに自分が秀ひいでているかを自じ慢まんし、胸むねを張はった。ネギ男はそのたびに大いにおどろき、素す直なおに恐おそれ入った。麗華はそのつど優ゆう越えつ感を得た。でも問題はそういうことではないのだ、ということも薄うす々うすわかり始めていた。





　さらに時が過すぎた。


　ネギ男に自分のすごさを思い知らせてやるという当初の目的は、達成されるどころかいよいよ遠ざかっていくかにみえた。それと反はん比ぴ例れいするようにして自分の背せ中なかはより近く、はっきりと見えるようになってくる。日を重ねるごとに居い心ごこ地ちの悪さは増ましてゆき、強く麗華をせき立てるようになっていった。


　だから必然だったのだろう。彼女がその行動に出たのは。





　きっかけは偶ぐう然ぜんで実行は即そく断だんだった。


　先日の空き地を通りかかった時、豚ぶた面づらが仲間と共にたむろしているのが見えた。


　逡しゆん巡じゆんする間も勝算を見み出いだす間もない。足がひとりでに向きを変えていた。


「？──なんだ、てめえかよ」


　足音に気づいて五人が一いつ斉せいにこちらを向いた。豚面が片かた眉まゆをあげる。


「さっさと消えな。約束だからな、お前には手を出さねえ」


　たわごとは聞き流し、麗華は足を肩かた幅はばに広げ、両手を腰こしに当てて言い放った。


「あれをお返しなさい」


「はあん？」


「この間、あの男があなたに渡わたしていたネックレスよ。あれをお返しなさい」


「……へえ。なるほどねえ」豚面が意い趣しゆありげに唇くちびるの端はしを吊つり上げ、ポケットに入れた手を抜いた。「これのことかよ」じゃらり、とぶら下げてみせる。


　青い石をはめたブローチを金色の鎖くさりにくぐらせたネックレスだ。安物なのは見るまでもなくわかる。それこそ駄だ菓が子し屋あたりで売っていても違い和わ感はあるまい。


「で、こいつをどうしろって？」


「お返しなさい」


「バカかお前。そう簡かん単たんに渡すわけねえだろ」


　せせら笑い、


「ところでお前、あいつんトコで暮くらしてんだって？　物好きだよなあ、あいつもお前もよ。なんだよ、いつからそんな関係になったんだ。聞かせてくれよ」


「…………」


「このあたりはけっこうムチャクチャなトコだけどな、それでもお前らみたいなチビが二人だけで暮らしてるってのはさすがに聞いたことねえぜ。どうだ、おままごとは楽しいか？　まさかその歳としでよがってんじゃねえだろうな、おい」


　毒どく舌ぜつにはしっかり錠じようをかけた。


「……どうすれば返してもらえるのかしら」


「けっ、最初からそう言えばいいんだ。まあオレらとしてもよ、あの野や郎ろうに免めんじてお前には関かかわらないでおくつもりだったけどよ──でもこういうことなら話は別だよなあ？」


　取り巻きに同意を求める。手下どもが返してきた笑みは予想した通りに品がなかった。


　つい、苛いら立だった。


「遠まわしなやり方は好みません。さっさと条じよう件けんを言いなさい」


「つーかよ、オレの気のせいか？　それともオレの耳がどっかおかしいのか？　さっきから場ば違ちがいなセリフがずっと聞こえてきてんだけどよ。人に頼たのみごとをする時の口の利きき方ってのはそんなもんなのか？　ええ？」


「……悪かったわ」


「何か言ったか？」


「──ごめんなさい。わたくしが悪かったわ」


「わかってんじゃねえか」


　絶対的優位を確かく信しんした声でいっそう図に乗ってくる。


「ま、返してやらないこともねえぜ。お前の態たい度ど次し第だいだけどよ」


「どうすればいいの」


「どうすればいいと思うんだよ」


「もう謝あやまったはずですわ」


「それで謝ったうちに入ると思ってんのか？」


　ぎり、と奥おく歯ばをかむ。


　もうやめてしまったら？──と誰だれかが囁ささやく。言いたいことをぶちまけて、ついでに鉄てつ拳けんのひとつもお見み舞まいして、あの豚ぶたっ鼻ぱなをもっとへこませてやればいいじゃない。


　迷まよう。衝しよう動どうに従したがいたくなる。こんなこと、わたくしがやるべきことじゃない。放っておけばいいことじゃないの──


「どうした黙だまっちまって。それでお終しまいか？　だったらやっぱりこの話はナシだ。なにしろあの野郎のおふくろの形見だからな、こいつさえ持っとけばあのガキも下へ手たな真ま似ねはできねえ。そう簡単に渡すわけにはいかねえよ」


「──なんですって？」


「？　何だお前、それも知らずに取り戻もどしに来たってか？　こいつはあの野郎が肌はだ身み離はなさず持ってやがったもんでよ、奴やつのおふくろがたった一つだけこの世に残したもんなんだとさ。ま、オレもよくは知らねえけど……これまでは手放すどころか、他人に見せることも滅めつ多たになかったんだけどな」


「…………」


　どうして。


　どうして自分はこんなところにいて、こんなことをしているのだろう。


　もともとこんなに長なが居いするつもりはなかった。家出したところでどうせすぐに保ほ安あん部ぶが迎むかえにくる。それは予よ測そくではない、単なる未来の事実だ。今も彼らはこちらを見ているだろう。これだけの長期間、保安部が主人の行方ゆくえを突つき止められぬとは考えられない。どこか近くで気配を消して令れい嬢じようの身の安全に心を砕くだいているはずだ。なのにどうしてこの場に、彼女の窮きゆう地ちを救いに出てこないのだろう。それともまさか、いまだ自分のことを探たん索さくできていないのか。


　何を言ってるのかしら──と自じ嘲ちようする。こうしてこの場に立っているのは、彼らの助力を当てにしていたゆえか。ちがう。


　自分の背中が見えた今、麗華は変わらなければならなかった。


　他人に依い存ぞんしきった性しよう根ねを、叩たたき直さなければならなかった。


　もう、彼女は嫌いやというほど自覚していたのだ。己おのれがいかに甘あまったれた子こ供どもであったかを。


　父の溺でき愛あいは言い訳わけにならない。最愛の連れ合いを早くに亡なくしたゆえ、たった一人の忘わすれ形見に歯止めの利かぬ愛情を注いだからといって、己の弱さの責せき任にんをすべて父に帰きすことはできない。父の危あやうさに気づきながらそれを受け入れつづけてきたのは、彼女自身なのだから。


　母のいない寂さびしさも言い訳にならない。自分よりもっと寂しい人間がいくらでもいることはとっくにわかっていたし、事実寂しさを感じてはいても、写真でしか見たことのない母に思し慕ぼを募つのらせるには彼女はまだ幼おさなすぎた。お母さまがいなくてお寂しいでしょう、と同情をもって接せつしてくる周囲に、それと知りつつ寄よりかかっていただけだ。


　そもそも家出の理由からしてふるっているのだ。なにしろ理由と呼べるような理由がないのだから。なんとなく退たい屈くつで、ちょっとだけ気に食わないことがあった。それだけのこと。半日も経たてば連れ戻されて、父の前でしおらしく謝ってみせればそれでおしまい──それだけのつもりだった。


　なんて、幼よう稚ちな。


「──おっ？」


　片かた膝ひざをついた麗華に豚面が意外そうな声をあげた。


「へえ、そこまでやるかよ。いいぜ。それだったら文もん句くはねえ」


　──そんな自分に、あの少年は手を差し伸のべてくれた。危ういところを助けてもらったし、何も訊きかずに家に置いてくれたし、たくさんのことを教えてもらった。


「どうした？　返してもらいたいんじゃねえのか？」


　おまけに彼は自分と対極にある人間だった。誰にも甘えず、自前の二本の足だけでしっかりと立っていた。


　その姿すがたは、とてもまぶしく映うつったのだ。


　せめて対等になりたかった。


　借りを作ったままではいたくなかった。


　借りの大きさを知った今となっては、なおさら。


「──ごめんなさい」両膝をついた。「お願いだから、返して」


　口笛。


「こいつマジでやりやがった。──でもな」


　頭こうべを垂たれたままでも下げ卑びた笑えみを向けられたのがわかった。


「悪いがそれじゃ足りねえんだ。土ど下げ座ざってやつはよ、もっとこう、額ひたいを地面にこすりつけて──」


「それじゃ話が違う」


　と、麗華の心情を口にしたのは彼女自身ではなかった。


　えっ？　と首を上げた令嬢が見たものは。


　横ざまに吹っ飛んでいく豚ぶた面づらの丸い身体からだだった。


「──大げさだなあ。そんなに強くは殴なぐってないはずだよ」


　ネギ男。


「丸く収おさまるようなら黙ってるつもりだったけど。こうなっちゃしょうがないよね」


　いつの間に。いや、いつから。


「……てめえ、やってくれたじゃねえか」


　豚面がふらふらと、しかし激はげしく怒ど気きを滾たぎらせながら起き上がる。


「それは僕ぼくのセリフだぜ。彼女を見み逃のがしてもらうって約束には、こういうことをしないってことも入ってたはずだけど？」


「けっ、だったらその契けい約やく書しよでもここに持ってこいや。そうすりゃ納なつ得とくしてやる」


「……ふうん、まだわかってないんだ」


　その声を聞いた時の身み震ぶるいを麗華は今も忘れることができない。


「あのね、僕は、とても怒おこってるんだけど……？」


　彼の顔は背になって見えなかったけど、見なくてよかったのだろうと思う──五人の、憐あわれを催もよおすほど引きつった表情を鮮せん明めいに覚えているだけに。


「──ま、いいや。さっきの一発は彼女が受けた屈くつ辱じよくの分。それでこの件けんはチャラにしよう。納得してくれる？」


　続いた言葉に彼らは一も二もなく頷うなずき返す。


「そう。よかった」


　笑い、仲ちゆう裁さい者しやはポンとひとつ手を叩たたいた。するとたったそれだけで、場に張はり詰つめていた刃は物もののような気配が、何かの幻げん術じゆつのように立ち消える。


　やっぱりこの男は底が知れない──なおも呆ぼう然ぜんとしたまま、そう思った時。


「ところでさ、その問題が解かい決けつしたところでもうひとつ提てい案あんがあるんだけど」


「な、何だよ」


「僕を殴ってみない？　君たちの好きなだけさ」


「はあ？」


　突とつ拍ぴよう子しもない提案の内ない容ように、当人以外の誰もが怪け訝げんな顔をした。


「好きなように、飽あきるまで殴ってくれていいぜ。そのかわり──それとひきかえに、ネックレスを返してもらう」


「ちょっ──」ようやく口が動いた。


「ちょっとあなた、なに考えてるのよ、そんな、」


「君は黙ってて」


　思いのほか強い言いざまに、つい押おし黙る。


「どう？　悪い話じゃないと思うけど。君たちってたぶん、一度は僕をぶっ飛ばしてみたくてしょうがないんだろうしさ。いいよ、思う存ぞん分ぶんやってくれて。もちろん僕のほうからは手を出さない。約束する」


　冗じよう談だんを言っているわけではなさそうだ、と判はん断だんしたのだろう。五人は雁がん首くびならべて二言三言交かわしていたが──結けつ論ろんはすぐに出たようだった。


「こっ、このばか！　おやめなさい、そんな、そんなばかげたこと──だいたいこれはわたくしが蒔まいた種で、だからわたくしが──」


「いいんだ。君は手を出さないで。絶ぜつ対たいにね」


　制せいしても、彼の断だん固ことした声に身を打たれると、またしても動けなくなってしまう。


　一度もこちらを見ぬまま少年は麗華の元を離はなれた。なす術すべもなくその後ろ姿すがたを見送った。立て続けの出来事にすっかり混こん乱らんしていた。どうしたらいいのかわからない。とにかく何かしなければと思っても、『君は手を出さないで』の呪じゆ縛ばくに捉とらえられ、へたり込んだまま一歩も動けない。相手よりずっと体重の軽い少年が無む抵てい抗こうに宙ちゆうを舞まうたび、見み栄えも外聞もなく悲鳴をあげていたように思う。途と中ちゆうからは目も耳も塞ふさいでしまっていたかもしれない。そういう自分の無様さを気に留とめるゆとりさえなかった。もう何がなんだかわからなかった。決けつ壊かいした感情の奔ほん流りゆうに飲み込まれ、訳わけもわからずぼろぼろ涙なみだをこぼしていた。


　ひときわ景気よく少年の身体からだが吹ふき飛び、ようやくそこで彼はサンドバッグ役から解放された。上じよう機き嫌げんで去っていく五人には目もくれず、一散に駆かけ寄よった。


「だいじょうぶ？　ねえ、だいじょうぶ？」


　身体中泥どろまみれ、顔は特とく殊しゆメイクでも施ほどこされたように腫はれあがっている。ただ、手にはしっかりとネックレスが握にぎられていた。それを見ていっそう感情があふれてくる。


「ごめんなさいっ。わたくしが、こんな、わたくしのせいで……」


「あー、いや、ね」


　思いのほかしっかりした声が返ってきて、少年はなぜか気まずそうに目を逸そらし、


「そんな風に君に泣かれると、今度こそ僕の立つ瀬せがないんだけど……ところでさ、もう行った？　あいつら」


「ええ、もういないわ。だからもう心配しなくて──」


「──よし」


　ひょい、と気軽に起き上がる。それだけではない。麗華が目を丸くする中、少年は飛ぶような勢いきおいで駆かけ、空き地を後にした。到とう底てい、何十発も殴られた人間の動きではない。


「ちょ、ちょっと！」


　あわてて追いかけると、向かった先は例のボロアパートである。


　少年は洗せん面めん所じよで蛇じや口ぐちを全開にひねり、水を顔いっぱいに浴びせていた。もちろん見た目のまま、殴なぐられた部分を冷やしているのだろうが──どうしてこう、ぴんぴんしているのか。


　あまりにも怪け我が人にんの印象からは遠い様子に戸と惑まどっていると、


「見た目はひどいだろうけど、この手の腫れはどうってことない。ただ早く冷やさないと治りが遅おそいから。いつまでも傷きずを残しとくと姉さんが帰ってきたとき雷かみなりが落ちるしね」


　口に入る水流に苦く慮りよしながら言いよこしてくる。


「彼に一発いれてチャラ、ってことにしたけど──あんなものじゃ君の気は済すみそうにないし。だからとりあえず、こんな感じに決着をつけてみたんだけど、どうだろう。今回の件けん、これで水に流してもらえないかな……？」


　首をあげて、にこ、と笑いかけてくる。


　その顔はずいぶん変形していたけど、どうやら大事はなさそうで。


　ようやくほっとして、同時に抑おさえていた気持ちが急にあふれてきて。


「ばっ、ばかっ！　あなたのその、へらへらした顔を見てるとわたくしは腹はらが立ってくるのよっ、このネギ男！」


　だめだ。また泣けてきてしまう。


「──うわあ。だめなんだよ、僕、そんなふうに泣かれると。ほら、頼たのむから泣きやんで。だめ？　うーんそっか……あー、やっぱり隠かくしとくわけにはいかないのかなあ」


　両手で顔を覆おおっているから見えるわけではないけど、彼が困こまり果てた表情をしているのがわかる。たぶん頭も搔かいているだろう。


「だめだ。やっぱ黙っておけそうにない。言おう。うん」


　何事か自分自身に言い聞かせ、そしてひどく恐きよう縮しゆくした声で告げてきた。


「あー、ところで。生きてるから。僕の母さん。それに父さんもね」


　よく聞こえなかった。


「……へっ？」


「いや、だから。生きてるよ、僕の母さん」


「で、でもあなた、たしか……」


「父さんも母さんも戻ってくることはない、とは言ったけどね。実じつ際さいその通りだし。もちろん、あの二人がいま地球のどこにいるのか知らないから確かく実じつなことは言えないんだけど──でも死んでる、ってことはまずありえないから」


「ちょ、でもあのネックレスはお母さまの形見だって──」


「って、あいつらがそう言ってたんでしょ。でも、僕は言ってないと思う」


「だ、だけどあれは大切なものなんじゃ、」


「うーん……やっぱり僕の口からは一度も言っていないと思うぜ、そういう意味のこと。そうするように気をつけていたはずだから」


「…………」


　確たしかに──自じ慢まんの記き憶おく力りよくを総そう動員して丁てい寧ねいに思い返していくと彼の言うことが正しいような。だけどそう誤ご解かいをしてもおかしくない言い方をしていたような。それに、だとすればあのネックレスはいったい何だったのだろう。


「いや、単なるガラクタだよ、正真正しよう銘めいの。まあつまりね、ああいう時の取引材料というか切り札というか──ほら、ここってこういう土地だからさ、どうしても色んなことに保ほ険けんをかけておく必要が出てくるんだよね。だから、あれをいかにも大事なものみたいに思わせておいてさ。実際それってちゃんと成功してたでしょ？」


「な……」


「ついでに言うとね、殴られてる時の僕ってけっこう派は手でに飛んでたでしょ？　あれはね、演えん出しゆつだから。ああしてたほうが殴ってる側は気分いいし、拳こぶしも痛いたまないし、こっちだってケガが少なくて済すむし」


「そ……」


「つまりね、君が泣く理由はどこにも──」


「ちょっと！　じゃあ何だったのよわたくしがしてきたことは！」


「うん、ごめん。基き本ほん的に、まったくの無む駄だ」


　とっさに二の句くが継つげない。


「こっ……だ、だったらあいつらにそう言えばよかったじゃない！　あれはほんとはガラクタなんだって！　いいえその必要もないわ、だってニセモノなら取り返さなくたってよかったんですからね！」


「それだと君に申し訳が立たないだろ。それに君がそこまで思い詰めていたことに気づかなかった僕も悪い。あとはちょっとだけ、彼らをだましていたことの罪つみ滅ほろぼしもあるかな。だから、僕がこういう目にあってるのはまったく当然のことなんだ」


「どうして──どうして最初からそう言わなかったのよっ！　わたくしに！」


「……だってさ、」


　そう呟つぶやいて。


　少年はその時、初めて年ねん齢れい相そう応おうの子こ供どもらしい表情を見せた。


　拗すねるようにくちびるを尖とがらせ、そっぽを向いて、


「かっこ悪いじゃんか。そんなちんけな手を使ってるなんてさ」


「かっこ悪いとか、そんなのは問題にすることじゃないでしょ！」


「大問題だよ。だって僕は、君にそういうところ見せたくないもの」


「えっ──？」


　不意に鼓こ動どうが跳ね上がった。


　同時に、意い識しきを覆っていた憤いきどおりのもやが搔かき消えて──


　興こう奮ふんのあまり気づかなかったことが次し第だいに見えてきた。


　容よう赦しやのない青タン。半ばふさがった目ま蓋ぶた。餌えさを口いっぱいに詰め込んだハムスターみたいにふくらんだ頰ほお。


　ひどい顔だった。


　高まっていた感情が、予定とは違う方向に爆ばく発はつした。


「……ちぇ」


　憮ぶ然ぜんとして、少年がいっそう拗ねてしまう。


「そこまで笑うことないじゃんか」


「だ、だって、その顔、」


　つつしみも忘れ、腹はらを抱かかえて悶もん絶ぜつした。その笑い声と共に心の隅すみに残っていたわだかまりが、ほこりくさい物置の窓まどを開け放ったようにすうっと空に溶とけていって、


「……！　げほっ、ごほっ」


　笑いすぎて気き管かん支しに何か入った。


「もう、だから言わんこっちゃない。──でもうん、安心した」


「……？」


　背中をさすってくれる少年を見上げる。


　不細工で、だけどひどくいい笑顔がそこにあった。


「ちゃんとそんなふうに笑えるなら、君はもうだいじょうぶだよ」


「…………」


　ああ──


　その瞬しゆん間かん、理り解かいしてしまった。


　ぜんぶ、すべて彼はわかっていたんだろうな、と。


　そして自分はこの少年に、たぶんずっと敵かなわないのだろうな、と。


　それを意識した時、胸の奥おくにぽつんと温かいものが点じた。それはすぐに温度を増し、やがてせつないほど熱くなった。


「？　どうしたの？」彼の顔がすぐ近くにあった。「？　ねえってば」くちびるもまた、そこに。


　身体からだは自然に動いた。


「──え？」


　そっと、重ねた。


「……え？」


　さすがの彼もあっけに取られたようだった。魂たましいの抜ぬけたようにぴくりとも動かない。


　動どう揺ようは遅おくれてやってきた。


「えっ？　えっ？……えええええええっ！」


　が、求めた麗華の方がもっと動揺していた。行こう為いに及およんではじめて自分のしたことに気づき、


「か、かんちがいしないでよっ」


　思考が白一色に塗ぬり潰つぶされる。舌したの先がもつれて上う手まく動いてくれない。


「今のは──そう、ちょっとしたあいさつのようなものですわ。朝登校してクラスメイトに『ごきげんよう』ってひとこと言うのと何ら変わりないのです」


　言わなきゃ、何か言わなくちゃ、


「そうね、いわば今回のは、一いち応おうとはいえ主人を救った下げ僕ぼくに対する、そう、ごほうびみたいなものよ。どのようなものでも、たとえ望んだものでなくても、わたくしは受けた義ぎ理りは必ず返すのです」


　言わなくちゃ、


「大したことじゃないんだから。こんなのは外国じゃ当たり前なんだから」


　ちゃんと、言わなくちゃ。


「……でも、初めてだったんだから」


　言わなくちゃ、


「あいさつだったとしても、ごほうびだったとしても、外国では当たり前でも──わたくしにとっては、初めてだったんだから」


　まともに顔を見られないけど、


「だから、ちゃんと責せき任にんはとってもらうんだから。言い逃のがれは許ゆるさないんだから」


　見苦しくて、支し離り滅めつ裂れつだけど。でも。


　言わなくちゃ。


　伝えなくちゃ。


「い、いやだとは、言わせないんだからねっ！」


「…………」


「い、言わせないんだから……」


「…………」


「あ、あの、ほんとにいやだった？　あの、だったらその、ごめ」


　人差し指がその先をさえぎった。


「ええとね、いやじゃないよ。べつに」


　ぽりぽりと頭を搔かきながら。照れくさそうに明後日あさつての方を向いて。


「──ほんとうに？」


「う、うん」


「ほんとにほんと？」


「うん。ほんとのほんと」


「そ、そう。それだったら、いいのです」


　会話が途と切ぎれた。


　うなじまで赤くしてこちらと目を合わそうとしない少年を見ていると──いまさらながらに羞しゆう恥ちの波がやってくる。


　それを振ふり払はらうように、叫さけんだ。


「──今は！」


　彼の胸むなもとあたりに視し線せんを固定して、


「今のわたくしは、あなたにぜんぜん敵わないけど、でも！　いつか必ず追いついてみせるから！　がんばって、追いついて、あなたをぎゃふんといわせて──そうして、あなたの隣となりに立てるだけの人間になるから！」


「……うん。楽しみにしてる」


「さっきのあなたの言葉、わたくしはぜったい忘れませんからね！　次に──次に会う時まで、わたくしがあなたなんて及およびもつかないほどすごくなる時まで、ぜったい忘れないんだから！　だからあなたも忘れたらいけないんだから！　忘れてたら承しよう知ちしないんだから！　ぜったい、ぜったい、承知しないんだから！」


「うん。忘れない。約束する」


　頷うなずいて、彼はまたあの笑え顔がおを見せた。ひとたまりもなかった。風か邪ぜをひいたみたいに頭の中がぼおっとなって、心が痛いたいほど息苦しくなって、そして。


「待ってるよ、僕。その時まで」


　今度は彼から顔を寄よせてきた。


　麗華は、拒こばまなかった。





　それからの暮くらしは一変した。


　屋や敷しきに戻もどったその日から睡すい眠みん時間は半分に減へり、ほどなくそのまた半分に減った。勉強もした。習い事もした。周りがよく見えるようになり、人の上に立つ者としての自覚も芽生えるようになった。




[image: ]


　お嬢じようさまは見み違ちがえた、と誰もが言った。でもまだ足りなかった。努力すればするほど、進しん境きようすればするほど、不安と恐おそれが湧わいた。こうしているうちにも彼はもっと先に進んでいるかもしれない。その焦しよう燥そう感と持ち前の負けん気が彼女を支ささえた。どんなつらいことがあってもあの日交かわした約束を思えば耐たえられた。


　中等部にあがる頃にはグループ企き業ぎようの一いつ端たんを任まかせられるようになった。それでもまだ足りなかった。彼と肩かたを並ならべても恥はずかしくないだけの人間になれたと自分で納なつ得とくするまで会うつもりはなかった。北条家の情じよう報ほう収しゆう集しゆう能のう力りよくをもってすればあの少年についての詳しよう細さいなレポート数十枚まいが半日で集められる。彼女はその誘ゆう惑わくにも封ふうをして、ただひたすら前だけを見て走りつづけた。


　そして、その日が予期せずやってきた。


　私立神宮寺学園に入学して丸一年。早はや咲ざきの桜さくらが舞まい散り始めた入学式の日。


　着き慣なれぬ制せい服ふくに袖そでを通し、初うい々ういしく校内をそぞろ歩く新入生たちの中に。


　誰とも群むれず独ひとりたたずむ、ひときわ背せの高い少年の姿すがたがあった。


　一目でわかった。


　うそだ、と思った。


　そんな偶ぐう然ぜんがあるわけないと思った。でも間違いなかった。十年経たっても──いや、たとえ百年経っていたって、あの日の少年を見まちがえはしない。


　視し界かいが霞かすむほど頭に血が上った。会うなんて思ってなかったのに、まだ会おうとも思ってなかったのに──でも足はひとりでに動いていて、口は勝手に彼に呼びかけていて、こちらを向いた少年の顔はもう疑うたがいようもなく彼のもので、感情の嵐あらしに翻ほん弄ろうされて何がなんだかわからなくなって、そして──
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　天てん蓋がいには相変わらず一いつ片ぺんの雲もない。なんら遮さえぎるものなく、満月は星明かりを従したがえて地上を見み渡わたしている。


　その中を峻護は歩く。


　保坂に突き立てられた言葉の数々が遅ち効こう性せいの毒のようにゆっくりと、細さい胞ぼうひとつ余あまさず全身を巡めぐり、それに誘ゆう発はつされた自問がいくつも何度も繰くり返される。


　あのひとはどうして、おれに対して尖とがった態たい度どを取るのか。


　あのひとはどうして、月村さんを目の仇かたきにするのか。


　あのひとはどうして、姉さんに握にぎられた写真を取り戻もどそうとしないのか。


　あのひとはどうして、今も二ノ宮家に留とどまっているのか。


　あのひとはどうして、いつも校門の前でおれを捕つかまえて一方的な長話をするのか。


　あのひとはどうして、おれといる時は普ふ段だんの完かん璧ぺきさで振ふる舞まわないのか。


　あのひとはどうして、おれの前でよく顔を赤くするのか。


　あのひとはどうして、おれと話す時なかなか目を合わそうとしないのか。


　あのひとはどうして、この島にまでついてきたのか。


　あのひとはどうして、月村さんと張はり合うような真ま似ねを今日一日し続けていたのか。


　自問がいくつも、何度も繰り返される。


　そして峻護は、その問いのどれひとつとして満足に答えることができない。


　では──保坂先せん輩ぱいの言う通りだというのか。


　でも、だとしたらどうして先輩はおれのことを？


　あの日のことを思い出す。


　あの日──もう数か月前になる入学式、北条麗華と初めて出会った時のことだ。


　呼びかけられる前から気づいてはいた。他を寄よせ付けない雰ふん囲い気きをまとった、思わず見とれるほどきれいな先輩がこちらに歩いてきていたことは。


　そのひとは見ず知らずの新入生である峻護のもとに真まっ直すぐ向かってきた。ただし、真っ直ぐではあったけど『一歩進んで二歩下がる』みたいな足取りだったのをよく覚えている。ひょっとすると右手と右足が同時に出ていたかもしれない。


　もっともそこでどんな会話があったのかは忘れてしまった。というよりそのあとの出来事の印象が強すぎて、そちらの記き憶おくしか残らなかった、というべきか。


　話しているうちに、あのひとの顔色は見る見る変わっていった──世にも戦せん慄りつすべき、凄せい惨さんな表情に。そのあまりの剣けん幕まくに半ば腰こしが抜ぬけかけてしまった記き憶おくは、もはやほとんどトラウマに近い形で脳のう裏りに刻きざまれている。たぶん、あれでもってあのひとにたいする微び妙みような苦手意識が形成されてしまったのだろう。あれだけ激しい感情を叩きつけられたことは、十六年の人生で後にも先にもあの一度きりだ。


　以来、あのひととの奇き妙みような関係が始まった──いや、関係と呼べるのかどうか。登校時と下校時にほとんど一方的な会話を交えるだけ。それがほんの一週間前まで、あのひとと自分との関かかわりのすべてだったのだ。


　でも、なぜ？


　どうして、いつから先輩はおれを？


　そう、そういえば会話の最初の時。あのひとは決して今のようにつっけんどんな態度ではなく、むしろその正反対だった。初々しくて、どこかとても期待に満ちた目で──それこそ月村真由のようにしおらしかった気がする。


　それが、どうしてあんな風に変わってしまったんだろう。


　どうして。


　わからない。


　わからない。
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　二ノ宮峻護が何も覚えていないと知ったあの瞬しゆん間かんの感情を、一体どう言えば上う手まく表現できるだろう。


　目の前が真っ暗になった──いや、真っ白になったのだろうか。とにかく、立っていられなくなるくらいのショックを受けたことだけは記憶している。


　でも、すぐに思い直した。


　だって、もともとあの男のことなんてどうでもよかったではないか。かつて自分が甘あまえた子こ供どもだったのは事実。その性しよう根ねを叩たたきなおすために、コンツェルン後こう継けい者しやとしてふさわしい人物になるために、あの男を利用したのだ。努力するのは億おつ劫くうだった。でも努力をしなくてはいけなかった。その面めん倒どうをどうにか乗り越えるために、あの男を仮か想そう敵てきに想定して、あの男に追いつかなければならないと思い込むことで、自分の務つとめをまっとうしてきたのだ。


　あの男なんて北条麗華という類たぐい稀まれな才さい能のうを開花させるための道具でしかなかったのだ。この位置まで到とう達たつするための踏ふみ台、ただそれだけの価か値ちしかなかったのだ。単なるステップのひとつ、それもこの先無数に越こえていかねばならないそれらのうちの、ほんのちっぽけなひとつでしかなかったのだ。


　だからもちろん、あの男とあの女がどうなろうと知ったことではない。どこで何をしようと勝手にすればいいのだ。関係ない。関係ない。


　──あきれた。ほんと、どうしようもないわねあなた。


　抱かかえた膝ひざに顔をうずめる麗華に、誰かが侮ぶ蔑べつまじりに囁ささやきかける。


　──そうまでして、あなたの唯ゆい一いつの拠より所だったはずのものを捻ねじ曲げてまで、現げん実じつから目を背そむけるつもり？


　うるさい。


　──恐こわいんでしょう、認みとめてしまうのが。二ノ宮峻護がほんとうにあなたのことを覚えてなかったら、あの時の約束がただの口約束だったら……十年間ずっと彼のことを想って必死になってきたあなたの人生はぜんぶ水すい泡ほうに帰きすんだもの。いいえ、もしそうなったらあなたの存そん在ざい意い義ぎそのものが無意味になる。それが恐いんでしょう？


　ちがう。


　──ちがわない。だったらどうしてきちんと確たしかめないの。あの男に面と向かって、はっきりした言葉で、確かめてみたことがあった？　ないでしょう？　ろくに確かめもせず、彼にだけいつも無茶な態度を取ることで遠まわしに探さぐりを入れるだけで。下手に近づいて事実を思い知らされるのが恐いから距きよ離りを置いて、あの男に関心がないふりを装よそおっては悪あく夢むに晒さらされた時の予よ防ぼう線せんを張ろうとする。そのくせ彼には近づきたくて仕方がない。ほんと、臆おく病びようなんだから。わかってる？　あなたの目って、エサは欲ほしいけど人間が恐くて近づけずにずっとびくびくしている捨すて犬みたいよ？　ほんと、みじめね。


　ちがう。


　ちがうの。


　二ノ宮峻護のことなんてほんとにどうでもいいの。だから彼が忘れていてもつらくはない。振り向いてくれなくても悲しくはない。


　だからわたくしはへいき。あの男がいなくてもちゃんとやっていける。


　つらくなんてない。悲しくなんてない──
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　北条先せん輩ぱいの考えている真実のところはわからない。


　じゃあ、おれ自身のことについては？


　おれは保坂先輩が言った通りの人間なのか？


　いいや、ちがう。


　だって、あのひとの言う通りなら、おれはまるっきりただの卑ひ怯きよう者ものじゃないか。


　たしかに、これまで何の矛む盾じゆんも感じていなかったわけではない。


　毎朝校門に立っておれにだけは欠かさず話し掛かけてきたこととか。


　おれにだけは接せつしてくる態たい度どが普ふ段だんとは違っていたこととか。


　おれの前に出たときの一挙手一投足のぎこちなさとか。


　話し掛けてくる時に視し線せんをちらちらとしか合わさず、そのうえいつもほのかに頰ほおが上気していることだとか。


　妙みようだとは思っていた。


　ただ単たん純じゆんに嫌きらわれている、というだけでは上手く説明がつけられなかった。


　でも、だからといって即、好意に結びつけるのは早計じゃないか。もし単なる早とちりだったら滑こつ稽けいの極きわみだ。自じ意い識しき過か剰じようの、最悪なピエロだ。事が事だけに慎しん重ちようになるのは当たり前、それをもって卑怯だとか狡ずるいとか言われては立場がない。そういう人間にだけはならないよう肝きもに銘めいじて今日まで生きてきたのに。


　…………。


　だけど。


　もしほんとうにそれらが好意の表れだとしたら。


　おれはどうすればいいんだ？


　月村真由の顔が脳のう裏りをよぎる。


　今日一日のことを、夕焼けの渚なぎさでのことを思い返す。


　もし──もしそうだとしたって、おれはもう──


　と、その時。


　不意に彼は足を止めた。半ば以上、第六感によるものだったろう。


　視界の端はしが捉とらえたものに、何か引っかかりを覚えていた。


　目を凝こらすと。


　月明かりから隠かくれるようにして、岩場に抱いだかれた人ひと影かげがある。
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　──ほんとあきれるわ。自分でもとっくに知っていることをどうしてわたしには言えないのかしら。


　…………。


　──ねえ、ほんとうにあの男のことなんてどうでもいい？


　…………。


　──ねえ？


　そうよッ！


　心の中であらんかぎりに叫さけんだ。


　わたくしは二ノ宮峻護に振ふり向いてもらいたくなんかないし、二ノ宮峻護ともっとたくさん話をしたいなんて思わないし、二ノ宮峻護のそばにいつも居いたいなんてこれっぽっちも考えないし、二ノ宮峻護にずっと自分だけを見ていてもらいたいなんて想そう像ぞうしただけで吐はき気がするわよッ！　わたくしはあの男のことなんて心底、どうでもいいの！


　──やれやれ、だわ。処しよう置ちなしね。


　ため息の気配がして、麗華はいっそう丸くうずくまる。


　考える。


　もし、ほんとうのほんとうに彼が自分のことを覚えていなかったら？　どうしても自分のことを思い出すことがなかったら？


　それだけじゃない。もし彼に嫌きらわれていたとしたら？　それどころか邪じや魔ま者ものに思われていたとしたら？


　その事実を目の前で見せ付けられたら？


　ぜったい立ち直れない。それを思い知らされたら、たぶん自分は壊こわれてしまうだろう。想像するだけでも耐たえられない。こわい。こわくてこわくて仕方がない。


　──残念ね。あの男が思い出さなくたって、忘わすれていたって関係ない。ほんとうのあなただったら簡かん単たんにできることなのに。


　簡単に……？


　──ええそうよ。過か去この約束にすがる必要なんてない。そんなことしなくたって、あなたならあの男を自分の思うままにできるわ。


　思うまま……？


　──ええ。でも、今のあなたには無理。今のあなたはとても弱く、そして弱さを克こく服ふくしている時間もないから。その理由はわかるわね？


　理由……わかる。


　──そうよ、あの女がいる。あの男とあの女、もうほとんどくっつきかけちゃってるもの。それにこれもわかってるでしょう？　あの女が普通じゃないということも。


　そう、わかっている。いやというほど。


　保坂に指し摘てきされるまでもなかった。あの女、月村真由には何か、そう、得体の知れないものがある。以前からなんとなく感じ取ってはいたけど今日一日でそれを確信した。


　確たしかに容よう姿しは抜ばつ群ぐんに秀ひいでているし、内面だってそう悪くはない──認みとめざるを得ないことに。けど、だからといってあそこまで強く異い性せいを引き付けるものだろうか。いや、常じよう識しきでは考えられない。でも、常識では考えられないものがあの女にはあるのだ。まさに──そう、魔ま性しようとでも呼よぶしかないようなものが。


　だけど、もしそんなものがあるとしたら。


　そんなの端はなから勝てるわけがない。


　──そうね、あなたならそうでしょう。でもわたしならできる。


　あなたなら……？


　──そうよ。わたしならあの男を手に入れられる。あの女なんかよりずっとうまく。もちろん、あなたよりもね。


　あの女より……わたくしよりも……


　──だからもうおやすみなさいな。あなた疲つかれ切っているもの。これ以上無理をしたらほんとうに壊れてしまう。


　疲れて……


　──あら、わざわざ勧すすめるまでもなかったわね。


　……？


　──だってあなた、もう眠ねむってるわよ。ほら、自分が自分でないみたいでしょう。とても身体からだが軽くて、浮ういてるみたいな、沈しずんでいるような。


　ほんとだ……なんだか……水の中で揺ゆられてる……みたい……


　──よき夢ゆめ、よき旅を。でも次に会う時は、もう少し強くなっていてね……？


　とくん、と。


　心が、まるで重力から解とき放たれたような、感覚。意識に、霞かすみがかかって。


「先せん輩ぱい？」


　その声を最後に記き憶おくは途と切ぎれた。
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「先輩？」


　近づきながら、岩を背せにうずくまっている影かげに呼びかける。が、いらえはない。


　見まちがいか──とも思ったが、月明かりでは確かめにくかった闇やみも、ここまで来れば不自由ない程てい度どには晴れる。やはり北条麗華その人だった。膝ひざの間に頭を埋うずめているため顔を見ることはできないが、毎日見ている姿すがたである。いまさら取り違ちがえることはない。


「先輩、捜さがしましたよ」


　まずは首しゆ尾びよく見つけられたことに一息つきながら、言葉を重ねる。


「こんなところで潮しお風かぜに当たっていたら身体からだに障さわります。戻もどりましょう。みんな心配していますから」


　すぐ前に立ち、まだ膝を抱えたままこちらを見ようとしない麗華を促うながしたが──


　その科白せりふに、自分らしからぬ硬かたさがあるのを認めないわけにはいかなかった。


　もし、先輩の態度が好意の表れなのだとしたら？──その可か能のう性せいに気づきながら何食わぬ顔をできる峻護ではない。


　そしてまた彼は、いま目の前にいる麗華の姿を見て軽からぬ衝しよう撃げきを受けてもいた。


　あの北条麗華が。


　あの誇ほこり高く比ひ類るいなき才さい媛えんが、こんな島のはずれの闇だまりでひとり、捨すてられた仔こ猫ねこみたいに小さくなっている。


　こんな、みじめな姿を晒さらしている。


　なぜ。一体このひとに何があったんだ？


　いや待て。もし先輩がほんとうにおれに好意を持っていたとして。


　今日一日の出来事とその結果に、その要素を加えて分ぶん析せきすれば。


　先輩が、こんなふうに打ちひしがれている理由は──


　いや、ありえない。相手はあの北条先輩だぞ？　やはり考えすぎだ。


　かぶりを振り、思い直す。どちらにせよそんなことは後回しにすべきだった。このひとをいつまでもこんなところに置いてはおけない。


「さあ先輩。立ってください。──それとも先輩、もしかして寝ねてるんですか？」


　かすかに首が振られる。


「じゃ、早く行きましょう。よくないです、こんなところにいては。先輩のような人がこんなところにいるのは、よくないです。さ、行きましょう」


　少し迷まよってから、手を差し出した。


　それを察したのだろう。膝を抱えていた腕うでを解き、こちらに伸のばしてきた。そのことにほっとしながら手を握にぎり、引く。


　立ち上がりながら、麗華が顔をあげる。


「……え？」


　知らず声が洩もれていた。


　たしかに北条先輩だ。


　なのに、ちがう。


　その戸と惑まどいの間を縫ぬうようにして、すっ、と彼女がふところに入ってきた。なんの迷いも細工もなく、ただ、真まっ直すぐに。


　その明け透すけで開けっ広げな行動はあまりに自然で、ゆえに峻護の知る麗華のものとはあまりにかけ離はなれていて──彼の動体視し力りよくからすればスローモーション同然の動き、そのはずが。いつの間にか間合いを盗ぬすまれていた。


　目の前にある彼女の顔が、くす、とほころぶ。


　そこからまだ、近づいてくる。


「わ──」


　軽い混こん乱らんに揺ゆられたまま、一歩引いた。


　足場は悪い。


　踵かかとが砂すなに埋うまり、バランスを崩くずした。なす術すべもなく背中から倒たおれこむ。


　受身を取るまでもない、柔やわらかな衝しよう撃げき。反はん射しやでまぶたを閉とじたのは一いつ瞬しゆん。


　目をあけた。


　月。そして。


　馬乗りになり、こちらをのぞきこんでくる少女。


　じっと、やはりただ真っ直ぐに、見つめてきて──


　その時にはもう、魅み入いられていた。後戻りできないところまで。





　　　　＊





　──やはりわからない。


　いつ歯車が狂くるい、どこから事が始まって。


　そして、どうしてこんなことになっているのか。


　どうしてこんな──北条麗華と一線を超こえる半歩手前にまで、追い詰つめられているのか。


　いつからなんだ？


　桜さくらの舞まい散る春の日、この名前どおりに華はなやかな麗れい人じんと出会った、あの時からなのか？


　あるいはもっと近く、彼女が二ノ宮家に住み込むようになったあの時からか？


　それとも、到とう底てい自分には想そう像ぞうも及およばぬような時と場所で、すべては始まっていたことだったのか？


　わからない。


　わかっているのは、すべてが後の祭りということだけ。


　それでも、峻護はなおも足あ搔がく。


　灼しやく熱ねつするあまりコマ落ちのフィルムのように途と切ぎれ始めた意識で、思う。


　一体このひとはどうしてしまったんだろう。


　あるかなしかの──だが背筋が震ふるえるほど艶つやめいた微び笑しようを口辺に漂ただよわせ、いまや二ノ宮峻護のすべてを握っている少女。


　体重のかけ方も、体重そのものも、彼にとって物の数ではない。なのに振り払えない。


　彼女はわかっているのだろう。峻護にはもはや逃のがれる術も抗あらがう術もないことを。わかっているからこそ焦じらしているのだろう。さしずめ獲え物ものをもてあそぶ猫ねこのように、峻護の理性が焼き切れるその時を待っているのだろう。


　だが、なぜ動かない？　いかようであれ峻護もまた男のはしくれ、男女がこのような位相を見せているからには彼女もまた求めてきていることはわかる。なのになぜ、動かない。どうしてこちらが限げん界かいを迎むかえる時をただ待っている？


　いや、そもそも。


　彼女は一体だれなんだ？


　たしかに、もともと凄すさまじいほどきれいなひとではあった。でもこの抗いがたさは一体なにごとだろう。きれいなだけの人ならこれまで何度も見てきたし、おれは異性に対しては慎つつしみ深くあれ、という自じ戒かいをずっと課してきた人間だ。いくら魅力的な女性が相手でも無む闇やみに心こころ惑まどわせることはないはず。第一、このひととこれまで数かぞえ切れぬほど接してきて、一度でも理性を損そこなったことがあったか？　ないだろう？　なのに、どうしてこんな、理り屈くつでは説明できないことが──


　いや待て。


　なぜ気づかなかった。


　そう、おれは知っているぞ、この感覚。どんな男でも膝ひざを屈くつする、強きよう制せい力りよくを持った魅惑。理性をひしぎ、本ほん能のうを蕩とろかす、回かい避ひも脱だつ出しゆつもあたわぬ魔ま性しようの陥かん穽せい。これじゃあまるで──


「だめよ」


　初めて言葉が降ふってくる。静かで、しかし絶ぜつ対たい的な圧あつ力りよくを内包した声。


「あなた今、他の女のことを考えたでしょう」


　きゅ、と腰こしをうごめかせる。抗いがたい刺し激げきが脊せき髄ずいを貫つらぬく。うめきをかろうじて嚙かみ殺す。見下ろしてくる瞳ひとみが嘲ちよう笑しようの色をなし、さらに告げてくる。


「どうしてだろう、って思ってるわね。いつでもわたしはあなたを奪うばえるのにどうしてそうしないのだろう、って」


　応おうじられない。いや、答えがない。


「本能に克かてるのはあなただけじゃないわ。それに──」


　さらに笑みが深くなる。


「わたしはあなたを許ゆるしてあげないもの。ずっと逃にげ回ってきたあなたをわたしは認みとめてあげないもの。ずるくて卑ひ怯きようでわたしよりずっと臆おく病びようなあなたを、わたしは受け入れてあげないもの。だから──わたしはあなたを奪ってあげない」


「そんな──ことは──」


「さあ、わたしを奪いなさい。奪って、あなた自身に屈しなさい。節を曲げ、操みさおを汚けがしなさい。あなたにとってそれはまたとない屈くつ辱じよくでしょう？」


「おれ──は──」


「目を逸そらさないで。逸らしたらあなた、一生クズのままよ」


「あなたは──」かろうじて声を絞しぼり出す。


「あなたは、だれです」


「わたし？」いたずらげな微び笑しよう。「わたしはわたし。あなたの知らないわたし。あなたのことがきらいなわたし。だれでもないわたし。どこにもいないわたし。──それが、わたし」


　わからない。


　おれにはわからないんです、先輩。


「がんばるわね。そんなに怖こわいことなのかしら。でもね、がんばればがんばるほど蝕むしばまれていくわよ？　二度と立ち直れないくらいにね。屈辱に甘あまんじていられるうちがまだしも華はななんじゃないかしら？」


「…………」


「ねえ。わたしはね、あなたを壊こわしてしまってもいいのよ？　今のあなたはわたしに操あやつり糸を握られた木で偶くでしかない。わたしの言葉にあなたは逆さからえない──なんならこう命じてあげましょうか？　決してわたしに手を出さないで、って。想像してみなさい、指一本触ふれることすら禁きんじられたままこの状じよう態たいが──情じよう欲よくの炎ほのおに心を炙あぶられた状態がずっと続けばどうなるか。そうしたら、いくらあなたでもすぐに廃はい人じんの仲間入りでしょうね。今だってもう、とてもつらそうだもの。あなた、いま自分がどんな顔をしてるか自覚がある？」


　──わからない。


　どうすればいい。


　おれはどう動けばいい。


　くそ、こんなのは嫌きらいなのに。急ぎたくはないのに。何も変わらなくていいのに。


　満月を背負い、こちらを見下ろしてくる少女──見知ったはずの他人の顔から目を離はなせぬまま、峻護は死しに物もの狂ぐるいでもがき続ける。


　おれが今もっともやってはならないことは何だ。煩ぼん悩のうに負けて彼女を自分のものにすることだ。じゃあ、おれが今もっともやりたいことは何だ。──煩悩に負けて彼女を自分のものにすることだ、畜ちく生しよう、落ち着け、惑まどうな、もっとよく状況を整理しろ。


　おれがいま最優ゆう先せんにすべきことは何だ。煩悩に負けず、おれ自身の矜きよう持じを保たもち、このひとには決して手を出さないことだ。──そう、それでいい。先輩とは、まだ早すぎる。ましてやこんな状況で、事実上強制された状態で。そう、強制。なぜなら。


　彼女は──北条先輩は、サキュバスだ。


　信じられないが、そうとしか考えられない。この蠱こ惑わく、この妖よう艶えんさは、男の理性を根こそぎ毟むしり取っていくこの絶対的優位性は、それ以外のどんな理由でもありえない。でもサキュバスとは、生命元げん素そ関かん連れん因いん子し欠けつ損そん症しようの発症者とは、そんなあちこちにいるものなのか。自分の周りに、それも立て続けに現れるなんてことがあるのか。しかも彼女は、北条先輩は、少なくとも遺い伝でん形けい質しつの発現においてはごく普通の人だったはずだ──ついさっきまでは。それにこの豹ひよう変へんぶりはなんなんだ。人じん格かく的にまったく別人としか思えない。サキュバス化したこと以上に不ふ可か解かいだ。それともサキュバス化とは元来がそういうものなのか。だめだ、わかりようがない、おれの知識ではどうしようもない。


　そして到底無視しようのないひとつの可能性がある。先輩はさっきからずっとおれの肌はだに触れている。なのにおれには何の変化もない。これはどういうことなのか。


　月村さんが相手ならこうはいかない。今日だって顔には出さなかったが、彼女に触れている時は常つねに違い和わ感が付きまとっていたのだ。注ちゆう射しや器きで血を抜ぬいているような脱だつ力りよく感、あるいは喪そう失しつ感、つまりは精せい気きを吸すわれている感覚に。


　彼女は自らの能力、精気を吸きゆう引いんする能力をコントロールできない。それはサキュバスにとって致ち命めい的ともいえる問題だ。ゆえに彼女は異性に触れただけでその精気を見み境さかいなく吸い取ってしまう。もちろんそれはおれに対しても同じ──ただ、おれはたまたま彼女の吸引能力に耐たい性せいがあったために、多少彼女に触れたところでさしたる実害はないというだけのこと。ただし、それはあくまで外皮を経けい由ゆした接せつ触しよくにのみいえることだ。それ以上の接触、サキュバスにとって本来必要不可欠な行こう為いにまで及およべば、たとえおれだって無事ではいられない。


　だけど北条先輩はちがう。彼女は月村さんと違い能力をコントロールできる。あるいは月村さんと比べて精気吸引能力が格段に低い──というより、サキュバスの平へい均きん値ちにより近いのだろう。肌と肌が接触しても精気を吸われている感触がない、というのはそういうことだ。


　つまり月村さんと接する際には常に働いていた理性が、北条先輩と接する際には意味を無くしてしまう。


　北条先輩と何をしようと、精気を吸われ尽くして死ぬことはないのだ。


　くそっ、そんなことが証しよう明めいされたからといって何の意味がある。死の危き険けんがついて回るから月村さんとは何もせず、それがないから北条先輩とは何をしてもいいというのか。馬ば鹿かげている。そんなことをおれの理性はおれ自身に決して許ゆるさない。でも本能はちがう。事実を知った以上、欲よつ求きゆうにだけ忠ちゆう実じつに従ってしまう……


「──ほんと、ここまで強ごう情じようとはね。窒ちつ息そくしたヒキガエルみたいな顔して、せっかくのいい男が台無し。あなた、冗じよう談だんではなくこのままだと手て遅おくれになるわよ？」


「…………」


「仕方ないわね。──楽にさせてあげる」


　また、うごめいた。先ほどの比ではなかった。もはや疑うたがいようもない。それはただ淫魔サキユバスにのみ可能な蠕ぜん動どうだった。今の彼に耐えられるはずもなかった。


　心を支ささえてきた柱がもろくも崩くずれ去ってゆく。右手が意思に反して持ち上がる。左手も。意思に反しているくせに何をしようとしているかはわかる。右手は胴どうに、左手は頰ほおに添そえる気だろう。そしてそのあとは──


　少女は勝者の、あるいは絶対者の微び笑しようでそれを迎むかえる。


　手は遅ち々ちとして進む。激はげしく小こ刻きざみに震ふるえている。峻護の意思ではない。彼の意識は、もはや消えかけのロウソクのごとく儚はかなくなっている。無意識の抵てい抗こうだろう。


　それを見た少女の瞳ひとみがいっそう細められる。憫びん笑しようと、それに倍する慈いつくしみと労いたわりの色をもって。『あなたを壊してあげる』とまで言った少女が、むしろいとおしげな眼まな差ざしで己おのれの隷れい僕ぼくに心を注ぎ、小刻みに震える手を自ら取ろうとして──


　わずかに、その秀しゆう麗れいな眉び目もくがゆがめられた。


「……だめか。ここまでね」


　うめく。同時、峻護を支配していた蠱惑がゆるんだ。


「ほんと、あきれたわ今日は。でもここまで弱い男というのもかえって貴き重ちようかもしれないわね。──いいわ。それに免めんじて、今日のところは手心を加えることにしましょう」


　独ひとり言ごとに近い色合いの科白せりふが少女の口をつく。それへ、峻護は喘あえぎ喘ぎにも怪け訝げんの眼差しを向けた。が、望んだ応こたえはない。


　代わりに彼女はくすりと笑った。


　はっとなる。


　それは、これまでに見せた麻ま薬やくじみたものとは違う、まるで陰いんに籠こもったところのない、むしろ快活とさえいえる笑みだった──いたずらを仕し掛かけるときの子こ供どもにも、似にた。


「ねえ、二ノ宮峻護」


「は……い」


「やさしくしてね？」


　そして。


　静かに目を閉とじ、しなだれかかって──いや、ふらりと倒れ掛かってきた。


　すでに呪じゆ縛ばくは解とけている。あわてて起き上がり、身体からだを支ささえた。


「先せん輩ぱい？」


　ちょうど幼おさな子ごを抱だきかかえるような格かつ好こうになる。胸むなもとにある顔を覗のぞき込こむ。やはり目ま蓋ぶたは閉とじられたまま。囁ささやき終えたそのままの形に、わずか、朱しゆ唇しんがほころんでいる。


　眠ねむって──いるのか。


　しばし、その事実が呑のみ込めなかった。


「──ぷはあ」


　ややあって、大きく、大きく、息をつく。心底からの実感を乗せた、むこう十年分の疲ひ労ろうを詰つめ込んだような嘆たん息そくだった。


　どうやら切り抜ぬけたらしい。


「……まったく」


　散々な目にあった。ほとんどあらゆる意味で。


　思い知らされたこと、気づかされたこと、突つきつけられたこと、はじめて明らかになったこと──


　だが疲つかれきっていた。今はもう何も考えたくない。後回しにしよう。今日は骨ほね休やすめにここへ来たはずだ。それがこんなへとへとになっていては笑い話にもならない。戻もどって早く休もう。せめて今日この日くらいは、それが許されていいはずだ……。


「先輩、起きてください。戻りましょう」


　抱かかえたままの麗華を軽くゆする。


「先輩、こんなところで寝ねたら本当に風か邪ぜをひきますよ。先輩」


　目覚める様子はない。無理もないだろう。疲れているのは何も自分だけではないのだろうから。


「先輩、起きて。先輩」


　もう一度ゆすってみて、あきらめた。半ば覚かく悟ごしていたことだが、やはり自分が運ぶことになるようだ。


　抱え直し、動きをできるだけ与あたえないようにそっと立ち上がろうとして。


「……え？」


　ようやく気づいた。


　肌はだの白さが、月明かりのせいばかりではないことに。掌てのひらに伝わる脈みやく拍はくが、ひどくか細く頼たよりないことに。その温ぬくもりが、背せ筋すじの寒くなるほど失われてしまっていることに。


　今度こそ本気で戦せん慄りつした。


「え？　え？」


　どうして？　なんでこんな、なんだ、なにが、どうして。


　こんな、まるで、死──


「先輩？　先輩！」


　やめるべきだとわかっていながら衝しよう動どうに打ち克かてない。激しくゆさぶる。反はん応のうはない。


　くそ、おちつけ二ノ宮峻護。うろたえている場合か。考えるんだ。早く、正せい確かくに。


　北条先輩に何か持病の類たぐいはあったか──おそらくないだろう、あれば保坂先輩から何らかの注意を促うながされるはず。なら発ほつ作さについては？　それも考えにくい。理由は前者と同じ。付け加えるなら、今の北条先輩には多くの発作症状に付ふ随ずいする動どう悸きや息切れや痙けい攣れんといったものが見られない。でも、だったら何が原げん因いんでこんなことに？


　いや、こんな素人しろうと診しん断だんなどお呼びではない。早く人を呼ぶべきだ。この島には姉さんも美樹彦さんもいる。あの二人が太たい鼓こ判ばんを押おすだけの設せつ備びと人材もそろっている。何とかなる。じゃあどうする、おれがひとりで人を呼びにいくか、それとも先輩も一いつ緒しよに連れて行くか。コテージまで行ってまた戻ってくるのでは二度手間。先輩を抱えていけばどうしたって揺ゆれることになる。この状態の彼女に望ましいこととはいえない。どちらを選んでもリスクはある。が。


　少しだけ冷静を取り戻した頭でそれだけ考え、すぐに決断した。


　連れて行こう。先輩を、彼女をこんなところにひとりで残しておくわけにはいかない。


　一いつ刻こくを争う。


　麗華を抱えたまま立ち上がる。


　──いや、立ち上がりかけて、止まった。


　気づいたのだ。


　あったのだ、彼女の症状にぴったりと当てはまる推すい測そくが。


　でも、まさか。いやしかし。


　考える。


　彼女の症状の特とく徴ちようはその突とつ発ぱつ性せいに加え、動悸や息切れや痙攣といった発作的症状が見られないことにある。言い換かえれば、身体的危き機きに際さいして生命力の抵てい抗こうがないということ。


　そう生命力。それが決定的に欠けている。なぜ？　どうして、そこまで生命力を減げん退たいさせた？　そうさせるきっかけが何かあったのか？


　ある。なぜなら彼女はサキュバスなのだから。


　サキュバス──生命元素関連因子欠けつ損そん症しようの発症者とは、精せい気き、すなわち生命エネルギーとでも呼ぶべきものを体内で生成する機能に欠けつ陥かんをもつ人々を指す。サキュバスである以上、生命エネルギーの補ほ給きゆうは他者に依い存ぞんせざるをえない。


　そして見るところ、彼女の症状は今日はじめて発現した節がある。いや、それについては間違いない。そうでもなければあの豹ひよう変へんぶりは説明できない。


　であるならば。今、彼女は精気を不足させ得る状況にあるということになる。これで彼女の症状の唐とう突とつ性せい、そして生命力の抵抗が見られないことにも説明がつく。


　だが。そうだとするなら。


　彼女の危機を救う道は。


　彼女を死の淵ふちから引きずり上げる手立ては。


　ひとつしかないじゃないか。


　サキュバスに精気を分け与あたえる方法なんて、ひとつしかないじゃないか。


「おいおい──」


　待て。ちょっと待て。本当に、本当にそうなのか。サキュバスであることに疑うたがいの余よ地ちはないのか。精気不足ゆえに彼女がこの危機的状況にあるという推すい論ろんを導みちびき出した理り屈くつに穴あなはないのか。


　たとえば、精気不足にしたってあまりに唐突すぎるのではないか。いくらなりたてとはいえ、サキュバスのすべてがここまで急激に精気を減へらすようであれば長期の生せい存ぞんなど到底不可能。欠陥なんてものじゃない、それではプログラムされた自死アポトーシスにも等しい。ではやはり、彼女の症状にはもっと別の原因があるとみるべきなのか。


　──畜ちく生しよう、本物のバカかおれは。ぐずぐずしている場合じゃない、死にかけてるんだぞこのひとは。


　こうなれば優ゆう秀しゆうなスタッフも設せつ備びも無意味。時間もない。やるしかない。


　上げかけた腰こしをようやく下ろす。


　肌の色合い、脈みやく拍はく、体温。どれもぞっとするほど頼たよりない。だが、ある。まだ間に合うだろう。──確かく証しようはなく、そう信じるしかなかっただけだが。


　最後の一線だけは越こえずとも済すむ、と見当をつけた。だからといってその一歩手前までなら構かまわないのかといえば、そんな理屈を彼が採さい用ようするはずもなかったが。


　膝をつき、抱え起こすような格かつ好こうで、峻護はもういちど麗華を覗のぞき込こむ。


　満月が闇やみを払はらい、その名にふさわしい麗れい人じんの面おも差ざしをあらわにしている。


　細く小さな輪りん郭かくに乗る眉び目もくも、筋すじの通った鼻も、薄うすいくちびるも。すべて、美び神しんの寵ちようを受けてこの世に存在を許されているのだろう。わけても北条麗華の孤こ高こうを象しよう徴ちようするのは、ひとたび見れば二度と忘わすれない、強く激しく輝かがやく切れ長の瞳ひとみ。しかしそれも今は力なく閉ざされて、穏おだやかすぎる様相をみせている──死の影かげに暗く彩いろどられて。


　怖こわいくらいに、きれいだった。


　──やるのか、本当に。


　そう、やるんだ。


　これはれっきとした治ち療りよう行こう為いじゃないか。赤チン塗ぬるのと何も変わらない……そのはずだろう、二ノ宮峻護？


　馬ば鹿か、そんな単たん純じゆんに割わり切れるものか。しかもこんな急な状じよう況きようで。


　でも。おれはそんなに嫌いやなのか。先せん輩ぱいとそうすることを、そんなに避さけたがっているのか？──ああ、また考えている。後回しにするはずだったのに。今日はもうゆっくり眠ねむってしまいたかったのに。


　おれは、先輩のことをどう思っているんだ。


　美人であることは間ま違ちがいない。まさしく今さらだが。人間的な大きさも申し分ない。才能は売って歩くほど持ち合わせている。その発はつ揮きの仕方も半はん端ぱじゃない。良家の令れい嬢じようにありがちなひ弱さはなく、なおかつ人の上に立つ者のあるべき姿すがたを知り、実じつ践せんしている。常つねに誇ほこり高く、下々を慈いつくしむ、王道をまっすぐに往ゆける資し質しつを持った人だ。掛かけ値ねなしの尊そん敬けいに値あたいする。


　じゃあ、おれに対する態たい度どについては？　普ふ段だんに似にず、敵てき意いじみた感情をずっと向けられていたこと。事実それによって幾いく度ども実じつ際さい的な迷めい惑わくをこうむってきたこと。それらについてはどう思っている？──たいした問題じゃない。姉に比くらべればどうということもない、というのは単なる方便じゃないのだ。むしろ普段の完かん璧ぺきさからは想そう像ぞうもつかないその行動は、意外性とともに魅み力りよく的に映うつっていたくらいで──


　なんてこった、くそ。嫌きらいになる理由なんてひとつもないじゃないか。いや待て。嫌いではないからといって逆ぎやくもまた真なり、というわけにはいかない。そんな気安いものじゃないんだこれは。ああもう畜ちく生しよう、なんでこんなことになってるんだ。今日はバカンスで、骨ほね休やすめなんじゃなかったのか。どうしてこんな──


　動きがあった。


　腕うでの中にある身体からだが、すうっ、とゆっくり、大きく息をついた。そしてついたきり、微び動どうだにしない。


　しない。


　心しん臓ぞうを握にぎりつぶされたかと思った。あわてて確たしかめる。脈は──ある。ほんとうにかろうじて。でももうだめだ本当に時間がない。悩なやんでる場合じゃない。彼女を救えるのはおれしかいないんだ。よし決めた。やる。やるぞ。ほんとうにやるぞ。そうこれは緊きん急きゆう避ひ難なん的な行為、非ひ常じよう事態における非常の手段、回避不能な義務、やむを得ないこと──





　空に、今夜はじめて雲がなびいた。


　刷はいたように薄く伸びる柔やわ絹ぎぬのようなそれは風に乗って流れ流れ、月を覆おおい隠かくす。あたかも人生の先せん達だつが無ぶ遠えん慮りよな後輩を窘たしなめるように。





　ちらりと、もう一人のサキュバスの笑え顔がおが脳のう裏りをよぎった。





　そっと、重ねた。





　　　　＊





　雲は去り、再ふたたび輝きを降ふらせ始めた月だけが彼らを見守っている。


　彼ら──生命いのちを交かわし合う二人と。


　そして二人の姿を見て駆かけ去った、もうひとつの人影とを──
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　いや、月だけではなかった。まだ三人いる。


「……人じん格かく障しよう害がいとの同時発はつ現げんか。これはまた──なんともまあ、風変わりなサキュバスになったものね」


　釘くぎ付づけになっていたモニター群ぐんからようやく目を離はなし、涼りよう子こが吐と息いきを洩もらした。眉み間けんにしわを寄せ、頭を搔かく。「どうしたものかしら」


　困こん惑わくの際に示しめすこの癖くせは、あるいは姉きよう弟だいそろってのものなのだろうか──知ち恵え熱ねつを上げる涼子を見ながら、保ほ坂さかはさして意味もない感想を心中につぶやく。


「たしかに想定外ではある。が、我われ々われの手に負えないというほどでもないさ」


　涼子に応おうじて、美み樹き彦ひこがそんなふうに後を引き取った。


「ともかくもこれでひとまずの安定は見られそうだ。よしとすべきではないか。いずれ他のどんなパターンで発現をみたにせよ、我々には次じ善ぜん策さくを採とるしか──ただ見守ることを選せん択たくする以外には道がないのだから」


　コテージの食堂である。


　暑い。十分に空調は利きかせているはずだが──そう広くもない部屋に保坂ら三人、それに各種の機材類と待機しているスタッフたちが放つ熱を足せば、それも当然というべきなのだろう。


　美樹彦が片かた手てを挙げる合図をし、それに従したがってスタッフたちが機材を撤てつ収しゆうしていく。涼子がさらにいくつか事後処しよ理りを指し示じするのを見み届とどけてから、保坂は口を開いた。


「では涼子さんに美樹彦さん。ご両人にお訊きします」


　無言で促うながされ、語を継つぐ。


「まずはこの状じよう況きようを受けた上で予想される以い降こうの展てん望ぼうと、今後ぼくたちの採とるべき行動指し針しんを、改めて確かく認にんしておきたいんですが」


「予定通りだよ、保坂くん」と、美樹彦が受けた。


「麗華くんの発現型だけは多少想定外ではあったが、どちらにしてもこればかりは蓋ふたを開けてみないとわからなかったことだ。やむをえない。あとはさっきも言ったように、ただ見守るだけだよ。細心のケアを施ほどこした上で、なおかつ一いつ切さいの手は下さずに、ね。それと麗華くん本人にはまだこのことを告げないほうがいいだろう。知らずにいられるならそのほうが幸福なんだ、何事もなく安定するならば伝える必要はない」


「わかりました。では、今ならうかがってもいいですね。あなたがたの目的は何です？　どうしてお嬢じようさまの『神戎かむい』を引き出そうとするんですか？」


「その呼び方は好きじゃないな。サキュバス、でいい。そうは思わないかい？」


「失礼。ではあらためてうかがいます。何を目的に、お嬢さまをサキュバスに仕立てようとするんです？」


「わたしたちの目的、ねえ」今度は涼子。


「まあひとことで言えば『すべてが上う手まくいくようにすること』かしらね」


「意味が広すぎます」


「でもそれでいいのよ。あのね、わたしたちがあなたに知っておいてもらいたいのはひとつだけ──わたしたちはあの三人の味方だということ。何があってもね。それだけを信じ、覚えていてくれればいいの」


「なるほど」


　保坂はそれ以上追つい及きゆうしなかった。どうせ多くは語るまい、ということはわかっていたし、もとより期待していたわけでもない。それに彼女の言葉に噓うそがないのは確信できる。人の裏り面めんを盗ぬすむ技ぎ術じゆつはさんざん叩たたき込まれてきたのだ、その程てい度どの判はん断だんは利く。物心つく前から課せられた血ヘドを吐はくような鍛たん錬れんの見返りとしては、些さ少しようすぎるが。


「本当は──」


　涼子が両手の指を絡からめながら、つぶやく。


「本当はわたしたちがしゃしゃり出ることなく、すべてが丸く収おさまればいいんだけどね。今でもそう願っているし、結果をそれに近づけたいとも思うけど……」


　その目は保坂を相手と見ていない。受け取った印象どおり、独どく白はくなのだろう。


「保坂くん。あなたは後こう悔かいしているのかしら」


　逆ぎやくに問うてきた。即そく答とうした。


「していません。ベストだと判断したことですから。どんな形であれ、今ここでガス抜ぬきをしておかなければ早そう晩ばん、お嬢さまは潰つぶれていたでしょう。ガス抜きのやり方も、そう多くの選せん択たく肢しは残されていなかった」


　あれだけの多才を発はつ揮きするにはそれだけの代だい償しようが要いるということなのだろう。二ノ宮峻しゆん護ごへの頑かたくなすぎる想おもいが北ほう条じよう麗れい華かにそれを可能とさせた。だが有と無、１と０しかあの令嬢にはない。アクセルとブレーキを使い分けることが彼女にはできない。二ノ宮峻護の存そん在ざいを切り離しては、もはや北条麗華というパーソナルは成立しないのだ。中ちゆう庸ようで安定させようにも叶かなわず、薬物洗せん脳のうを試みても効こう果かがなかったあたりで一度は覚かく悟ごを決めた。燃もえ尽つきるまで、張はり詰つめたものがぷつんと切れるまで、指をくわえて見ているしかなかった。まったく、あのひとはどうしてこう、肝かん心じんなところが不器用なのだろう。あの時──十年前、社会見学のつもりであのひとを外に出したのが、やはりすべての間違いだったのだろうか。だがあの後あのひとはまるで見違えた姿で戻ってきたではないか。あの経けい験けんがあるからこそお嬢さまの今がある──


「そう、多くは望めなかったのだ。であればともかくも、安定に向かう兆ちよう候こうのその尻尾しつぽだけでも摑つかめたことに、まずは満足すべきだ」


　物思いに逸それた保坂の後あとを引き取り、美樹彦が言葉を連ねる。


「五ご条じよう家の血を色いろ濃こく受け継ぐ麗華くんが峻護くんにあれだけ強い好意を抱いだき、そしてその好意を発はつ露ろできないままでいた以上、そう遠くない将しよう来らいサキュバス化することは予よ測そくの範はん囲い内。そして真由の例でも明らかなように、サキュバス化には歓かん迎げいすべからざる不ふ確かく定てい要よう素そがついて回る。そのことは今回も証しよう明めいされたわけだが──だがあの程度ならまだマシな方だろう。分ぶん裂れつした人格とのバランスが上手く取れるようならば問題はない。そしてそれはつまるところ、麗華くん個こ人じんの問題として帰結せざるを得ないことだ。僕ぼくらにできることは多くない。なにより今回の最たる収しゆう穫かくとして様々なデータを得られた。これは今後にも大いに生かしていける。やはり満足すべきだろう」


　その語調は保坂に聞かせるというよりも、どこか美樹彦自身に向けられているような響ひびきがあった。妙みような安あん堵どを覚える。やはり不安は消しきれないのだろう。この男でさえ。


「ところで保坂くん、こちらからも確かく認にんしておこう。この先も僕らは君の協力を得つづけられると解かい釈しやくしていいのかな？」


「情じよう報ほうをもらう以上、協力はします」


「確かかい？」


「鬼きノの宮みやと継つぎ群むらを相手に約束を違たがえようなんて思いませんよ。ぼくも命が惜おしい」


　とはいえ核かく心しんの情報を彼らはまず洩もらすまい。よって、これを取っ掛かりにしてさらなる知識を集める必要がある。彼一個の必要による事業はその動機にふさわしく、彼ひとりで進めていくことになるだろう。


（それよりなにより──）


　と、保坂は思考回路を切り替かえ、普段のおっとりした頭で思い悩なやむ。


　ひとつ、やきもきして仕方がないことがあった。


　もっとも、これについてはもう頭を抱えるしかないのだが。


「ところで……二ノ宮くんの過か去この記き憶おくが消えているのは真由さんに原げん因いんがあるんでしたよね？　サキュバス化した際さいに精せい気きを吸すいすぎて、瀕ひん死しに追い込んで──」


「消えたかどうかは定かでないけどね。消去デリートしたはずの記憶データが脳メモリーのどこかに引っかかって残っていた、なんてことはよくある話だし。何かがきっかけで思い出すこともあるかもしれないわね」


　その方がなおさらややこしい。


「で、その過去の記憶というのは、二ノ宮くんがお嬢さまと出会った頃ころの記憶も当然ふくまれてるわけですよね。あの後すぐだった、って聞きましたから。二ノ宮くんと真由さんが出会ったのは」


「ええ、そうなるわね」


　何の屈くつ託たくもなく涼子が頷うなずく。


　この人ほんとにわかってるんだろうか──激はげしく疑ぎ問もんに思いながら、保坂は大規き模ぼな火薬庫の位置と、そこへ放物線を描えがいて投げ込まれつつある火種の存そん在ざいを明示する。


「それじゃあ、二ノ宮くんの記憶を消したのが真由さんだと、お嬢さまが知ったらどうします？　もしくは、真由さんが二ノ宮くんとお嬢さまの事情を知ったら？」


　考えるだに空そら恐おそろしい。なので、保坂は考えたことがない。


「今のところあのひとたちがそれを知りうる機会はなさそうですが──そんなのはどう転ぶかわかりません」


「でしょうね」


「でしょうね、じゃないですよ。どんな事じ態たいになるか、ぼくからは何も保ほ証しようできないですよ？」


「それはそうでしょう。わたしだって何の保証もできないわ」


「そんな悠ゆう長ちような……何か手を打つとか、しないんですか」


「どうして？　別にどうもしないわよ？」


　首をかしげ、不思議そうな顔をする。


「それはあの子たちが自ら背せ負おった偶ぐう然ぜんと必然。それによってもたらされる幸いも災わざわいも、ひとつ残らずあの子たちのものよ。それを取り上げるなんて──そんな無ぶ粋すいな真ま似ね、するはずないでしょう？」


　ねえ？　と美樹彦に同意を求める。それを受けて淫魔インキユバスはごくシンプルに点頭し、保坂に異星人エイリアンを見る目を向けた。


「……なるほど」


　どうにかそれだけを言う。


（つまり、それが彼らの強さってことか）


　納なつ得とくし、保坂はシャツの襟えりをつまんで風を入れながら、今度こそすべての緊きん張ちようを解とく。


　いつもの笑え顔がおで言う、


「後こう悔かいはしていない、ってさっきは言いましたけど……じつはひとつ、残念に思っていることがあります」


「ほう、なんだい？」


「お嬢じようさまをいじる人間がずいぶん増ふえてしまったことです。今回のことでそれがなおさら確定してしまいました。本来ぼくだけの特とつ権けんだったんですよ？　あのひとで遊ぶのは」


「寡占ひとりじめはよくないぞ、保坂くん」


　はっはっはと哄こう笑しようし、美樹彦もおどけてみせる。


「オアシスを占せん有ゆうしてよそ者を締しめ出すようなものだ。清せい冽れつな泉いずみは渇かわけるすべての旅人にとっての共有財ざい産さん──それがこの文明砂さ漠ばくにおける鉄の掟おきてである。背そむけばたちどころに神しん罰ばつが下されることになるだろう。まあ主に僕が下すんだが」


「そういうことね。ま、あの子についてはいろいろあるけど──それとこれとは別の話。あんなかわいい子を遊ばずに放ほうっておくなんて、それこそ天てん誅ちゆうものよ。バチがあたるわ」


　艶つやっぽく涼子も微び笑しようして場を見み渡わたし、そして伸のびやかな声で宣せん言げんした。


「ま、みんなで仲良く楽しむことにしましょう。時間の許ゆるす限かざりは、ゆっくりとね。わたしたちにとっての夏バカンスは、まだ始まったばかりなんだもの──」




　息を吹ふき返したものの目を覚まさなかった麗れい華かを背せ負おってコテージに戻もどった。


　疲つかれ果てていた。冗じよう談だんではなく今眠ねむったら二度と起きられないだろうと思った。それでも眠りたかった。そもそもここまで意い識しきを保たもったままたどり着いたことが奇き跡せきなのだ。正直に言えば途と中ちゆうの記き憶おくがほとんどない。九割わりがた夢ゆめの世界に浸つかりながらコテージまで歩いてきたのだろう。


　とにかくベッドが恋こいしかった。シーツと心中したかった。が、その前に二つだけはやっておかねばならなかった。


　ひとつは達成できた。麗華の安全確かく保ほである。見たところもう大事はなさそうだったがそれでも状じよう況きようが状況だ、予よ断だんは許されない。涼りよう子こと美み樹き彦ひこのもとへ行って後を託たくし、自身の素人しろうと診しん断だん──彼女がおそらくサキュバス化したであろうこと──も余あまさず話した。二人は彼ららしくほとんど表ひよう情じようを変えず、気軽に請うけ合った。


　もうひとつは達成できなかった。約束を果たせそうにないことを真ま由ゆにひとこと謝あやまっておきたかったのだが──彼女は自室にはおらず、というよりそもそもコテージにその姿すがたがないようだった。


　礼を失するとはわかっていたがそのあたりが限げん界かいだった。部屋に戻って着き替がえもせずにベッドへ飛び込み、シーツと溶とけ合うように眠った。





　目を覚ますと既すでに陽ひは高く、南国の熱気が部屋に充じゆう満まんしていた。着衣だけでなくベッドまで汗あせまみれになっている。たまらず寝ね床どこから這はい出した。


　めずらしく寝起き悪げに目を瞬しばたたかせ、ぼんやりと頭ず蓋がい骨こつの中身を攪かく拌はんする。


　いつもなら家人の誰だれよりも先に起き出す峻しゆん護ごだが今回はあべこべになったようだ。だがこんな時間まで叩たたき起こされなかったということは、特別休きゆう暇かはまだ継続中ということに相そう違いない。何か仕事があるわけでもないのだ、もう一度寝てしまおうか。バカンスは今日いっぱいとなっているはずだが正確な予定はどうなっているのだろう。他のみんなは何をしているのか。


　目が覚めてきた。


　寝ぼけてる場合じゃないことに気づいた。


　洗せん面めんも着き替がえもそこそこに部屋を飛び出た。捜さがさないといけない。誰を？　決まっている。両方だ。


　やはりまだ覚かく醒せいしきっていないのだろう、捜した後どうするかはまったく考えがないまま、コテージをざっと見渡した。が、どちらの姿も見当たらない。使用人をつかまえて聞いてみる。姉と美樹彦はクルーザーでトローリングに出かけたらしいが、目的の二人はそう遠くへは行っていないようだ。


　ビーチに出た。早くも砂すなは陽光に焼け、足の裏うらに熱を伝えてくる。今日も快かい晴せいだった。


　歩きながら首をめぐらせると桟さん橋ばしのほうに人ひと影かげがある。


　板べりに屈かがみ込こんで、月つき村むら真由がコバルトブルーの海面に視し線せんを落としていた。声をかけるまでもなくこちらの姿すがたを認みとめ、あたふたと立ち上がる。


「おっ、おはようございます、二ノ宮くん」


「ああ。おはよう……と言うには遅おそすぎるかもしれないけど。何をしていたんだ？」


「いえ、その、べつに──いえ、海を見ていました。魚を……」


「そう、魚を。きれいだしね」


　意味に乏とぼしい会話が途と切ぎれ、ようやく昨日一日の出来事が脳のう裏りにはっきり蘇よみがえってきた。照れくさく、でも掛かけ値ねなしに楽しかった昼。決意の夕ゆう暮ぐれ。そして──


　あれはやむをえない処しよ置ちだったんだ、と言い聞かせる。十人に訊きけば十人がこう答えるはずだ、あの場面なら仕方ないと。どんな裁さい判ばんになっても勝てる自信がある。後ろめたいことなど何もない。あれは正当で適てき確かくな行こう為いだったはずだ……。


　沈ちん黙もくを破やぶったのは真由だった。


「あの、昨日はほんとうにありがとうございました。いろいろわがままをきいてもらって──」


　うつむけていた顔を上げた彼女の声は熱帯の陽気にふさわしく、底そこ抜ぬけに明るかった。


「ほんとうに楽しかったです。よろしければまた、いっしょに遊んでくださいね」


　そう言ってほころばせた笑顔は、やっぱりとびきりに魅み力りよく的で。


「──うん、もちろん。おれだって昨日は楽しかったし、君には感かん謝しやしている。それと昨晩はすまなかった。おれから申し出た約束を、星を見に行く約束を、守れなかった」


「いえ、だいじょうぶです、気にしてないです。麗華さんのことはわたしも心配だったし、捜しに行くのは当然です。それにわたし、昨日ははしゃぎすぎてちょっと疲れちゃって、二ノ宮くんがコテージを出たあとすぐ寝ちゃいましたから。どのみち星を見には行けなかったかもしれません」


「そう。いや、それならいいんだ」


　怒おこらせてはいないらしい。とりあえずは安あん堵どする。


　だが──


「？　二ノ宮くん？」


　ふたたび黙り込んでしまったらしい。真由が首を傾かたむけながら覗のぞき込んでくる。


「ああ、いや──」雑ざつ念ねんはむりやり押おし消した。


「月村さん、もし、よかったらだけど。今日も一日おれに付き合ってくれないか？　昨日の約束の代わり、っていうのもなんだけど、埋うめ合わせをしたい」


「えっ？」ひどく意外そうに目を見開く。


「で、でもいいんですか、わたしなんかと、その」


「ああ、君さえよければ」


「わ、わたしはもちろん──あの、でも、わたしなんかに付き合って時間を潰つぶさせちゃって、ほんとにご迷めい惑わくではありませんか？　埋め合わせだったらわたし、ほんとに気にしてませんから、他にすることがあるんでしたらあまり無理しないでも──」


「いや、いいんだ。無理なんてしていない。むしろこっちからお願いしてるんだ」


「……ほんとに？」


「ああ」


「うそなんかじゃ、ないですよね……？」


「？　どうして？　こんなことで噓うそを言っても仕方ないだろう」


「……ありがとう！　うれしいですっ」


　笑った。ひまわりの大輪みたいに鮮あざやかで華はなやかな、たぶんこれまでで一番の笑顔。どんな男だってこれを前にしたら白旗を揚あげるしかないだろう。


　峻護も例外ではなかった。顔にこそ出さなかったが、控ひかえめにみてもかなり舞まい上がっていた。


　やっぱり──やっぱりおれは、彼女のことを……


　恥はずかしそうにはにかみながら、でも喜びを隠かくそうともしない真由の高こう揚ようが、こちらにも乗り移うつってくる。それによくよく考えれば先ほどの科白せりふ、自分にしてはかなり大だい胆たんなものだった。思い出して赤面する。真由の顔をまともに見られない。


　間を持たせるために、思いつくまま口を開いた。


「ところで月村さん。疲れたからずっと寝てたって、さっき言ってたけど。でも昨晩おれが戻った時、コテージのどこを捜しても月村さんはいなかったよ？」


「……え？」


　さほど疑ぎ問もんに思っていた矛む盾じゆんでもない。だが。


　たちまち真由の顔から笑みが搔かき消え、無残なほどの狼ろう狽ばいがそれに取って代わる。


「わ、わたし、そんなこと言って──昨日は、その、わたし、ええと」


　どうとでも言い訳わけすればいいのだ。『ずっと部屋で寝てましたよ。二ノ宮くんが何か勘かん違ちがいしてるんじゃないですか？』でもいい。『お手て洗あらいに行った時にすれ違いになったのかもしれないですね』でもいい。なんならそ知らぬ顔で『わたしそんなこと言いましたっけ？』でもいい。


　だが真由にはそれだけのことができない。あらかじめ心こころ構がまえをしていたことならまだしも、この手の不意打ちに晒さらされればなおさらのこと。


　この時点まで隠しおおせていたことが、彼女にすれば上等すぎたのだ。


「──み、見てません！　わたし、なにも見てませんから！」


「へっ？」


　いきなり踵きびすを返して駆かけ去っていく後ろ姿に、峻護はただ呆ぼう然ぜんとするしかない。


　彼は事実に気づかない。唐とう突とつすぎた露ろ見けんが真由にはかえって味方した──と言っていいものかどうか。


「……何だったんだ？」


　何が起こったのかまるで意味がわからず、目を瞬しばたたかせながら立ち尽つくすしかなかった。





　真由とのことが曖あい昧まいに終わったまま、しかし峻護にはそれ以上の厄やつ介かい事ごとが手ぐすねをひいて待ち構えている。彼も無む論ろんそれは自覚していた。


　コテージに戻ると、今度は苦もなく見つかった。


　峻護の部屋、そのドアの前。


　北ほう条じよう麗華がいた。


　右へ左へ行ったり来たりしつつ、時おり仇きゆう敵てきを殴なぐり飛ばそうとするかのような格かつ好こうでドアに向かって拳こぶしを振ふり上げ、すぐにまた下ろしては右う往おう左さ往おう。


　その動きの奇き矯きようさについ声をかけそびれていると、向こうから気づいてくれた。


　一いつ瞬しゆんきょとん、となり、次いで耳まで赤みが差し、さらにはそこへ憤ふん激げきの色を重ね塗ぬりして、ずかずかとこちらに肉にく薄はくしてくる。


「なにをじろじろ見てますのっ！　見み世せ物ものじゃありませんわよ！」


「はあ、すいません。それで、おれの部屋の前で何を？」


「べ、べつに──ただ、このコテージのドアは腕うでのいい職しよく人にんの手による作品だったみたいだから、それをじっくりと鑑かん賞しようしていただけです。何か文もん句くでも？」


「はあ。いえ、特には」


　いつもの様子にこちらもつい普ふ段だんの調子で返していたが、峻護の心中は穏おだやかでない。


　昨晩あれだけのことがあったのだ。そう冷静でいられるものか。


　ただ、ひとつだけ安心したことが──いや、うれしかったことがある。


　今、目の前にいるこのひとは、間違いなくあの北条先輩だ。昨夜の彼女ではない。


「ところで──」


　頰ほおを桃もも色いろに染そめたまま、目を合わさず、麗華がたずねてくる。


「今、あの二人がどこにいるかご存じ？」


「あの二人？──ああ、姉さんと美樹彦さん。あの二人なら海に遊びに出ているみたいです。それが何か？」


「そう。……じゃあ、結局勝負はどういうことになったのかしら……」


「はい？」


「な、なんでもありません。忘わすれなさい」


「はあ、そうですか。ところで先せん輩ぱい──」


　本題に入る。


「昨晩の、ことですが」


　できれば触ふれたくない。だが見て見ぬふりもできない。


「わ、わかってるわよっ」視し線せんを泳がせながら、麗華が早口に言う。


「話はすべて保坂から聞いたわ。あなたに迷めい惑わくをかけたことは承知しています」


「迷惑──」そんなことはどうでもいい。「そんなことより先輩、昨日──」


「わかってるって言ってるでしょう！　悪かったわよわたくしが悪かったわよっ。ひとりで夜中にさんざん出歩いて、挙あげ句くの果てに疲つかれて眠ねむってしまって、しかもずっと目を覚まさなくて──あなたが捜さがし歩いてわたくしを見つけて、ここに連れて戻ったのでしょう？　完かん膚ぷなきまでに、弁べん解かいの余よ地ちなくわたくしが悪いわよっ。でも──わたくしだって、ひとりでそういうことがしたい時もあるんだもの、仕方ないじゃない！」


「はあ……」


　話が嚙かみ合わない。


「それだけ、ですか？」


「そ、それだけって……わ、わたくし、まだ他にも何かしましたのっ？」


　忘れて──いる？　記き憶おくにないのか？


　脱だつ力りよくと、それに連れ立って深い安あん堵どが訪おとずれる。


　変わらない。何も変わらない。何ひとつこれまでと変わらない。


　そのことが峻護にはうれしかった。ほんとうに、うれしかったのだ。うれしいと感じる理由など今は知ったことではなかった。そんなものはすべて横に置いて、今はとにかく、変わらぬ彼の世界を喜びたかった。


　解かい決けつしていない問題はまだまだある──というより、ほとんどすべてが未解決のままだ。北条麗華の身に起きた昨晩のサキュバス化は何だったのか？　その別人としか思えない豹ひよう変へんぶりは何だったのか？　それが今後彼女にもたらす影えい響きようは？　麗華が峻護に向ける想おもいの真実のところは？　そしてそれに対して峻護はどう身を処しよしていけばいいのか？


　でもいいのだ。それらをまだ、今は、考えずに済すませられる。


「──だ、だから、わたくしほんとは、あなたにお礼を言いに……って、ちょっと。あなた人の話を聞いてますの？」


　ひとりで話を進めていた麗華が、峻護の様子を見て眉まゆ根ねを寄よせる。


「……なによあなた、そんなうれしそうに。何か、あなたがそんな風に喜ぶようなことってあったかしら……？」


　普段の無ぶ愛あい想そう面づらとは別人のように笑えみこぼれている峻護を、戸と惑まどいながら──しかしなぜかいっそう顔を紅こう潮ちようさせながら、見上げてくる。


「ああいえ、何でもありません。ところで先輩、身体からだは大だい丈じよう夫ぶですか？　痛いたいところとか、苦しいところとかはありませんか？」


「身体？　べつになんともありません。あなたになんか心配されるまでもないわ」


　それは──なおさらめでたい。世はすべて事もなし。


　心から、ほっとした。


「そうですか──よかった」


　そして。


　その表情が、自然とこぼれ出る。


「なっ──」


　にこ、と笑った峻護に、麗華が身も世もなく動どう揺ようした。


　皮膚から血が噴ふん出しゆつするんじゃないかと思うくらい顔が赤くなる。口もとをわななかせ、肩かたをこわばらせ、握にぎり締しめた拳こぶしは小こ刻きざみに震ふるえている。羞しゆう恥ちのあまりの激情なのか、激情のあまりの羞恥なのか──どちらともつかない、あるいはどちらでもない何かもっとべつの、ただひどく大きいことだけはわかる、感情の渦うず。


「わっ、わたくしはッ！」


　戸惑う峻護に、雷かみなりのような大だい喝かつが落ちた。


「わたくしはあなたのその、へらへらした顔を見てると腹はらが立ってくるのよッ、この──このネギ男ッ！」


「──は？」


　その罵ば声せいの頓とん狂きようさにポカンと口を開けた峻護だったが、脳のう裏りに浮うかんだクエスチョンマークが回答を得ることはなかった。問おうにも発言主はすでに黒くろ髪かみを翻ひるがえし、廊ろう下かの向こうへと姿を消している。


「何だったんだ……？」


　さっぱりわからない。そんなに自分の笑い顔が気に食わなかったんだろうか。──確たしかにおれは滅めつ多たに笑わないし、たぶん先輩がおれの笑うところを見るのは初めてだったんだろうけど。初見でそこまで嫌けん悪お感を抱いだかせる顔なのだろうか。だとしたらやっぱり、あまり笑わない方がいいのかも……


　まあいい、と峻護は思い直す。とにかく今は難むずかしいことを考えるのはよそう。せっかく姉さん公こう認にんの休きゆう暇かをもらっているんだ、面めん倒どうなことは後回しでいいじゃないか。今回の休暇が終わったら次はいつ息いき抜ぬきができるかわからない。今のうちにたっぷり骨ほね休やすめをしておくべきだ。


　それにしても何だったんだろう、さっきのは。ときどき突とつ拍ぴよう子しもないことをする北条先輩だけど、あれもその部類に入るのだろうか。しかし人のことをネギはないよな、ネギは。罵ののしるにしたって何の脈みやく絡らくも──


「え？」


　かちっ、と。


　どこかで何かがはまった気がした。まったく見えない場所──でも確かに、手の届とどく場所で。


　峻護の感覚で言えば、それは箱だった。古くて小さな、他人が見たらゴミと間違えて捨すててしまうような箱。でも、とても大切なものを入れておいた箱。そんな箱を、普段は見向きもしない物置部屋の押おし入いれの奥おくに、仕し舞まっていたような気がする。もうずっとずっと昔に。


　つい今しがたの何かがその部屋の鍵かぎを開け──


　そして気づいたときにはもう、峻護はそこに足を踏ふみ入れていて──


　ずいぶん長いこと放置していた、容よう量りよういっぱいに詰つめ込んだ押入れ。戸を引き開けると雪崩なだれを打って中身が溢あふれ出す。そのガラクタの山を引っ搔かき回すと確かにある手ごたえ。色あせた箱、置き忘れていた記憶の感かん触しよく。


　予感がする。なんだかわからないけど、良いのか悪いのかもわからないけど、とにかくとてつもなくばかでかい予感が。


　震える手で──現実に彼の手は震えていた──箱を開ける。


　そして。


「おいおい──」


　待てよ。待ってくれよ。


　滝たきのような汗あせが全身を這はいまわる。


　遠い日の残ざん像ぞう。少女との出会い、ボロアパートでの暮くらし、腫はらした顔で交かわした約束と、その誓ちかいと──


　じゃあ、あのひとは、あのころからずっとおれを……？


　十年間も、ずっと？


　でもなぜだ。なぜそんな大事なことを、今の今まで忘わすれて──


　まわる。ぐるぐると視し界かいがまわる。天地が逆さかさになり、夏と冬がめまぐるしく入れ替かわる。船ふな酔よいで吐はきそうな気分と、ほろ酔いで歌いだしそうな気分。茹ゆで上がりそうな灼しやく熱ねつと、心まで凍いてつきそうな酷こつ寒かん。泣きたいのかそれとも笑いたいのか。悲しみたいのかあるいは喜びたいのか。


　こまる。


　こまるんだ。


　そんなこと、いまさら言われたってこまるんだ。


　昨日の夕暮れ、おれは月村さんへ心ひそかに誓い──


　でも北条先輩は十年前のあの時の少女で──


　じゃあ。だったら。


　おれの気持ちはどこへ行けばいい？　おれはどの誓いを守ればいい？


　わからない。今度こそ、ほんとうにわからない。


「どうしろってんだ……」


　呆ぼう然ぜんとしたまま、峻護は一歩も動けない。


　途と方ほうにくれ、天を見上げる。


　だがいかに風へ問おうと、いかに太陽に縋すがろうと。


　彼らはただ吹ふき過ぎ、ただ照りつけるのみ。


　少年と少女たちを焦こがす夏の日々は、まだ始まったばかりなのだ──






　あとがき







　初めての方は初めまして、そうでない方はお久しぶりです──という定てい番ばんのあいさつから入る、作者の鈴すず木きです。『ご愁しゆう傷しようさま二にノの宮みやくん』第二弾をここにお届け致いたします。





　さて、この稿こうでは前回のあとがきで中ちゆう途とのまま頓とん挫ざしていた『私の執しつ筆ぴつ暦れき』の続きを書きたいと思います。ンなもんにページ割さくな、という正論は耳に入れません。あらかじめご了りよう解かいください。





　それまでの執筆経けい験けん（合わせて四枚くらい）から『俺に小説は無む理りだぜ！』と悟さとった私、鈴木大だい輔すけ。その強固な納なつ得とく──己おのれの執筆能力への諦てい念ねん──を払ふつ拭しよくしたのは、しかし実に浅せん薄ぱくで不ふ謹きん慎しんな理由によりました。時は大学三回生の末期、そろそろ就しゆう職しよく活かつ動どうに重い腰こしを上げねばならない時期です。


　賢けん明めいな読者諸しよ氏しにはもうおわかりですよね？　そう、私の脳のう裏りに天てん啓けいがひらめいたのです。すなわち『就職なんてめんどくせー、俺は小説でも書いて印いん税ぜいがっぽがっぽのモテモテ生活を送るぜ！　なあに、この俺が本気になれば小説なんて児じ戯ぎも同然よ！』──と。


　──ハイ、そこ呆あきれない。石を投げない。


　無む論ろん、こんな動どう機きで始めた小説修行が上う手まくいくはずもありません。案あんの定じよう、その後の私に無む数すうのツケが回ってくることになるのですが──残りページが少なくなって参りました。その話はまた次の機き会かいに。ンな話を引ひっ張ぱるな、という正論には聞こえないフリを致します。あらかじめご承しよう知ちください。


　そうそう、折せつ角かくですから三巻の予告をしておきましょう。次回、怨おん念ねんに駆かられた真ま由ゆが復ふく讐しゆうの女コマンドーと化し、ロケットランチャーひっ担かついで暴れ回る予定です。誇こ大だい予告への苦情は公共●告機き構こうまで。





　さて、今回も最後になってしまいましたが、イラストの高たか苗なえ氏、担たん当とうのＳ氏をはじめ、この本に関わって頂いただいた全ての人たちに満まん腔こうの謝しや意いを。そしてこの本を手に取ってくださった皆みな様さまに、私から愛の押し売りを。ありがとうございました、どうぞこの次もよろしくお願い致します。




ご愁しゆう傷しようさま二にノの宮みやくん２





鈴すず木き大だい輔すけ
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